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序章










２ＬＤＫの元カレ




　――午前十二時。

　ミッドナイトブルーに小粒のダイヤモンドを散りばめたような東京の空の下。私は重たいバッグを抱えて会社を飛び出した。

　真夜中のオフィス街を全力疾走で駆け抜けて地下鉄の駅を目指す。上がった息を整える間もなくプラットホームに駆けこむと、扉が閉まるぎりぎりで最終電車に飛び乗った。

　平日の深夜だというのにスーツ姿の乗客で混み合っている車両。こんな時間まで仕事をしているなんて、日本人はみんな仕事の虫だ。そんなことを思いながら、ドア付近に立ってぼんやりと車窓を見つめると、そこに映った自分の顔に思わずため息が漏れる。

「……なんて酷い顔」

　自嘲気味に笑ってマスカラで黒くなってしまった目元を指でこすり、緩んだシュシュを結びなおした。

　私、小こ松まつ志し保ほ子こは女性誌の編集者をしている。

　今日は特段に忙しい日で、化粧直しをしている暇さえなかった。梅雨の晴れ間を狙ったロケーション撮影に同行するために、始発電車に乗って湘しょう南なんへ向かった。そこでの撮影が終わるとライターとの打ち合わせのため東京へとんぼ返り。夕方に別件で上がってきた原稿のチェックを終えた後は、メールの返信をしながら日付が変わるまで企画書を作っていた。

　こんな毎日を過ごしていると、大切なことも忘れがちになるもので……。

　ヘトヘトになりながら自宅マンションに辿り着くと、むくんできつくなったローヒールのパンプスを脱ぎ捨てる。それから廊下の途中にあるバスルームに寄って湯張りのスイッチを押して、リビングへと向かった。

　大きなため息をつきながらソファーに身を沈めると、テーブルの上の小さな箱に目が留まる。そこに置いてあるのは、コンビニで売っている薄いプラスチックの容器に入ったショートケーキ。

〝Happy Birthday Shihoko〟

　そこに添えられたメモを見て、ハッと気づいた。

「私……誕生日だったんだ」

　そう呟いて、思わず苦笑いする。

　自分の誕生日を忘れていたなんて、本当にこんなことがあるのだろうか。

「……嘘みたい。でも、忙しかったし、仕方ないか」

　三十歳。乙女の節目の誕生日は、あっけなく訪れて去ってしまった。

　ふう、とひと息ついて、天井を仰ぎ見る。それからまたテーブルの上のケーキに視線を移すと、私を誘惑する艶やかなイチゴ。

「ちょっと遅い時間だけど、せっかくのケーキだし、ありがたく頂こう」

　ソファーから立ち上がり、キッチンへ向かう。整頓された食器棚からマグカップを取り出すと、インスタントコーヒーを淹れるために電気ポットでお湯を沸かし始める。

　ケーキの送り主は、もう寝てしまったのだろう。

　灯かりの消えた静かな部屋の戸に目を向けて、お礼は明日の朝、顔を合わせたら伝えようと決めた。




　リビングダイニングを挟んで二部屋という間取りの２ＬＤＫの中古分譲マンション。

　左側、十畳の洋室が私の部屋。右側、八畳の和室が高たか比ひ良ら 聡さとしの部屋だ。このマンションは、私と聡が三年前に共同購入したものだ。聡との出会いは、私が大学一年の時だった。法学部四年の彼と文学部の私は、学内の学習室で隣り合わせ、お互いのＵＳＢを取り違えた。そこから発展して、恋人同士に。社会人になってからも付き合いは続き、やがて結婚を意識するようになり、同棲を始めるタイミングでマンションを買い、半年前に……別れた。別れを切りだしたのは、私の方。

　聡は大きな法律事務所に所属している弁護士。出版社勤務の私は、同棲を始めて一年が経った頃に営業部から編集部へと異動になった。夢だった編集の仕事は想像以上に大変で、仕事以外のことに手が回らなくなってしまって。

　それでも以前と何も変わらない生活を送ることができたのは、いつも聡が私の分の家事も引き受けてくれていたからだろう。

　深夜、家に帰るとダイニングテーブルに並べられているラップのかかった夕ご飯も、いつの間にか片付いている食器も洗濯物も、今ならそのすべてが彼の愛情の表れだったとわかるのに、すれ違う時間が増えるたび私の不安は増していった。もしかしたらもう愛想をつかされてしまっているのではないか……そう考えずにはいられなかった。

　そんな生活を送る私たちでも、セックスは時々した。同じ家に住んでいるというのに、顔を合わせるのも言葉を交わすのもその時くらい。私たちの関係が体だけで繋がっているように思えて、それがどうしようもなく辛くて、むなしかったから。

「……別れたい」

　思わずそう呟いて、私はすぐに後悔した。どうしてこんなことを言ってしまったんだろうって。

　聡は私を見つめたままゆっくりと頷き、好きな人ができたのかと聞いた。首を左右に振ることしかできない私に、「それならただの同居人として暮らすのはどう？」と言って、まるで私を安心させるように笑った。もしかしたら聡は私の後悔に気づいていたのかもしれない。

　あれから半年。マンションを出ることもできたのに、そうすることができなかった。聡のことが好きだから。でも、聡は私のことをどう思っているのだろう。私の誕生日を忘れずに祝ってくれる。そんな彼の気持ちが知りたい。




　翌朝、目覚めた私は、眠い目を擦りながらパジャマ姿で部屋を出た。

　リビングにはすでに起床していた聡がいて、窓の外を見つめながら器用にネクタイを締めている。長身でスタイルのいい彼にはインポートブランドのスーツがよく似合い、知的で大人な雰囲気が際立つ。

「志保子、起きたの？」

　私に気づいた聡は、ゆっくりと振り向いてほほ笑む。朝陽が縁取る整った横顔に男の色香を感じて、ああやっぱりカッコいいな、なんて思ってしまった。

「おはよう、聡」

「おはよう。あぁ、そうだ。誕生日おめでとう」

　グレーがかった瞳に見つめられると、どうしても胸の鼓動が駆けだしてしまう。

「ありがとう。ケーキもありがとね。おいしかった」

「そうか、よかった。本当は志保子のお気に入りの店のケーキを用意するつもりでいたんだけど、仕事が立てこんでてさ。気づいたらとっくに閉店時間が過ぎてたんだ」

　ごめんな、と申し訳なさそうな顔をする聡。私なんてケーキを見るまで自分の誕生日すら忘れていたのに。

　やっぱり聡と私では、キャパシティが全然違いすぎる。六法全書がまるまる頭に入っている聡とじゃそもそも土俵が違うのかもしれないけど。

「だからさ、今日はちゃんと買ってくるから。ホールケーキがいい？　大きなやつ」

「ううん、いいの。あれで十分。それに聡は甘いものはダメじゃない。ホールじゃ食べきれないし」

「大丈夫だよ、俺も食べるから。一日遅れだけど、一緒にお祝いしよう」

　聡は甘いものが大の苦手だ。そのくせ付き合いだしてからずっと、私と一緒の時だけは平気な顔をして食べてくれていた。ケーキを大胆にフォークですくって口に放りこみ、「甘いな」と言いながら結局全部平らげる。なんでも私と共有したいからと言って。

　別れたらもう、今までみたいなことはしてもらえないのだと思っていた。でも違った。本当は嬉しくて仕方がないのに、別れを切りだした立場が邪魔をして、どうしても素直に喜ぶことができない。そんな私は、ついついかわいげのない言葉を口にしてしまう。

「そもそも私は、誕生日なんて祝ってもらう立場じゃないから」

「まあ、そう言うなって。同居人の優しさに、素直に甘えたら？」

　聡は困ったように小さく笑うと、私の頭をその大きな手でくしゃくしゃにする。

「……ごめん、聡」

「コラ志保子。こういう時は、ありがとうって言うんだぞ」

　まるで子供だ。

「ありがとう、聡」

　三十歳になったというのに、聡の前ではいつまで経っても変われない自分がいる。

「でもね、今日も帰りが遅くなるかもしれないの。だからせっかくだけど……」

「そうか、わかったよ」

　聡は何度も頷いてから自分の腕時計を見た。

「さてと、俺はもう行く時間だ。志保子、今朝はゆっくり？」

「うんそう」

「じゃあ、朝食作ってあるから食べていけよ」

　聡はそう言ってダイニングテーブルの上を指さす。そこに並べてあったのは、綺き麗れいに巻かれた卵焼きと焼き鮭。それとお味噌汁。

　聡の作る朝ご飯はほとんどが和食だ。

「……おいしそう。いつもありがとう」

「どういたしまして。じゃ、行ってきます」

「行ってらっしゃい、聡」

　リビングで出勤する聡を見送って、小さくため息をつく。バースデーケーキのお礼をするつもりだったのに、どうしてあんなことを言ってしまったんだろうと後悔してまた落ちこんだ。

　こんなことの繰り返しはもうやめにしたい。だから今夜はケーキのお礼を改めて伝えて、そして言うんだ。聡のことが好きだって、別れたことを後悔しているんだって。

　ふとした瞬間に揺らいでしまいそうになる頼りない決意。それを胸の奥にしまうと、食べ終えた食器を片付けて会社へと向かった。







第一章










募る思い




　東京都心にある出版社。十五階建の自社ビルの十階に、私の所属する『LARGOラルゴ』編集部はある。

　創刊三周年を迎える女性誌で、誌名のラルゴは音楽用語で〝幅広く緩やかに〟の意味を持つ。ターゲットは三十歳前後の働く女性。最先端の流行を取り入れつつも、長年使えるアイテムを取り入れたお洒落を提案している。毎月の特集ページもウエディングや旅行、雑貨やコスメなどバラエティーに富んだテーマを選びながらも、常に流行を意識した誌面作りをすることによって、年々実売部数を伸ばしているのだ。

　創刊と同時に営業部からこの編集部へ異動となった私は、ラルゴと共に編集者としての人生を歩み始めた。だから、ここの誰よりも思い入れが深いのも事実で。その思いを買われてか編集者としての実力が認められてかはわからないが、この春からチーフという冠を乗せてもらった。

　責任のある仕事を任されるようになって、今までにも増して仕事にやりがいを感じるようにはなったものの、人を育てたり動かしたりするのって本当に難しい。そんな苦労をするくらいだったら自分でやった方が楽だ。そう思えば思うほど、仕事量が増えていってしまう。

　私はまだ、自分の立ち位置を模索中なのだ。

　それでも、この仕事は楽しい。私が想い描いていた理想とは少し違っていることもあるけれど、辞めたいだなんて思ったことは一度だってない。

　発売日である毎月二十五日、書店に並んだラルゴを手にする女性の姿を見るたびに、この仕事ができてよかったなと本当に思うから。お洒落が大好きな働く女子が張るアンテナにピンとくるものを作り出せたなら、これほど幸せなことはない。

　ラルゴ編集部員は、総勢十名。正社員と契約社員とアルバイト。それぞれ立場は違っても、和気あいあいとした雰囲気でみんな仲がいい。

　編集長、副編集長を含む部員が女性メンバーばかりで構成されているので、他部署からは女子部と呼ばれているのだけれど、実は男子部員もひとりだけ存在している。

　私が教育を担当している入社二年目の西にし野の祐ゆう人と、二十四歳。

　彼は、芸能人でも食べていけるんじゃないかというくらい中性的でかわいらしい顔立ちをしている。クッキリとした二ふた重え瞼まぶたと、長いまつ毛。肌もきめ細やかで、女の私が嫉妬してしまうほどだ。身長はあまり高くなくて、百七十センチ位。

　華きゃ奢しゃな体型に似合う綺麗めでカジュアルなファッションと人懐っこい笑顔は、男女問わずどの年代に対しても好印象を与えることができるだろう。

　計算しつくされたような完璧さは、自分の見せ方をわかっている証拠。なにも気にしていないようでいて、意外にしたたかなんだと妙に感心させられた。

　西野くんは、大学時代からアルバイトとして別の編集部に出入りしていたのだけれど、うちに入社したという話を聞いた編集長の大おお崎さきさんが直々に引っ張ってきた。

　大崎さんは仕事熱心で面倒見のいい姉御肌。バリバリのキャリアウーマンのような出で立ちとは裏腹に、実はかわいい男の子にめっぽう弱い。だから、正直彼がマスコット的存在で終わるのではと思っていたのは秘密。けれど彼は決してお飾りではなく、我が女子部のちょうどよいスパイスとなっている。

　資料に埋もれていたデスク周りは見違えるほど綺麗になったし。内勤だけの日にはノーメイクにラフな服装で平気だったみんなが、どことなくお洒落に気を遣うようになったりと、ピリっと引き締まったのは目に見えてわかる。

　実は西野くん、他の出版社の内定もいくつかもらっていたらしい。入社当初にどうしてうちにしたのかと聞いたら、『ただなんとなく』だなんてはぐらかされてしまった。

　やはり掴みどころのない今どきの男の子、そう思っていたのだけど、入社後しばらくして彼は編集者としての頭角をメキメキと現し始めた。例えば、編集長が推し進めていた旅行企画に平然と意見をし、みんなをハッとさせたりして。結果として方向修正し大人気の連載企画となって、それをきっかけに西野くんは、女子部員全員に一目置かれるラルゴの期待の星と称されるようになった。

　そんな彼を教育する立場の私は、より一層仕事に手が抜けなくなってしまって残業がさらに増えてしまったのも事実。

　でも、今夜ばかりは早めに帰宅しようと心に決めていた。なにかおいしいものを買って帰って、聡に自分の気持ちを伝えるつもりでいるから。

「小松さん、今いいですか？」

「うん。なあに？」

　編集長と打ち合わせに出ていた西野くんは、編集部に戻ってくるなり、なにやら難しい顔で話を始めた。でも私は、夕食の買い物をどこでしようか、なにを買おうかと、あれこれ考えだしたら止まらなくなってしまって。

「小松さん、聞いてますか？」

　西野くんの声に、私はハッとして顔を上げる。

「……あ、ごめん。もう一回言ってもらえるかな」

「ですから、そろそろ鏑かぶら木ぎ 圭けいから取材の承しょう諾だくを得ないと、企画会議に間に合いませんって言ったんです」

「そうなの、わかってはいるんだけど」

　西野くんが焦るのもわかるよ、と私は小さく頷いた。

　九月号の特集は私が提案した企画、〝ラグジュアリーナイト〟。いつも頑張っている自分へのご褒美として少し奮発して服を買い、ヘア、メイクからネイルまでトータルコーディネートをした素敵な姿で豪華なディナーに出かける。恋人とでもいい。友達とでもいい。大切な誰かと、少し贅ぜい沢たくな夜を過ごしてみませんか？という提案。そのコンテンツを決定する企画会議が週明けに予定されているのだ。

　私と西野くんは、有名レストランガイドで三ツ星の称号を得たフレンチレストラン『ル・シエル』のオーナーシェフである鏑木 圭のインタビュー記事を写真付きで掲載しようとしている。彼はため息が出るほどのイケメンとの噂で、彼目当ての女性客で店の予約は数カ月先まで埋まっているらしい。先月のラルゴの読者アンケートでも、〝一度は訪れたい憧れのお店〟の第一位に選ばれたほどだ。

　しかし鏑木 圭はメディア嫌いらしく、取材は滅多に受けない上に、顔出しは一切ＮＧだという。だからこそ、そんな彼をラルゴが落としたとなれば、これほど名誉なことはなく、おそらくラグジュアリーナイトの目玉となって、売上部数の増加も望めるはず。などという思惑もあって、鏑木 圭から取材の承諾を得ようと躍やっ起きになっているのだけれど、未だ彼とは接触することすらできず、肝心の取材許可がとれていない。

　できる限りの手は尽くしたつもり。でも、取材交渉の電話は一切取り次いでもらえず、店宛てに送ったメールの返事には、当たり障りのないお断りの文言が並んでいた。もちろん店の予約も取ってはいるが、二カ月先だ。

　苦肉の策で打ち出したのが店の前での出待ち。ここのところほぼ毎日、西野くんと交代でル・シエルに足を運んでいるが、この方法では時間だけが無駄に過ぎていくだけで、彼に会うことすらできなかった。なにか他にいい案があればとふたりで知恵を絞ってはいるけれど、まったくと言っていいほど打開策が浮かんでくる気配はない。

「……こんな時に申し訳ないんだけど、今日だけはもう上がってもいいかな？　鏑木問題、西野くんも考えておいてね」

「はい――って、小松さん!?」

　西野くんは驚いたように目を見開くと、私をじっと見つめた。

「オレを置いて帰るなんて、酷すぎませんか。もしかして、デートとか？」

「まさか。そんなんじゃないのよ。ただ、ちょっとね……じゃ、お先に」

　私はそう言って資料をまとめて、すぐに立ち上がった。




　急いで会社を出ると、地下鉄を途中下車してデパートの地下食料品売り場へと向かう。帰宅時間と重なるこの時間の店内はとても混雑していて、人気のお店には長ちょう蛇だの列ができている。

　私のお目当ては、銀ぎん座ざの老舗しにせ料亭がプロデュースしている人気店のお弁当。ひとつ三千円はだいぶ割高。でも味は確かだ。和食が好きな聡なら、きっと喜んでくれるはず。そう思いながら残りわずかになった松しょう花か堂どう弁当をふたつ手に取った。

　そこからまた地下鉄に乗りこんで、三さん軒げん茶ぢゃ屋やの駅で降りる。

　私はお弁当の入った袋を大事に抱えてマンションまでの道のりを急いだ。

　早足で歩きながら、頭の中であれこれと考える。帰ったらまず、お風呂の準備をしようかとか。もし聡がすでに帰宅していたら、先にご飯にしようかとか。聡のことを考えながら家路につくなんて久しぶりだ。一日の疲れを忘れてしまったかのように足取りも軽い。

　やがてマンションが見えてくると、今朝、遅くなるかもと言ってしまったことを思い出して、もう夕食を食べていないかと不安になった。

「……とりあえず、急いで帰ろう」










バスルームの女




　マンションに到着すると、エレベーターで五階まで上がり、いつもより軽く感じる玄関のドアをゆっくりと開けた。

「ただいま」

　そう言いながら何気なく視線を落とすと、玄関の白いタイルの右端にいつものように丁寧に揃えられた聡の革靴があって、その隣には見慣れない黒いパンプスが寄り添うように置かれている。

「……なにこれ」

　そう呟いたと同時にバスルームの扉が開く音がして、私は弾かれたように顔を上げる。すると中から見ず知らずの女性が姿を現した。

　彼女は私がいることにはまったく気づいていない様子で、扉が閉まったままのリビングに向かって声をかける。

「先生、ドライヤーをお借りしてもいいですか？」

　――先生。聡のことをそう呼ぶのは、おそらく法律事務所の関係者だからだろう。

　彼女のかわいらしい声に、奥にいるらしい聡が「どうぞ」と答える。

　その瞬間、ドクン、と痛いくらいに心臓が跳ねて、それと同時に手放したお弁当の袋が、大きな音をたてて床に落下した。

　その音に驚いて振り向いた彼女は、私の存在に気づいて驚いたように目を見開く。

「……あ」

　彼女はなにか言おうと口を開きかけたようだった。けれど私は、慌ててお弁当の袋を拾い上げると、逃げるようにマンションを飛び出した。




　どこをどう歩いてきたのだろうか。おそらく地下鉄にも乗ったはずだ。私は知らず知らずのうちに通勤のルートを辿っていたのかもしれない。

　気がついたら編集部の扉の前にいて、斜めになったお弁当の入った袋をしっかりと握りしめていた。

「……かわいらしい人、だったな」

　ぽつりと呟いてみる。

　西野くんをほったらかしにして帰宅して、ばかみたいに浮かれた気持ちでマンションのドアを開けたら、知らない女性がバスルームにいた。

　おそらく彼女は、聡の新しい恋人。彼にそんな相手がいてもまったく不思議じゃない。着ていたシャツは聡のものだった。よくあるシチュエーションだ。男の家でシャワーを浴びて、することなんて決まっている。もしかしたら、した後かもしれないけど。

　それに名前ではなく、先生と呼んでいたことから察すると、付き合い始めたばかりなのかもしれない。

「……言ってくれればよかったのに」

　そうすれば、いつもより早い時間にマンションへ帰ったりしなかった。お弁当だって、買わなかった。自分の気持ちを伝えて、できることなら恋人同士に戻りたいだなんて、叶いもしない思いを募らせることもなかったんだ。

　自分から別れを告げた相手に、新しい恋人ができた。

　その事実にこんなにも動揺している自分がどうしようもなく滑こっ稽けいに思えて自嘲気味に笑った時、目の前のドアが勢いよく開いた。

「うわ、小松さん。なんでこんなところに突っ立ってるんですか？」

　タバコとライターを握りしめた西野くんは、驚いた様子で私を見つめている。

「西野くんが心配で戻ってきちゃった」

　今の心情を悟られないように、不自然なくらい明るく振る舞って見せる。

「嬉しいですけど、予定があったんですよね。よかったんですか？」

「ああ、あれはもういいの。みんなはまだ残ってる？」

「いいえ。さっきまでは何人かいましたけど、今はオレひとりです」

　開いたドアの隙間から中を覗くと、シンと静まり返っている。

「そうなんだ」

「オレは鏑木対策に煮詰まってしまったので、ちょっと一服してこようと思って。行ってきますね」

　西野くんは私の横をすり抜けると、廊下の薄闇に消えていった。




「じゃあ、いただきます」

　喫煙所から戻ってきた西野くんは私と隣り合わせのデスクに座って、斜めに偏った松花堂弁当に嬉しそうに箸をつけた。

「ごめんね、ぐちゃぐちゃになっちゃって」

「別にいいですよ、味は変わらないし。それにこれ、オレのためにわざわざ買ってきてくれたんですか？　なら、尚なお更さらおいしいです」

「う、うん。よかった」

　本当のことは言えなくて、私はぎこちなく頷いてみせる。

「……あ、これ金きん目め鯛だい？　おいしいですね」

「でしょ？　ここの金目の煮付けが絶品なの。だからもうひとつのお弁当も食べていいよ」

　黙々と食べ進める西野くんをしばらく眺めてから、給湯室にある給茶機サーバーからお茶を入れてきて、彼の目の前に置いた。

「ありがとうございます。小松さんも食べたらいいのに」

「私は、いいの。お腹すいてないから」

　それに今は食べる気持ちにもなれない。

「本当ですか？」

　西野くんは、小さく首をかしげると、ひと口大にした金目鯛の煮付けを箸で挟んで、私の目の前に差し出した。

「どうぞ」

「え、いいって」

　その瞬間、ふんわりと甘辛い醤油の香りが鼻をかすめて、私のお腹が大きな音をたてて鳴った。お腹がすいてないだなんて言ったのに、恥ずかしいにもほどがある。

　赤面する私を見て、西野くんはプッと吹き出した。

「体の方は正直ですね」

「もう、うるさいな」

　怒ったように顔をそむけると、西野くんは笑いを堪こらえながら言う。

「拗すねないでくださいよ、ほんとかわいい人だな。はい、あーんしてください。じゃないと、絶品の煮付け、オレが全部食べちゃいますよ？」

　なんだか軽く遊ばれているような気がして、でも、その香りと美しく照った魚肉の誘惑に負けた私は小さく口を開く。

「はい、どうぞ」

　そっと、舌の上に乗せられた金目鯛の煮付けはホロリとほどけて、甘くて優しい味が口いっぱいに広がった。

「おいしい」

　思わず声を漏らすと、西野くんは満足そうにほほ笑んで。それから私が飲みこむのを待って、今度は白米を口元まで運んでくれる。

「え、もういいよ」

「じゃあ、最後にもうひと口だけ」

　そんな彼の押しに負けて、結局、残りのほとんどを食べさせてもらってしまったのだけれど。

「さて。お腹も満たされたことですし、そろそろ帰りましょう」

「え、帰るの？」

「はい。だってもうすぐ終電の時間ですし、散々粘ってもいいアイディアが浮かばない時は、また明日に持ち越した方がいいんです」

　西野くんはそう言うと、デスクトップパソコンの電源を落とした。

「そっか。それもそうだよね。じゃあ、お疲れ様。気をつけて帰ってね」

「気をつけて帰ってねって、小松さんは帰らないんですか？」

　帰らないんじゃなくって、帰れないんですよ。そう喉まで出かかって、必死で言葉を飲みこんだ。

　だって、もしかしたら、聡の彼女がまだ家にいるかもしれなくて、しかもアレの最中だったら気まずいし。それにまだ、聡の口から直接彼女のことを聞く準備ができてないから……帰れない。

「泊まってこうと思って」

「ここに？　じゃあ、オレも」

　西野くんは手にしたカバンを机の上に置く。

「オレもって……どうして？」

　そう聞くと、西野くんはまっすぐに私を見つめる。

「だって、あなたがずっと、泣きだしそうな顔をしているから。放っておけないと思って」

「なに言ってるの？　そんなこと、ないから」

　発したその言葉が、思いのほか震えていて気づかされる。ああ、やっぱり泣きそうかもしれないって。

　堪たまらず西野くんから顔を逸らして俯くと、必死で堪えていた涙が溢れて頬を伝った。

　そうなってしまったらもう、どうにも止められそうになくて。

「……西野くん、ごめん」

「どうして謝るんですか？　オレは泣いてる小松さんも好きですよ、かわいくて」

「なに、言ってるの？」

　言いながら顔を上げると、困ったようにほほ笑む西野くんの瞳が優しく私を見下ろしていた。

「本当に、なに言ってるんでしょうね。こんな時に告白とか、ちょっとカッコ悪いですよね」

　西野くんはそう言いながら、まるで子供にするように私の背中を温かな手のひらで、トントンと叩いてくれる。

　そんなふうにされて、私は不覚にも声をあげて泣いてしまったのだ。




　泣くという行為がこんなにも体力が要るものだということを、今の今まで知らなかった。

　気がついたら机に突っ伏すように眠ってしまっていて、ハッと目を覚ますと、肩にかけられていたのか西野くんの着ていたジャケットがバサリと床に落下した。

　それを拾い上げながら隣に視線を向けると、そこにいると思っていた西野くんの姿がない。顔を合わせたらどんな態度をとればいいのかわからなかった私は、思わずホッと胸を撫で下ろした。

　カバンとスマホはそのまま机の上に置いてあるので、帰ったわけではなさそうだ。

　タバコを吸いに行ったか、トイレに行っているのかもしれない。

　半分だけ体を起こして室内を見渡すと、ブラインドの隙間からは朝の光が顔を覗かせている。

　時計を見れば、五時を三分ばかり過ぎたところ。

「……五時か」

　起き上がる気力もなかった私は、椅子に座りなおすと、机の天板に右側の頬をぺたりとつけて、脱力したまま目を閉じる。

　頭の中はぐちゃぐちゃなままで、できるだけ早く整理しなければならない。でもこうしていると、またすぐにでも眠ってしまいそうだ。相当疲れているんだろう。

　間もなくして、カチャリとドアの開く音が聞こえた。

　西野くんが戻ってきたのだろうか。そう思ってゆっくりと瞼を押し上げる。すると、カサリと目の前に白いレジ袋が置かれた。

「おはようございます」

　さわやかな笑顔を向けられて、私は戸惑いながらもぎこちない笑顔を返す。

「……お、おはよう」

「朝メシ、買ってきました」

　西野くんはレジ袋からテイクアウトの牛丼をふたつ取り出すと、机の上に並べる。

　会社のはす向かいにある二十四時間営業のこの店の牛丼は、ラルゴ編集部での徹夜明けの定番朝食。

「さあ、冷めないうちにどうぞ」

「え、あ……うん」

　はい、と差し出された割り箸を反射的に受け取る。

　西野くんは付属の温泉卵を真ん中に割りいれると、両手を合わせて「いただきます」と言ってから豪快に頬張った。

　何事もなかったかのように振る舞う彼を見ていると、彼の前で大泣きしたことも、突然の告白も夢だったのではないか、などという都合のいい展開を期待してしまうのだけど。

「食べないんですか？」

「ううん、食べるけど……」

「けど、なんですか？　ああ、大丈夫ですよ。小松さんが泣いていたことは誰にも言いませんから」

　固まる私をよそに、西野くんはニコリとほほ笑んだ。










食べちゃえばいいのに




「それで、志保子。ついに食べちゃったんだ。西野のこと」

　この日の正午。ランチタイムで賑わうオープンエアのカフェで、同僚の丹に羽わみちるは、プレートに乗せられた温野菜のアスパラガスを意味ありげにフォークでつついた。

「ちょ、ちょっと。そうじゃないって」

　昨日のマンションでの出来事から順を追って話している最中。私はそんなみちるの言葉に、飲んでいたアイスティーを吹き出しそうになった。

「もう、みちるってば。ちゃんと最後まで話を聞いてよ」

　紙ナプキンで口元を押さえると、改めて話を続ける。

「ふーんそう。結局朝まで一緒にいたなら、食べちゃえばよかったのに」

　聞き終えるとみちるはニヤリと笑って、さっきまで弄もてあそんでいたそれを一気にフォークで突き刺して口に運んだ。

　赤いグロスが塗られたふくよかな唇がゆっくりと動く様は、同性の私が見ても思わずドキリとしてしまうほど色っぽい。

　みちるは私と同い年の契約社員だ。小さな顔にハッキリとした目鼻立ち。髪形は顎あごのラインで切り揃えたワンレングスのボブスタイル。今日のファッションはタイトなスカートに白いブラウス。足元はヒールの高いピンヒール。かわいいよりもカッコいい、そんなイメージがある。

　彼女はもともと編集プロダクションに所属していて、私の半年ほど後にラルゴ編集部にやって来た。ポジティブで決断力も行動力もあるみちるは、恋も仕事も貪欲だ。私とはまるで正反対の性格。でもなぜか気が合って、公私ともに仲よくさせてもらっている。

　そんな彼女のことを私はよきアドバイザーとして頼っているのだけれど。時として、思いもよらない大胆な発言に戸惑いを隠せない自分がいるのも事実。

「西野と付き合ってみればいいのよ。聡さんから卒業するためにもちょうどいいタイミングじゃない」

　私はみちるの話を聞きながら、メインのボロネーゼを、フォークで巻いて口に放りこむ。もっちりとした生パスタは、トマトと赤ワインのソースがよく絡んでいてとても風味がいい。

「たしかに西野くんはいい子だよ」

　自分で言いながら頷く。

　突然の告白に戸惑いはしたが、正直悪い気はしなかったし、少しくすぐったいような嬉しい気持ちも芽生えた。

「……けど、私は年上なわけだし。彼は六つも年下だから」

　恋愛に発展しない理由の方が多い気がして。

「だからなに？　社会的な立場や年齢を理由に恋愛対象から外すなんて、ばかげてる」

　みちるがそう言い切れるのは、彼女自身が年齢にとらわれない恋愛をしているからだ。最近、大学生の恋人と別れて、現在は十五歳年上の会社経営者と交際中らしい。

「確かにみちるの言う通りだと思う。でもね、ル・シエルの取材交渉もうまくいっていないこのタイミングで、付き合ったりとかはないかな」

　鏑木 圭に取材交渉すらできていない現状をどうにかしなければならないのに、未だ打破する糸口を見つけられないでいるのだから。

　私はため息をつきながら、氷の溶け始めたグラスの中身をストローで飲み干した。

「ああ、まだアポイント取れてないの？」

「……そうなの。門前払いもいいとこ。ダメかもしれない。もう、イヤんなっちゃう」

　私が思いきり顔をしかめると、みちるはしわの寄った私の眉み間けんを人差し指でギュッと押す。

「志保子、そんな顔しないの。もしもの時は、私の知り合いのお店紹介するよ。オーナーもイケメンだし、企画のコンセプトからは外れないと思うの」

　みちるはそう言って大判の手帳を開くと、花柄のメモ用紙を取り出してスワロフスキーが散りばめられた万年筆をさらさらと走らせる。

「はい、これ連絡先」

「ありがとう、でもここのお世話にはならないように、必ず取材許可とるから。見ててよ」

「そうこなくっちゃ。応援してるよ、志保子」

「よし、頑張るぞ」

　意気込んでみたものの、実際問題としてあと五日で解決できるレベルではないのだ。

　こんな状況で優雅にランチなどと洒落こんでいる場合ではないのは百も承知。

　それでも、みちるには話を聞いてもらいたかったのだから仕方がない。しかしながら、まあ、おいしいランチを堪能できたのだからよしとしよう。

　デザートは、小ぶりのココットに入ったクレームブリュレだった。ゆっくりとスプーンを差しこむと、焦げたキャラメルがパリパリと小気味よい音をたて割れる。小さくすくって口に含むと、キャラメルの苦みがほどよくきいた、まるでみちるのような大人の味がした。




　ランチを終えて帰社すると、西野くんの姿はなかった。

　どうやら編集長に同行して社外らしく、今日はそのまま直帰するようだ。そう他の編集部員から聞いて自分のデスクでパソコンを開くと、西野くんから同様の内容でメールが入っていた。

　行き先は避暑地としても有名な那な須す高こう原げん。東京駅から新幹線で一時間ちょっとの距離。おそらく十月号に掲載予定の、〝ブライダル特集〟のロケハンに行ったのだろう。

「まったく、いつも急なんだから」

　編集長が大絶賛していた大聖堂。おそらくあそこにも行くだろう。資料を少しだけ見せてもらったが、壁一面がアンティーク・ステンドグラスに囲まれた堂内はため息が出るほど美しかった。

　編集長のことだ、西野くんとちゃっかり那須観光もしてくるはず。戻りはおそらく深夜になるとのこと。本当はロケハンが終わったらすぐにでも戻ってきてほしいのだけれど、相手が編集長ともなればそれは難しい。

「仕方ないか」

　私は西野くんのメールに了解したという返信をして、原稿のチェックを始めた。

　無心で作業に没頭していたら、気づいた時にはすっかり日が暮れていた。時間が経つのはどうしてこんなに早いのだろう。

　凝り固まった肩をほぐすように大きく伸びをして、壁の時計で時間を確認する。

「……八時か。少し早いけど、行ってみようかな」

　本日仕上げなければいけない原稿や、スケジュール調整は大方片付けることができた。

　私はバッグを持って立ち上がると、会社を出て恵え比び寿すに向かった。

　駅から五分ほど歩いて、大きな通りから裏路地へと入ると、まるでパリの街中にあるような石造りの建物がその姿を現す。目立った看板はなく、番地を示すプレートの上に埋めこまれた石板には〝ル・シエル〟と刻まれている。綺麗な細工が施された木製の扉の前には、黒いスーツを着たドアマンがひとり立っていて、私の姿を見つけると小さなため息をついた。

　また来たんですか。懲りない人ですね。彼の目がそう言っている。

「こんばんは。鏑木シェフは今日、何時ごろお仕事を終わられるんでしょうか？」

　私の問いかけにドアマンは一切表情を変えることなく答える。

「申し訳ございませんが、そのようなご質問にはお答えできません」

「……そうですか。では、いつも通りここで待たせていただきます」

　満足そうな表情で次々と店の中から出てくる着飾った客の姿を見つめながら、私は大きなため息をついた。もしかしたら今日も会えないかもしれない。そんな思いが頭を過よぎり、否応なしに私の心を焦らせる。でも諦めたらそこで終わってしまう。他のレストランで代役を立てるなんて絶対にしたくない。

　でも、どう足あ掻がこうとどうにもならないこともあるのかもしれない。思い余って空を仰ぐと、ポツリと雨粒が落ちてきて、乾いたアスファルトを斑まだら模様に染めていく。降り出した雨はあっという間にその雨脚を強めていった。

　生あい憎にく、傘は持っていない。けれど、幸いなことにノートパソコンは会社の机の上に置いてきた。スマホはバッグの奥にあるし、きっと大丈夫だろう。だからもう、どれだけ濡れてもいいや。

　そう覚悟を決めた数分後、突然、私の頭上に傘が差し出された。

　柄を握る手には白い手袋。黒いスーツの袖から辿るように上へと視線を滑らせていくと、困り果てた表情の初老の男性が私を見下ろしている。

　白いひげを蓄えた、まるで英国の紳士のような出で立ち。よく見ると胸に光るゴールドのネームプレートにはローマ字でコミヤマとある。

「初めまして。私は、ル・シエルで支配人をしております小こ宮みや山まと申します」

「……あ。初めまして、私はラルゴ編集部の小松と申します」

　慌てて名刺を取り出そうとすると、手で制される。

「存じ上げております。当店の取材をご希望とのことでございましたね。大変申し訳ございませんが、お帰りいただけないでしょうか。こちらの傘は小松様に差し上げます」

　小宮山さんはそう言って、傘の柄を握らせようとする。

「帰りません。なので、傘はいただきません」

　私が拒否すると小宮山さんはやれやれとばかりに首を振り、厳しい口調でこう言った。

「ご理解いただけないようなのでハッキリと申し上げますが、そちらに立っていられると当店の美観を損ねるのですよ」

「美観を……損ねる？」

「ええ、今夜は海外から国こく賓ひん級きゅうのお客様をお迎えしているのですが、その方たちがもうすぐ食事を終えてお帰りになるのです。そんなずぶ濡れの姿をさらして、あなたは日本の恥になりたいのですか？」

　邪魔だ、迷惑だと罵られるより、余程耳が痛い言葉だ。けれど『はいそうですか』と言ってそう易やす々やすと帰るわけにはいかない。

「……じゃあ、鏑木さんに会わせてください。そうしたら帰ります」

「それはできかねます」

「でしたら帰りません」

　私がそう言い切ると、小宮山さんの表情は険しく、眉間のしわはさらに深くなる。そして顎ひげに触れながらなにかを考えているような素振りを見せた。

　それからしばらくして小宮山さんはゆっくりと口を開く。

「……では、私と取引をしませんか？」

「取引、ですか？」

　囁かれた少し危なげな言葉に、私は眉をひそめて聞き返す。

　すると小宮山さんはゆっくりと頷いた。

「はい。明日、二名様でいただいていた予約のキャンセルがありました。その席をあなたに」

「それ本当ですか？」

　思わず歓喜の声をあげると、小宮山さんは人差し指を自分の唇に当てて咎とがめる。

「ご内密に。ですから本日はお引き取りいただけますね？」

「勿論です」

　願ってもないチャンスだった。大きく頷く私に、小宮山さんは安堵の表情を浮かべる。

「それでは、明日。お待ちしております」

　願ってもないチャンスだった。

　私は小宮山さんから傘を受け取ると、軽い足取りで駅へと向かって歩きだした。

　恵比寿の駅に着くと山手線に乗りこみ、渋谷で下車する。その間に私は、まだ那須にいるはずの西野くんへスマホからメールを打った。

　明日の午後七時にル・シエルの予約がとれたことを報告し、ホッとひと息つく。

　しかしながら、これで気を抜くわけにはいかない。

　おそらく明日、鏑木と接触することができるだろう。そのチャンスを逃すことなく彼をうまく口説き落とし、取材の了承が得られて初めて、週明けの企画会議に挑むことができるのだから。

　ゴールはまだ遠い。

　最寄りの駅に着くと、押し流されるように電車から降り混雑する改札を抜ける。

　すると先ほどまで降っていた雨は止んでいて、雲の切れ間からぼんやりとした輪郭の月が顔を覗かせていた。










振りほどいた手




　マンションまでの道の途中、私は何度も考えた。今日もまた、聡の恋人が家にいるかもしれないと。あんな気まずい思いをするのはもうイヤだったから、今夜もまた編集部へ泊まろうか、それともどこかの安いホテルの部屋をとろうか真剣に悩んだ。でも、雨に濡れたままの格好ではそのどちらへも行けない。そう考えて結局帰ることに決めたのだ。

　マンションに到着すると、郵便受けから数枚の葉書と封書を取り出して、ちょうど下りてきたエレベーターに乗りこんだ。

　躊躇ためらいながら階数ボタンを押すと壁に寄りかかり、落ち着かない気持ちで自分宛のダイレクトメールに目を通す。年々早くなるサマーセールへの特別優待。かかりつけの歯科医院からの定期検診の案内に、ヘアサロンの担当者からの暑中見舞いを兼ねたヘアメンテナンスのお知らせ。どれにも行けそうにないな、などと考えながらエレベーターを降り、ゆっくりと玄関のドアを開けた。

　恐る恐る確認すると、玄関のタイルの右端には聡の革靴だけが置いてある。

　私は安堵のため息をつくと、貸してもらった傘を傘立てに入れ、玄関のドアに鍵をかける。それから雨に濡れて湿ったパンプスを脱いで、ゆっくりと廊下を進んだ。

　できることなら聡とは顔を合わせたくはないのだけれど、どうやらその願いは叶いそうもない。リビングのドアを開けると、すでに帰宅していた聡がソファーに座って新聞を読んでいた。

「おかえり志保子。どうしたんだ、びしょ濡れじゃないか」

　振り返った聡は驚いたように私を見る。

「うん、ちょっとね」

「ちょっとね、じゃないだろう。風邪を引いたらどうするんだ。梅雨の時期は常に傘を持ち歩いた方がいい。今タオルを持ってくるよ」

　聡は立ち上がると、バスルームから大きなタオルを持ってきてくれた。

「はい、これ。そういえば昨日は帰ってこなかったようだけど、編集部に泊まったの？」

「……うん、そう」

「そっか。頑張るな、志保子は」

　聡はそう言って優しくほほ笑んでくれた。

　仕事で疲れた時、イヤなことがあった時、この笑顔に癒やされたくて、家路を急いだ日々が懐かしい。

　それがもう、あの人のものになってしまった。そう思うと急に惜しくなるなんて、自分はなんて欲張りな女なんだろう。

「……そうだこれ、聡宛の郵便」

　封書を手渡すと、自分の部屋に入ろうとした。なのに、聡が私を呼び止める。

「待って、志保子」

　心臓がドクンと跳ねたのは、昨日の夜にバスルームにいたあの人の話をするのだろうと聡の言葉の続きを勝手に想像してしまったから。

　聞きたくない。けれど、いつかは聞くべき話じゃないか。自分自身にそう言い聞かせて、ぎこちない笑顔を浮かべる。

「……なあに？」

「俺、明日から出張で大阪へ行かなきゃならなくて、戻りは週明けになりそうなんだ」

　予想に反した聡の言葉に一瞬ホッとしながらも、もやもやとした感情が渦巻いていくのがわかった。

　聡に話すつもりがないのなら、問いただせばいいだけのこと。なのに、それをしないのは私のちっぽけな意地のせいだ。

「……そう」

　そっけない返答に、聡はなにを思ったのだろうか。

「志保子、どうかした？」

　身を屈めて、俯く私の顔を覗きこみ、目元にかかった髪をそっとかき分ける。

「別に。なんでもない」

「そんなはず、ないよな？」

　スルリと滑り下りてきた聡の指が私の頬を優しく撫でた時、体がビクリと反応した。こんな触れ方は、恋人にしかしてはいけないと思ったから。

「――ダメッ!?」

「……志保子？」

　その時、リビングのテーブルに置かれたふたつの携帯電話の一方が規則的に振動しながら無機質な電子音を奏で始める。

　鳴っているのはスマホではない方。黒のふたつ折りの携帯電話は事務所から与えられている仕事用のものだ。

「聡、仕事の電話でしょ？　出ないと」

「……ああ。今出る」

　聡は私から離れて、リビングのテーブルに手を伸ばす。携帯のディスプレイを確認すると、一瞬躊ちゅう躇ちょするようなそぶりを見せてから、通話ボタンを押した。

「はい、高比良です。どうした？」

　その口ぶりから、クライアントや上司からの電話ではないことがわかった。明日、駅、始発の新幹線。言葉の端々からわかるのは、電話の相手が出張に同行する人物だということ。長くなりそうな電話。

　私は部屋のドアノブに手をかけた。すると聡は慌てて私の腕を掴んで、行くなよ、そう目で訴えながら無理やり話を終わらせようとする。

「悪いけど、もう切……え、昨日うちになにを忘れたって？　そんなもの見当たらなかったけど」

　昨日の……忘れ物。

　電話の相手は、昨日バスルームにいたあの人。そう認識した瞬間、掴まれた腕がゾワリと粟立った。

　だからさっき電話に出るのを躊躇ったのだ。私に電話の内容を聞かれたくなかったから。どうして隠そうとするのか、理由なんてわからない。でも、そんな聡に対して無性に腹が立ち、嫌悪感すら湧いてくる。

「放してよ、聡」

　私は聡を睨みつけると、掴まれた腕を振りほどく。

「おい、どうしたん……待てよ、志保子!!」

　聡の制止を振り切るようにして咄嗟にバッグを掴むと、そのまま家を飛び出した。

　エレベーターがこのフロアにいたのは幸いだった。下向きの矢印のボタンを何度も押して、やっと開いた箱の中に乗りこんで扉を閉めると、追いかけてきた聡の目の前でゆっくりと下降を始める。エントランスを駆け抜けて通りに出ると、わざといつも通る道とは反対方向に向かって走り、細い路地裏を縫うように進んだ。

　聡が追ってきていたのかはわからない。

　ふと視界に入ったコンビニの光に吸い寄せられるように近づくと、上がった息を整えながら、鳴りつづけるスマホの電源を落とした。




　世せ田た谷がやの三み宿しゅくにある高層マンション。エントランスのオートロック式自動ドアの前で、私はアドレス帳のＮのページを確認しながら部屋番号を押す。

　するとしばらくして、みちるの素すっ頓とん狂きょうな声が響き渡った。

「はーい。え、ちょっと志保子？　なに、こんな時間にどうした？」

「ごめん、みちる。今晩泊めてくれない？」

　小さなカメラのレンズに向かって拝むように両手を合わせると、目の前の自動扉が音もなく開いた。

　高級そうな応接セットが鎮ちん座ざするロビーを抜けて、静かに下りてきたエレベーターに乗りこむ。階数ボタンは押さない。自動的に目的の階まで連れていってくれるので、とても便利でセキュリティも万全というわけだ。

　みちるの住むこのマンションは、歴代の彼の誰かに買い与えられたものだ。

『モノに罪はない』がみちるの持論で、別れたからといってすべてを処分するなんてことはしない性た質ち。それで今も住み続けているわけだけど、そのことを彼に責められたことがないそうだ。

　おそらく、そこをぐちぐちと言い続けるような男とは、初めから付き合ったりしないのだろう。

　そんなみちるのことだ。私が『新しい彼女のことを打ち明けてもらえなかったから』などという理由で家を飛び出してきたことを打ち明けたら大笑いするかもしれない。

　なんてことを考えながら私は、部屋のインターフォンを押す。

　するとすぐに玄関のドアが開いて、中から部屋着姿のみちるが顔を覗かせた。

「いらっしゃい、志保子。どうぞ入って」

「いきなりごめんね、おじゃまします」

　ペコリと頭を下げながら中に入ると、大理石が敷かれた玄関でパンプスを脱ぎ、差し出された革製のスリッパを履いた。

　長い廊下を進んで通されたリビングは、この前来た時と少し雰囲気が変わっている。

「あ、家具変えたの？」

「そう、正解。素敵でしょ？」

　お洒落な壁紙と、英国調のエレガントな家具で統一された室内は、まるでドールハウスみたいにかわいらしい。

　五月号のラルゴで特集したセレブライフ。みちるはそれを地でいく女だ。

「お茶淹れるから適当に座ってて」

「うん。でも私、服が濡れてるから……」

　みちるは私をバスルームに案内して、シャワーを浴びるように言ってくれた。

「ありがとう、ごめんね」

「大丈夫よ。着替えも置いておくから、ごゆっくりどうぞ」




　シャワーを済ませてリビングに戻った私は、みちるに促されてふかふかのソファーに身を沈める。それからぽつぽつと話しだした私の言葉に、みちるはしばらく黙ったまま耳を傾けていた。

「……なるほど。志保子も子供ね。まあ、聡さんも聡さんだけど」

　みちるはそう言って、ウエッジウッドの華奢なティーカップを持ち上げると、ほんのり湯気の立つアールグレイを飲み干した。

「話してくれないからとかじゃなくって、志保子の方から彼女のコトをさらっと聞いて、これからどうする？みたいな話にどうして持っていけないかな」

「……うん、持っていけなかったんだよね」

　笑われはしなかったものの、みちるのストレートな言葉に、私は反論する術もなく項うな垂だれる。

「で、明日からどうするの？」

「まあ、とりあえず週明けまでは聡が出張でいないから、マンションに帰るつもり」

「その後は？」

　そう聞かれた私は、意味ありげにみちるを見つめる。すると、みちるはやれやれと言わんばかりに肩をすくめた。

「……部屋はあるけど、ダメ。泊まるのは今日だけよ。こういうことは、自分でどうにかしなさい」

　みちるは諭すように言う。

「そんな、無理だよ」

「大丈夫よ。限界来たら助けるから、ね」

　私が縋すがるような視線を送ると、みちるはそれを振り切るように立ち上がった。

「ということで、いいワインがあるのよ。とりあえず飲もうか」

　キッチンに消えていくみちるの背中を見つめながら、私は大きなため息をつく。

　本当はわかっているんだ。自分でどうにかしなければならないってことくらい。

　感情で動いて、無駄に拗こじらせたのは自分自身なのだから。

「わかってはいるけどさ」

　心ばかりが逸はやって思考がまったく追いついていかない。今日ばかりは、みちるのように余裕のある女になれたらと真剣に思う。

　私は膝を抱き寄せて背中を丸めると、そのままゴロンと横になった。

　体はすごく疲れているのに、頭は冴えているようで、まったく眠くはなくて。ただぼんやりと、テーブルの上で揺れるアロマキャンドルの炎を見つめながら、みちるが戻ってくるのを待った。

「おまたせ、って……そんなゴロゴロしちゃって眠いの？」

　みちるはチーズが乗った皿をテーブルに置くと、今度は慣れた手つきでワインのコルクを抜く。

「……ううん、眠くない。ただ、すごく疲れたなと思って」

　私は言いながら起き上がって、ワインが満たされたグラスを受け取った。

「ありがと。……私もみちるみたいになれたらいいのに」

「私みたいに？」

　みちるは小さめにカットされたチーズを口に放りこみながら首を傾かしげる。

「なんていうか私、恋愛に関してはとくに余裕がなくて。だから、みちるに憧れる」

「余裕がないっていうのは私も同じ。他人の目にはどう映っているのかはわからないけど、結構必死だもの」

「嘘でしょ？　そんなふうには見えないよ」

　今度は私が首を傾げる番だ。

　そんな私を見てみちるは「嘘じゃないから」と笑った。

「私は私で時々思うのよ。志保子みたいに泣いたり、怒ったり、素直に自分の感情を出せたらかわいいのにって。でも結局、気取った女のフリとかしちゃうんだけどね。つまり、志保子には志保子のよさがあるんだから、そのままでいいってことなのよ」

　みちるは私に気を遣ってくれているのだろうか。私みたいに泣いたり怒ったりしたいだなんて、思うはずない。

「本当にそう思うの？」

　確かめるようにそう尋ねると、みちるは大きく頷いてみせる。

「本当。結局さ、お互い無い物ねだりしてるんじゃないのかな。目標を見つけて変わろうとするのも大切だけど、自分を見失わないようにしようね」

　今は自己嫌悪の塊で、自分のよさなんて認めてあげられないけれど、ほんの少しだけ心が軽くなった気がした。

「……うん。ありがとう、みちる」

「どういたしまして。というわけでとりあえず今夜は飲もう。乾杯」

「乾杯」

　お互いにグラスを合わせてから、深紅のワインをほんの少しだけ口に含んだ。

　滑らかな口当たりと、幾いく重えにも重なる果実の香り。

　コクリと飲みこんだ後にどちらともなく視線を合わせたのは、想像以上にこのワインがおいしかったから。

「すごくおいしいね、これ。また彼に買ってきてもらおう」

　早速メールをするみちるを見て、自分のスマホが電源を落としたままだったことを思い出す。

　聡のことだ。突然家を飛び出した私を心配していると思う。あれからもう、二時間が過ぎた。

　まさかとは思うが、捜し歩いていたりはしないだろうか。もしそんなことをさせて、明日の仕事に差しつかえたら申し訳が立たない。

　これ以上迷惑をかけるのはさすがにまずいだろう、とバッグからスマホを取り出して電源を入れる。送ったメールはたったの一行だけ。

〝急な仕事を思い出して、編集部にいるから〟と、苦しい嘘をついた。




　翌朝、私はみちるのワードローブからベージュのカシュクールワンピースを貸してもらった。フォーマルにも使えそうなそのデザインは、ウエストで結ぶ大きめのリボンがアクセントになっていてとても素敵だ。

　これなら今夜行く予定のル・シエルへも着て行けるし、今身につけているアクセサリーにも、履いてきたパンプスにも合わせられる。

　持ってきたバッグは少し地味だけれど、海外ブランドのものだからよしとしよう。

　念入りにメイクをして、髪をアイロンで巻いてからシュシュで緩くまとめる。

「うん、上々」

　鏡の前で大きく頷くと、みちるが待つリビングへ向かった。

「あ、似合うじゃない。サイズもピッタリ」

　私の姿を見て、みちるはそう褒めてくれる。

「ありがと、みちる」

「どういたしまして。さ、朝ご飯作ったから食べよう」

　ダイニングテーブルに並んでいたのは、綺麗な色合いのスムージーと蜂蜜のたっぷりとかかったフレンチトースト。

「わ、カリカリ。でも、中はふわふわですごくおいしい」

「ほんと？　よかった」

　甘いものはいい。口に入れた瞬間に幸せの魔法がかかる。ほんの一瞬だけ、問題山積の現実を忘れることができるのだから。




　朝食を食べ終えると、みちると一緒にマンションを出た。

　ここから地下鉄の駅までは少し距離があるけれど、みちると話をしながらならきっとあっという間だろう。この先にある撮影スタジオは仕事で利用することも多くて、ベーカリーやカフェにはプライベートで何度も訪れたことがある。もしかしたら住んでいるみちるよりも私の方が詳しいかもしれない。

「そういえばこの間、志保子が話してたネイルサロンに行ってみたのよね」

　みちるはそう言って道路の向こう側にある建物の二階を指さした。あそこは男性のネイリストさんがいることで話題になっている店。いつだったかみちるにも話したことがある。

「行ったんだ。いつもとデザインの感じが違うなって思ってたの」

　みちるのネイルは、コーラルピンクに小さなスワロフスキーのリボンがとても女性的でかわいらしいデザイン。

「ありがとう、私もとても気に入ってるの。男のネイリストさんって初めてで不安だったんだけど、考えてみれば美容室の担当スタイリストも男性なんだよね」

「そうなんだ。ヘアメイクも男性が多いもんね。ラルゴの撮影でお世話になるヘアメイクさんとか特に」

「そうなのよね。だから、そういう分野の男性にフィーチャーした特集とかウケると思うんだ」

　みちるは嬉しそうに目を輝かせる。

「面白そう。それ、すごくいいと思う」

「でしょう？　さっそく企画書を書いてみるね」

　そんな話で盛り上がっていると、もう地下鉄の駅は目の前。

　満員電車に揺られながら、私はスマホを手にして、昨夜そのままにしておいた聡からの返信メールを開く。すると、そこに綴つづられた私を労いたわるような言葉に、ツキンと胸が痛んだ。

　聡が私のついた嘘に気づいていないはずはない。それなのにどうして『了解。無理はするなよ』なのだろうか。

　どうせなら、罵って冷たく突き放してくれたらいい。そうすれば、この関係に終止符を打つことがもっと楽になるのに。

　けれど、そう考えるのは私の身勝手な言い分だ。聡がなにも言ってくれないから、聡が優しくするから、聡が、聡が。それは違うと思いながらも、自分に都合の悪いことは全部、聡のせいにしてきた。

『志保子は、駄々っ子だね』

　聡はそう言って笑っていたけれど、本当に子供みたいだったと思う。

　だからもう、つまらない意地を張るのは止めにして、いい加減大人にならなきゃいけない。大人になって、私たちふたりの今後を話し合う必要がある。

　聡は今頃、新幹線の中だろうか。隣にはあの人がきっといる。彼女は私の知らない弁護士としての聡をたくさん知っていて、仕事でも私生活でも彼を支えてくれるのだろう。

　少し、妬やける……でも、お似合いだ。

　私は握りしめていたスマホをバッグにそっとしまうと、乗り換えのために電車から降りた。










亀裂　――Ｓｉｄｅ聡




　午前四時。

　起床して身支度を整えてマンションから出ると、予約していたタクシーに乗って品しな川がわ駅へと向かった。

　徐々に速度を上げて走行する車窓から見えるのは、少し欠けた琥こ珀はく色の月。やがて太陽の光に侵食されて消えていくそれは、俺と志保子のこれからを予感させるものだった。

　志保子に別れを告げられたのは半年前のこと。彼女の気持ちを受け止めはしたが、手放すつもりはなかった。おそらくあの別れの言葉は彼女の本心ではない。だから傍にいさえすればやがてまた元のような関係に戻れるのではないか、そんな気がしていた。

　しかし、昨日の夜、志保子が示した態度は明らかに俺を拒絶するものだった。その理由がなんなのか、どうして彼女は家を飛び出したのか、俺はひと晩中考えたが未だに答えを見つけることができない。

　昨夜届いたメールはおそらく嘘だ。

　それをわかっていながら気づかないフリをしたのは、志保子の心を繋ぎとめたいと思う俺のエゴなのだろう。

　駅に着くと、待ち合わせをしていた新幹線のホームへと向かい、大阪行きの新幹線に乗りこんだ。

　俺は今、医療機関の顧問弁護士をしている。

　今回の大阪出張の目的は、とある病院で発生した医療事故に対して、病院側の主張を裏づけるため、複数の大学病院の教授に術中に執刀医が下した判断が妥当であったという証言を得ようというもの。勝機はある。しかし、患者や遺族の悲しみに触れるたびに自分のしていることに疑問を抱かないわけではない。絶対的な正義など、この世には存在しないのだ。

　心が鉛のように重い。

　今日、特にそう感じるのは、志保子のことが頭から切り離せないでいるからなのだろう。

　座席に深く腰かけるとノートパソコンを開きながら小さくため息をついた。

　すると、隣に座っていた緒お方がた亜あ依いが俺の顔を覗きこむ。

「先生、どうかされました？」

　緒方は俺と同じ法律事務所に所属する新人弁護士だ。今回の事案は特殊なケースで、経験を積みたいからと秘書の代わりに彼女が俺に同行することを希望した。

「いや、なんでもない。それより君はもう大丈夫なのか？　あんなことがあって、事務所側も休暇をとるようにと言ってくれたじゃないか」

「そんな、休暇だなんて。私はもう、大丈夫ですから。お気遣い、ありがとうございます」

　恐縮した様子でゆっくりと頭を下げると、肩のラインで切り揃えられた彼女の黒髪がサラリと流れた。

「……そうか、ならいいんだが」

　あれは、一昨日の夕方。

　ホテルのラウンジでクライアントと面談をしているはずの緒方から電話があった。

『クライアントと話を始めてすぐに、突然頭からコーヒーをかけられて、大声で罵倒された』と。

　彼女の声が震えていて、ひどく動揺しているのがわかった。

　急いで駆けつけると、窓際のふたりがけのテーブル席で震えている緒方を見つけた。よほど怖い思いをしたのだろう。俺が声をかけると安心したのか、声をあげて泣きだしてしまった。

　彼女をそのままひとりで帰すこともできず、仕方なく自分のマンションに連れて帰ることにした。俺はマンションへ向かうタクシーの中で事務所に連絡を入れて、緒方のクライアントについての調査を依頼した。その返答は思ったより早く、最近、彼女が関わった事案の原告側の関係者であることがわかった。

　敗訴したことへの逆恨みなんてことはよくあること。命を取られなかっただけよかったと思うべきなのかもしれない。あとの対応は事務所に委ねるつもりでいる。

　マンションに到着すると彼女を招き入れ、リビングのソファーに座らせて様子を見たがなかなか泣き止もうとしない。ようやく落ち着きを取り戻した後、彼女はシャワーを使わせてもらえないかと言って俺はそれを許した。

　志保子の留守中に、無断で他人を家に招き入れるなんてするべきではないとわかっている。だから、この事実は話さないでおくつもりだ。

　志保子には余計な詮せん索さくをさせたくないから。







第二章










うるさい女




　編集部に到着すると、西野くんはすでにデスクに座って仕事を始めていた。

「おはよ、早いね」

　そう声をかけると、彼はクルリと椅子を回転させて私の方に体を向ける。

「おはようございます、小松さん。素敵なカシュクールワンピースですね」

　にこりとほほ笑む西野くんも、今夜のためにちゃんとドレスコードを意識した格好をしてきたようだ。

「西野くんもいいスーツだね。すごくお洒落。今夜、頑張ろうね」

　ネイビーにチョークストライプが入ったタイトなスーツに、シックなパープルのソリッドタイ。靴に明るめのブラウンを持ってくるところが西野くんらしいセンスだ。

「ありがとうございます。なにを着たらいいか悩んだので、チーフに褒めてもらえてホッとしました」

　照れ笑いする西野くんが素直にかわいいと思えて、そんな自分の気持ちにほんの少し戸惑ってしまう。

　だから私は自分のデスクにバッグを置くと、デスクトップの電源を入れてから給湯室へ向かった。

　マグカップにインスタントコーヒーを多めに入れるとポットのお湯を注ぎ、それをふうふうと冷ましながら少し啜すすった。

　まずはこうして気持ちを切り替えてから今日一日を組み立てる。

　午前中までにできる仕事を終わらせて、西野くんと鏑木 圭への取材交渉のシミュレーションをしよう。このチャンスを絶対に無駄にしたくないから。

「大丈夫、絶対にうまくいく」

　そう自分に言い聞かせて、私はデスクに戻った。

　椅子を引いて、ワンピースにしわが寄らないように気を遣いながら浅く腰かける。

　ちょうどいいタイミングでウイルスチェックが終わったデスクトップの画面を開いて、まずはメールに目を通す。

　それぞれに返信を終えると、フォルダを開いて一昨日撮影した写真のコンタクトシートを確認した。

　これは八月号に掲載予定のリゾートウエア特集のものだ。撮影日は肌寒かったが、モデルたちの笑顔はそんなことをみじんも感じさせない。そんな彼女達のプロ意識に、毎回感心させられてしまう。

　私はそれをプリントアウトすると、ピックアップした写真に丸をつけて編集長に確認をしてもらいに行った。いつも緊張が走る瞬間だ。

「うん、いいんじゃない。このまま進めて」

「は、はい。ありがとうございます」

　意外にあっさりとオーケーが出て拍子抜けしてしまったが、いちいち立ち止まっている暇はない。

　私はデスクに戻ると、作っておいたレイアウトのラフ、写真、原稿を添付したメールを担当デザイナーへと送る。

　それからしばらくは、西野くんと肩を並べて作業に没頭した。

　思ったより順調に進んでホッとひと息つくと、私は空になったマグカップを手に立ち上がる。

「西野くんもなんか飲む？」

「はい、でもオレが淹れてきますよ。コーヒーでいいですか？」

「うん。コーヒーでいい」

　西野くんが給湯室へ入っていってすぐ、真さな田ださんが私の傍までやってきた。

　彼女は入社一年目だが年齢は西野くんよりひとつ上。小柄で色白、ベビーフェイスの彼女は、甘めのガーリーなファッションがよく似合う。鼻にかかった甘い声も彼女のキャラクターによくマッチしていて、他部署の男性社員からはかわいいと評判だ。

　確かにかわいくて気が利くいい子なのだけれど、ジェネレーションギャップを感じてしまうことが多いのも事実。

「小松さん。頼まれていた資料揃いました。あとはなにをすればいいですか？」

「ありがとう。あとは私がやるから大丈夫よ」

「そうですか。じゃあ、これどうぞ」

　そう言って手渡されたのは、頼んであった資料の束。それを手渡した後も真田さんはその場から動こうとせず、私をジッと見つめている。

「なあに？」

　私がそう聞くと、彼女は待ってましたとばかりに口を開いた。

「チーフって、最近西野くんといい感じですよね」

「……そうかな」

　いきなりなにを言いだすのだろう。そう思いながらも笑顔で答える。

「まさかとは思いますけど、付き合ってたりとかしませんよね」

　そう聞かれて、ああ、この子って西野くんのことが好きだったんだ、と気づいた。

「ないない」

　好きだと言われはしたが、付き合ってはいない。

　私が否定すると、真田さんはホッと安堵の表情を浮かべる。

　私と西野くんがいい感じに見えるかは置いておいて、鏑木 圭の件があってから、仕事終わりにもふたりで行動することが増えた。今日の服装も『今夜はデートです』と言わんばかりの格好だし。確かに付き合っているんじゃないかと疑いたくなるのも頷ける。

　真田さんもさすがに居ても立ってもいられなくなって確認しに来たのだろう。

　ちょっとかわいい。

　そう思ったのに、そのかわいい笑顔のまま「そうですよね、小松さんって入社八年目だから今年で三十歳。西野くんと付き合うなんて、絶対ありえませんよ」と軽く毒づくのだからいただけない。少し腹も立ったが、いちいち反論しても仕方がないと思わず認めてしまった。

「……うん、そうだよね」

　そんな自分が情けなくて、困り果てた顔のまま、なにげなく顔を横に向けると、そこには西野くんが立っていた。

　いつからそこにいたのだろうか。真田さんと話をしていたからまったく気づかなかった。どのあたりから話を聞いていたのかわからないけど、気まずい。真田さんは西野くんを見つめたまま固まっている。

　西野くんはそんな私たちを不思議そうに見て首を傾げ、デスクにコーヒーを置く。

「コーヒー、冷めないうちに飲んでくださいね」

　それだけ言うと、素知らぬ顔で作業を再開する。

「……あ、うん。ありがとう」

　私は思わず、真田さんと顔を見合わせてしまった。

　先ほどの会話は聞かれていなかったのかもしれない。私はそう考えることにして、彼女に仕事へ戻るよう声をかけた。




　それから食事を済ませるだけの休憩をはさんだ午後、それぞれの仕事をしながら話すのはもちろん鏑木 圭について。

「オレ、この間から色々調べてはいるんですけどね。経歴や受賞歴以外となるとまったく情報がなくて。飲食店やってる友達にも聞いてみたんですけど、鏑木 圭は謎だって言ってました」

「うん、私も飲食関係の情報誌を編集してる子に聞いたけど、わからないって言われた。しかも、ＳＮＳのアカウントも取得していなくて、ブログも書いてない。だからそこから情報を得ることもできないし」

「確かにそうですね。有名人が書くブログには、彼と彼の店のことはよく書かれてますけど、そこから交友関係までは見えてきませんしね。これ以上調べようがないって言うか」

　言いながら天井を仰ぎ見た西野くんは、諦めにも似たため息をつく。

「そうなんだよね……」

　取材先にまつわる情報はとても重要だ。会話の糸口を見つけるためだけではない。

　まず、趣味や嗜好から喜ばれるような手土産を用意したり、友人知人を味方につけて口添えをしてもらったりもする。心を開いてもらうための下準備は必要不可欠と言っていい。それなのに、その情報がゼロとは。否応なしにため息が漏れる。

「やれることはやりました。とにかく会って話してみましょう。もうそれしか方法はありません」

　西野くんの言葉に、私は大きく頷いた。

　ル・シエルに到着したのは予約時間の十五分ほど前。ドアマンは私の姿を見つけると、いつもお客にしているのと同じように丁寧に頭を下げた。

「いらっしゃいませ、小松様」

　ドアマンはそう言って、金色のドアノブに手をかける。

　その瞬間、抱えていた期待と不安が一気に膨らんで胸が苦しくなった。

　今からこれじゃ先が思いやられるじゃないか。そう思いながら店内に足を踏み入れると、中世のフランスにトリップしてしまったかのような錯覚に襲われた。

　それくらい、内装も調度品も抜け目なく、クラシカルな雰囲気に統一されている。

「……すごく素敵」

　ため息交じりに呟きながら立ち止まって見渡すと、西野くんは私の腰に手を添えた。

「さ、行きましょう」

「え、あ……うん」

　その仕草があまりにも自然すぎたからなのか、なんとなく彼の手を振り払えず、私はまた歩きだす。

「お待ちしておりました、小松様」

　そんな私たちを迎え入れてくれたのは小宮山さんだった。

「こんばんは、小宮山さん。昨日はありがとうございました。お借りした傘は、後日お返しに上がりますね」

「いいえ、御返却いただかなくて結構です。あの傘は突然雨が降った際に、お客様に差し上げているものでございますから。では、どうぞ今夜はごゆっくり当店のディナーをお楽しみください」

　私と西野くんにお辞儀をする小宮山さんはまるで英国の紳士のように見えた。

　それから荷物をクロークに預け、やってきたウエイターに案内されて席へと向かうと右側にはバーカウンター。左側には数席ほどが並ぶメインダイニングが見えた。しかしウエイターはさらに奥へと進んでいく。

「あの、私達の席は？」

「この奥にございます」

「……個室ですか？」

「はい」

　たまたまキャンセルになったという席が個室だったなんて思ってもみなかった。おそらく予約困難なはずの席だが、この事実を素直に喜ぶべきなのだろうか。もし経費で落とせなかったら、ちょっぴり泣きを見る金額になるかもしれない……などと現実的な思考が割って入る。

　けれど、開かれたドアのその向こう側を見た途端、そんなことはどうでもよくなってしまった。

　蝋ろう燭そくの炎が優雅に照らす広い室内。純白のクロスがかけられたテーブルと、背板に細やかな細工がされたアンティークの椅子。敷き詰められた深紅の絨じゅう毯たんも相まって、気品のある雰囲気を醸かもし出している。床から天井まである大きな窓からは中庭が望め、ライトアップされた噴水が、煌めく水のアーチを描く。

　さすが超人気店のル・シエル。

　自慢はクオリティーの高い料理だけだと思っていたが、非日常に身を投じるという贅沢までも存分に味わわせてくれるなんて、さすがとしか言いようがない。

　私はずらりと並んだカトラリーに圧倒されつつ引いてもらった椅子に座り、食前酒を頼んだ。

　それからすぐに運ばれてきたシャンパンをひと口飲みこむと、ホッと息をつく。その様子を見ていた西野くんは、クスクスと笑いだした。

「小松さん、緊張しすぎですって」

「だって、今まで行ったどんなお店よりも高級感たっぷりで……、それに取材交渉のこと考えたら緊張しないわけないじゃない」

「確かに、三ツ星のグランメゾンだけあって格が違いますよね。オレ、絶対に誌面に登場させたくなりました。だから必ず取材交渉を成功させましょう」

「……うん。大丈夫だよね？」

「大丈夫ですよ、オレも頑張りますから」

　西野くんの言葉に頼もしさすら感じて、本当に大丈夫な気がしてくるから不思議だ。

　食前酒を飲み終えて、料理をコースでオーダーすると、入れ替わりでソムリエバッジを胸に付けた男の人が分厚いワインリストを持ってやってきた。

　西野くんはリストに目を通すと、私に好みを聞いてから「ピノ・ノワールの優しいものを」とスマートにオーダーする。

「で、よかったですか？」

「もちろん」

　私が頷くと、西野くんはワインリストをパタリと閉じて「ちょっと勉強してきました」と照れたようにほほ笑んだ。

　官能的な味と称されるピノ・ノワールを味わいながら、次々と運ばれてくる料理を堪能する。

　リンゴのグラニテで口直しをすると、いよいよメイン料理の和牛フィレ肉のポワレが運ばれてきた。

　これまでどの皿にも趣向が凝らしてあったが、メインの盛り付けは別格だ。

　派手さは一切なく、ただただ繊細で美しい。これを作り出すシェフの腕のすごさをこれでもかと見せつけられているようで思わずため息が漏れる。

「かかっているソース、すごくキラキラして見えるね」

「ええ、ほんとに。料理人と芸術家ってイコールなんでしょうね」

「うん、料理っていうより、芸術品って感じだもん」

　手を付けるのがもったいないと思いつつ、切り分けたフィレ肉にトリュフのソースをたっぷりと絡めて口に運ぶ。トリュフの香りが邪魔をすることなく、肉本来の風味をしっかりと感じることができて、にも関わらず数回咀そ嚼しゃくすれば消えてしまうほどのやわらかさだった。

　メイン料理を食べ終えると、ワゴンで運ばれてきたチーズを数種類選び、ワインを最後まで楽しみながらデザートを待つ。

　コース料理の最後は、洋ナシのコンポートとバニラアイス。

　その上にドーム型の飴細工がかぶせてあって、それをスプーンで割るとパリパリと小気味いい音が響いた。

　ひと口含むと、あまりのおいしさに言葉を失ってしまう。

　コンポートの甘さは控えめで、濃厚なアイスとの相性は抜群。

　甘いものは大好きで、色々なパティスリーのケーキを食べくらべしたけれど、ベストスリーに入るおいしさだった。

　おそらく、単品で食べたのではこの満足感は得られないはずだ。コース料理の締めに提供するために、考え抜かれた味だと思うから。

　ハイスピードで完食し、ふと西野くんの皿を見るとまったく手つかずのまま。

「どうしたの？　すごくおいしいよ」

「ええ、わかります。チーフの顔を見ていたらおいしさが伝わってきますもん。でもオレ、甘いものは苦手なんですよ。よかったらオレのも食べてください」

　そう言いながら、西野くんはデザート皿を持ち上げる。私はとっさにそれを手で制した。

「待って。嬉しいけど、こういうお店では料理のシェアや皿の交換はよくないって言うし」

「それはそうなんですけど、勿体ないじゃないですか」

　西野くんはウエイターを呼ぶと、私と自分の皿を交換するよう依頼する。

「……すみません。よろしいんですか？」

　私が遠慮がちに尋ねると、ウエイターは、

「お客様に満足していただけるように、お手伝いをさせていただくのが私どもの役目ですから」

　と笑顔を向けてくれたので、安心してそれを受け取った。

「ありがとうございます。いただきます」

　甘いものは別腹、と言うけれどまさにそんな感じだ。

　私はバニラアイスとコンポートを合わせてスプーンですくうと大胆に頬張った。

「最高に幸せ。西野くんってば、本当に食べないの？」

「はい」

「一緒に食べようよ。ひと口だけでもいいからさ」

　私がそう言うと聡はいつも食べてくれた。だからつい、西野くんにも同じことを求めてしまったのだけれど。

「いいえ、遠慮しときます」

　キッパリと断られて、ハッとする。西野くんは西野くんなんだ。

「……そうだよね、得意じゃないなら仕方ないか」

「そこまで言うなら少しだけ」

　西野くんは言いながらおもむろに手を伸ばし、長い指先で私の唇の端を拭うと、そのままそれをペロリと舐めた。

「やっぱり……すごく、甘い」

「や、ちょっと、西野くん。ついていたならそう言ってくれればいいじゃない」

　彼を咎とがめようとした瞬間、部屋のドアが三回ノックされ、コックコートを着た長身の男性が姿を現した。

「失礼いたします。ご挨あい拶さつに参りました、料理長の鏑木です」

　手足がとても長く、袖から覗く二の腕にはしっかりと筋肉が付いている。まるでモデルのように小さな顔は、目鼻立ちがハッキリとした美形。スッキリとまとめられた長めの黒髪が、より彼のエキゾチックな魅力を引き立てているように感じる。

　思わず魅入ってしまうほどの容姿端麗さ。料理の腕前も申し分ない。加えて人気店のオーナーでもある鏑木 圭は、女性誌の誌面を飾るに相応しい人物であることに間違いはないと思った。

　にこやかな表情でお辞儀をした彼は、張りのある声で謝辞を述べる。

「本日はル・シエルへお越しいただき、ありがとうございました」

「……こちらこそ、ありがとうございました。お料理はどれもとてもおいしくて、とても贅沢な時間を過ごすことができました」

「さようでございますか。ご満足いただけたなら、幸いです」

　私は鏑木と会話を続けながら、取材交渉に持ちこむタイミングを計る。

「ですから私は、ル・シエルと鏑木さんの魅力をたくさんの方に伝えたいと思いまして……」

　言いながら立ち上がる。同時にナプキンの間に忍ばせておいた名刺を差し出すと、深く頭を下げた。

「私、ラルゴという女性誌の編集をしております小松と申します。本日は、取材の申し込みをさせていただきたく、お願いに参りました」

　私が言い終わるか終わらないかの間に、鏑木から笑顔が消えてしまった。先ほどまで流れていた穏やかな空気は、もう微み塵じんも感じられない。これ以上交渉を続けるのは無理、そう感じた。

　西野くんも私と同じ見解なのだろう。私と目が合うと彼は、鏑木に気づかれないくらい小さく、首を横に振った。でも、ここまで来て引き下がるわけにはいかない。万が一ということもある。企画内容を伝えたら理解を示してくれるかもしれない。私は微かな望みに賭けてみようと思った。

　しかし、企画の趣旨を説明し始めるとすぐ、鏑木は険しい表情を浮かべて、大きなため息をつく。

「……お断りいたします」

「そこをなんとかお願いします。取材内容にご不満があれば、どのようにでも変更は可能です」

　必死で食い下がろうとする私。でも鏑木はまるで聞く耳を持たない。

「私はこれで。失礼いたします」

　そう言って頭を下げ部屋から出て行こうとする彼を、私は慌てて引き留める。

「待ってください、鏑木さん。もう一度よく考えては頂けないでしょうか？」

　苦労してやっと鏑木 圭に会えて、最高の企画になると確信したのだ。

「お願いします」

　だから私は、是が非でも彼に取材の承諾を得て、なんとしてでも企画を通したかったのに。

「Tu es une femme bruyante. J'en ai marre.」

　鏑木 圭はまるで吐き捨てるように言った。それがフランス語であることはわかったが、なにを言われたかまではわからない。

「……あ、あの」

「C'est pas possible de me parler une aisance mon histoire avec quelqu'un qui connait pas bien.」

　私が言葉を返せないでいると、西野くんがおもむろに立ち上がって口を開く。

「Alors, est-ce que c'est bon si je vous avais faits savoir bien?」

　流暢なフランス語を話し出した西野くんに、鏑木は驚いたように目を見開いた。それからおもむろにポケットから名刺を取り出してボールペンでなにかを書き加える。

「Appelle moi, si tu auras courage qui révèle tout.」

　鏑木が名刺を差し出すと、西野くんは軽く頭を下げてそれを受け取った。

「……どうも」

「では、ごゆるりとおくつろぎくださいませ」

　ふたりの間にどんなやり取りがあったのだろう。なにもわからない私は、部屋を出ていこうとする鏑木をただただ見ていることしかできない。パタンとドアが閉まると、西野くんは緊張から解き放たれたかのように、フウと大きく息を吐きだした。

　その顔から察するに、今の話の内容はあまりいいものではなかったのかもしれない。

「……ねえ西野くん、鏑木シェフ、なんだって？」

　恐る恐る尋ねた。

「うるさい女だな。うんざりする」

「うるさい女？　しかもうんざりするだなんて」

　聞き返す私に、西野くんは苦笑いしながら頷く。

「だってほら、鏑木シェフは取材の申し込みを断ったのに、小松さんが粘ったから。普通の客にはこんなこと絶対に言わないだろうから、相当イラついたのかもしれませんね」

「そんな……じゃあ取材は受けてもらえないってこと？」

　私はガックリと肩を落とす。

　二度とないチャンスを自ら棒に振ってしまった。そう考えたら、悔しさと共に、自分への怒りが込み上げてきて。ギュッと下唇を噛み締めると、西野くんに頭を下げた。

「ごめんなさい。散々手伝ってもらったのに私が企画をダメにしちゃった」

「ほんとですよ、もう……なんてね」

　西野くんはいたずらな笑みを浮かべる。

「謝らないでください。ダメかどうかはまだ、決まってませんから」

「どういうこと？」

　私は首を捻ひねった。それでもまだ、望みがあるというのだろうか。

「実は、さっきの話には続きがあるんですよ。とりあえず座りましょうか」

　そう促されてゆっくりと椅子に腰かける。するとそこへ、食後のお茶とお菓子が運ばれてきた。

　西野くんはコーヒー。私は紅茶を選んで、小さな焼き菓子をいくつか取り分けてもらう。小ぶりのマカロンとフィナンシェはどちらもとてもおいしそうだったけれど、今はそれを口に運ぶ余裕なんてなくて。ウエイターが部屋を出ていくとすぐ、私は話の続きを催促した。すると西野くんはひと口だけコーヒーを啜ってから、ようやく口を開いた。

「あの後、鏑木シェフは、よく知りもしない人間に自分のことをベラベラと話せるわけがないだろうって言ったんです」

「それで西野くんはなんて？」

「じゃあオレのことをよく知ってもらえばいいんですよねって。そうしたら鏑木シェフが、君にすべてをさらけ出す勇気があるなら連絡をくれってコレをくれました」

　西野くんはもらった名刺を大事そうに、ジャケットの内ポケットにしまった。

「でもそれ、どういう意味で言ったんだろうね？　すべてをさらけ出す……なんて」

「……さあ。なにはともあれ電話番号もゲットできたわけですし、小松さんのためにカラダを張って取材許可をもらってきますよ」

「ちょっと待って西野くん、カラダって？」

「カラダです」

　西野くんが意味ありげにそう言うから、私の想像はあらぬ方向へと広がっていく。

「ダメダメ。いくら企画が大事でも、西野くんにそんなコトさせられないよ」

「そんなコトってどんなコトですか？　教えてくださいよ、小松さん」

　わかっているくせに、わざわざ言わせようとするなんてすごく意地悪だ。

「……教えない」

　ぷいっと顔をそむけると、西野くんは小さく笑った。

「大丈夫ですよ、小松さん。いくらなんでも、いきなり襲ったりする人じゃないだろうし」

「そ、そうだよね」

「そうですよ」

　少し考えすぎだったのかもしれないと思うと、急に恥ずかしくなって。すっかり冷めてしまった紅茶を一気に飲み干した。

　あまりに勢いよく飲みこんだのでゴホゴホとムセてしまって、結局また西野くんに笑われる。

「大丈夫ですか、小松さん」

「……う、うん。大丈夫」

「さて、会議まであと三日。早速、行動開始です」

「よろしくね、西野くん」

「はい、頑張ります。じゃあ、お菓子を食べたら帰りましょうか」

　残った紅茶を飲みながら焼き菓子を食べる。

　最後に提示された金額はふたりで七万五千円。驚くような値段だが、それでも妥当だと思ってしまえるのは、ル・シエルが最高のレストランだから。

　カードで支払いを済ませて領収書を受け取ると、私たちは部屋を出た。到着した時には空席が目立っていたメインダイニングのテーブルもすべて客で埋まり、ドレスアップした女性客が華を添えている。

　ピアノの生演奏の音と共に聞こえてくるのは、バーカウンターで客と会話するバーテンダーの耳触りのいい流暢な英語。

　この空間に存在するものすべてがル・シエルを形作っているのだと思ったら、自然と背筋が伸びた。

「チーフ、どうかしました？」

「うん、やっぱりル・シエルはスゴイなって思って」

　鏑木からは歓迎されないかもしれないけれど、また来よう。

　そう心に決めてクロークで荷物を受け取ると、テーブル担当だったウエイターと小宮山さんに見送られて店をあとにする。

　駅へ向かうためル・シエルのある裏路地から大きな通りに出ると、西野くんがさりげなく車道側を歩いてくれていることに気がついた。

「ありがとう」

　そう言って隣にある彼の顔を見上げる。

　西野くんのかわいらしくて中性的な顔は実年齢よりも幼く見えて、どうしても頼りないイメージを持ってしまう。だからこそ彼が、そのイメージを裏切る度に、いちいちドキドキしてしまうのだ。

　それはさっきも同じ。

「……フランス語、できるなんてすごいね。どこで習ったの？」

「大学で習いました。モード誌の編集に携わりたくて、結構真面目に履修したんです。でもまさか、こんな時に役に立つなんて考えもしませんでした」

　そう言って西野くんは笑う。

「おかげで助かったけど……、モード誌の編集かあ。ラルゴが取り上げるファッションはリアル・クローズだものね。異動とか考えてるの？」

「いつかは、とは思ってますけど、今はまだ考えていません。だからこのことは内緒にしてください」

　西野くんは人差し指を唇の前にかざす。

「わかった、内緒ね」

　私が頷くと、ホッとした表情を浮かべた。

　向かうべき目標があるのは、とても素敵なこと。

　もしかしたらそう遠くない未来、モード誌の紙面に西野くんの名前を見つけられる日が来るような気がする。

　やがて駅に到着すると構内で西野くんと別れて、私はひとり山手線のホームで電車が来るのを待った。










告白とご褒美




　翌朝。私は四時に起きて、始発で湘南にあるカフェへと向かっていた。

　私が連載を担当している『朝カフェごはん』は、〝忙しい毎日を過ごしているからこそ、たまには少し早起きをして、おいしいカフェの朝ご飯で一日をスタートしてみよう〟をコンセプトに約二年もの間続いている人気の企画。

　こうして自らロケハンに行き、実際に食べてみておいしいと思ったお店しか掲載しないのがこだわりだ。

　最寄り駅で電車を降りて店の前まで来ると、もうすでに客の列ができていた。その人気の高さに改めて驚かされる。私は最後尾に並ぶと七時のオープンを待つ。

　こうして待つ時間も心地よい穏やかな朝。海風が吹き抜ける海岸沿いの古民家カフェで出される料理は、和正食、つまりマクロビオティックのもの。健康志向の高まりと共に注目を集めているのだ。

　店内に入ると、日本家屋の持つ落ち着いた雰囲気がホッと心を和ませてくれる。私は通された席で注文した朝ご飯が運ばれてくるのを楽しみに待った。

　陶器のプレートに乗ってきたのは、玄米御飯のおにぎりと、二種類の煮物と野菜がたっぷりと入ったお味噌汁。そしてデザートは甜てん菜さい糖とうのシロップがかかった葛くず餅もち。甘いモノ好きの女性には嬉しいポイントかもしれない。スマホで写真を数枚撮ると、メモをとりながら味わった。

　食べ終えると注ぎ足されたほうじ茶を飲み干してから、席を立つ。もう少しのんびりとしていたいのだが、私も朝カフェを読んでくれている読者と同じように、カフェで朝ご飯を食べたら、急いで職場へと向かわないといけない。

　電車を乗り継いで編集部に到着すると、西野くんは自分のデスクで作業をしていた。

「おはよう、西野くん。昨日はお疲れ様」

「おはようございます、小松さん。やりましたよ」

　西野くんは眠たそうな顔で、私にピースサインを出す。

「鏑木シェフと日曜に会う予定です」

「本当に!?　やったね、西野くん！」

　思わず声を張り上げてしまい、慌てて口元を押さえる。

　私はデスクの椅子に座って西野くんの方に体を向けると、声のボリュームを落としてもう一度確かめた。

「日曜日にアポが取れたの？」

「はい。これで月曜の企画会議に間に合いそうですね。でも詳細はまだ決まってなくて、後でメールをくれるそうです。オレ、絶対に取材許可とってきますから」

「うん。でも、無理はしないでね」

「わかってます。大丈夫ですよ」

　西野くんはそう言って笑っていたけれど、でももし危惧しているなにかが起きてしまったとして、しかも企画のためにと拒否しなかったら。そう考えれば考えるほど私の心配はみるみる膨れ上がっていくが、どうすることもできない。

　大きなため息をつくと、バッグから取材用のノートを取り出してパソコンの電源を入れる。すると隣で西野くんが小さく息を吐いた。

「そんな顔、しないでください」

「そんな顔って、別に普通だよ」

　言いながら横にいる西野くんを見ると、デスクに頬杖をついたまま私をじっと見つめる。

「本当にそうでしょうか？　眉間にシワが寄ってますよ」

「嘘」

「嘘じゃありません。まさかまたオレと鏑木 圭のアレコレを考えていたりして」

　図星だった。だからもうこれ以上心の中を探られたくなくて慌てて顔をそむける。すると西野くんはクスクスと笑いだした。

「心配してくれてるんですよね？」

「……わかってるなら、からかわないで」

　拗ねたように言って、そろりと西野くんの方を見る。すると大きな二重の目が私をまっすぐに見ていた。

「小松さん」

「なに？」

「成功したらオレにご褒美をくれませんか？」

「……うん、いいけど、なにが欲しいの？」

「秘密です。でも、約束ですよ」

　西野くんの言うご褒美がなんなのか皆目見当もつかない。あえて秘密にするところに少々不安は残るものの、今はとにかく無事に取材許可をもらってきてくれればそれでいい。

「……わかった、約束ね」

　私は立ち上がると、逃げるように給湯室へ向かい、いつものコーヒーをふたり分淹れるとデスクへと戻った。




　翌週の月曜日。

　予定通りに始まった編集会議の席で、私はスマホを握りしめたまま、西野くんが出社してくるのを待っていた。




　Sub：いってきます

　今から鏑木さんと会ってきます。

　週明けの編集会議で使うプレゼン資料は準備できていますので、共有フォルダを確認してください。




　そんなメールが入っていたのは土曜日の深夜。

　気がついたのは日曜日の朝で、私はすぐにメールを返したのだけれど、西野くんからの返信はないままだった。その日の夕方に西野くんからの報告を待ち切れなかった私は、彼に電話をかけてみた。

　でも、呼び出し音は鳴るものの、すぐに留守番電話に切り替わってしまって連絡はとれず仕舞い。

　そんなこんなで音信不通の状態のまま、今に至るというわけだ。

　……もう。どうしちゃったのよ、西野くん。

　私は心の中で叫んだ。




「みんな揃ったかしら」

　編集長の大崎さんが席についた。いよいよ企画会議が始まってしまう。

「小松、西野はどうしたの？　企画会議は時間厳守。きちんと指導してるんでしょうね」

　西野くんがいないことに気づいた編集長は、厳しい口調で言った。

「はい。でも今朝はどうしても時間調整のできないアポイントがありまして……もうすぐ到着する予定です」

　思わず嘘をついてしまった。西野くんがいつ到着するのかなんてわからないのに。

「もうすぐ……そう、わかったわ」

「以後このようなことがないようにいたします。申し訳ございませんでした」

　私のついた嘘を編集長が見破れないはずがない。私たちにはわずかな猶予が与えられたのだろう。

「早速始めるわよ」

　ラグジュアリーナイトのコンテンツは大きく分けて三つ。ファッションとビューティーにはふたりずつ担当の編集者がいて、どちらのプレゼンも、今回のコンセプトにピッタリとマッチした素晴らしいものだった。きっと最高の特集になるはず。でもそうなるかどうかは、すべて西野くんにかかっているのに、まだ姿を現さないなんて。

「それじゃあ、小松」

「……はい」

　私は意を決して立ち上がり、ゆっくりと口を開いた。




「……なるほど、面白いと思うわ」

　私のプレゼンを聞いた編集長は、満足げに頷いてくれる。

「ありがとうございます。しかしながら、肝心の取材許可はまだ下りていないんです」

　その途端、会議室がざわめいた。

「取材許可が下りていないだなんて……そんなことを本気で言っているの、小松」

　信じられないとでもいった表情を浮かべる編集長。

「はい。それについては現在交渉中です」

「交渉の結果はいつわかるの？」

「……それは、まだ」

「わからないっていうの？　それじゃあダメね」

　手にしていた資料をテーブルの上にパサリと置くと、大きなため息をつく。

「いい？　小松。誌面に穴をあけたくなかったら、今日中に、確実に取材可能な店を探して企画書を作りなおしなさい」

「でも、西野くんが頑張ってくれ……」

「これで会議を終わりにするわ。解散して頂戴」

　編集長は、私の言葉を遮さえぎるようにそう言った。

「そんな。待ってください、大崎さん」

　その時、会議室のドアが大きな音をたてて開いた。

「すみません、遅くなりました」

　映画のワンシーンさながらに登場した西野くんは、私の救世主に成り得るのだろうか。

「西野くん、遅かったじゃない」

「すみません、小松さん」

　ぺこりと頭を下げる彼の顔は、鼻の頭が日に焼けている。服装も普段と違ってＴシャツにハーフパンツという、かなりラフな格好だ。どこでなにをしていたのか、聞きたいことはたくさんあった。

　けれど、まず確認しなければならないことがある。

「西野くん……鏑木シェフの件は？」

　恐る恐る聞く。すると西野くんは、満面の笑みを浮かべて見せた。

　その瞬間、私は確信する。

「もしかして」

「はい。鏑木シェフはラルゴの取材を受けてくれるそうです」

「やった！　やったね、西野くん！」

　思わず大きな声をあげて西野くんに抱きつくと、編集長の咳払いが聞こえて慌てて体を離した。

「小松、西野。これで決まりね」

「ありがとうございます」

「期待してるわ」

　最後はお決まりのフレーズ。そうとわかっていても、期待していると言われれば、単純に私も嬉しい。だから、それに応えようと頑張ってしまう。つくづく編集長は人をやる気にさせるのがうまい。

「小松、せっかくの企画、ちゃんと仕切りなさい」

「はい。ご期待に添えるよう、頑張ります」

　深く頭を下げると、会議室を出ていく編集長を見送った。

　いつも以上に緊張していたのだろう。握りしめていた企画書は、汗でくしゃくしゃになってしまった。

「よかったわね、志保子」

　みちるは私の傍までやってきて、そう声をかけてくれる。

「ありがとう、みちる」

　みちると話し始めてすぐ、西野くんはひとりで会議室を出ていってしまった。

「ごめん、みちる。また後でね」

　私は彼を追いかけて廊下に出た。

「待って」

　大声で呼び止めると、西野くんは足を止めて振り返る。

「小松さん。丹羽さんとの話はもういいんですか？」

「うん、いいの」

「……そうですか。じゃあ早速」

　西野くんはそう言うと私の腕を掴んで、少し先にある給湯室に引き入れた。

「約束のご褒美をください」

　細長いスペースで向かい合うように立つと、意外なほどふたりの距離が近く感じて。不意に走りだした鼓動は自分でも驚くほどうるさい。

　もしかしたら、このドキドキが西野くんに聞こえてしまうかもしれない。

　そう考えた私はそろりと後ずさりする。けれど、すぐにステンレス製のシンクに阻まれてしまった。

「……あ、の。ご褒美って、なにが欲しいの？」

　気まずさに耐え兼ねて口を開いた私に、西野くんは真剣な眼差しを向けた。

「この間の告白の返事ですよ」

「……この間の告白？」

　こうして聞かれるまで忘れたふりをしていたけど、確かにあの夜、私は西野くんに告白されている。

「はい、そうです。忘れたなんて言わせませんよ」

　さらに顔を寄せる西野くん。唇が触れてしまいそうな距離。私は思わず顔をそむける。

　すると西野くんは、小さなため息をつく。

「小松さんはオレのこと、嫌いですか？」

「ううん、そんなことない」

　好きか嫌いかで聞かれたら、好きだ。それは嘘じゃない。

「好きだよ……」

「……よかった。それじゃあ、オレと付き合ってください。それがオレの望むご褒美です」

　予測できた言葉に、それでも動揺する私がいる。

　次の瞬間、私の体は西野くんの腕の中にあった。

「ちょっと、西野くん」

　驚いた。でも、不思議と嫌悪感はない……にしたって困る。それにこんな姿を編集部の誰かに見られでもしたら面倒なことになる。そう考えた私は、彼の胸に両手をついて離れようとした。

　けれどそれが叶わないどころか、さらに強い力で抱きしめられてしまう。

　上品に香る香水は聡と同じオリエンタルな香り。伝わってくる体温も、背中に回された手の大きさもすべてが違うはずなのに、私は西野くんにほんの一瞬だけ聡を重ねてしまった。

　もう抱きしめられることなんて、ないというのに。

　願うならこんな記憶は綺麗に消してしまいたい。誰かに塗り替えてもらいたい。そうしないと胸が、苦しくて仕方ないから。でもそれを西野くんに求めたらいけない。そんな理由で彼と付き合うなんてしてはいけないはず。

「西野くんごめんね、それはできない」

「約束したじゃないですか」

「それはそうだけど……」

　西野くんは抱きしめていた腕を緩めると、私と目を合わせるように膝を折って屈んだ。それからまっすぐに見つめてゆっくりと口を開く。

「……誰かを忘れるためだっていい」

　西野くんはまるで、あの日の夜、私が流した涙の理由を知っているみたいだ。

「そんなのダメに決まってるでしょ」

「オレは構いません」

　一歩も引かない西野くんに、あとはなにを言ったらいいのか。だんだんわからなくなってくる。

「……あのね。私は、西野くんが思ってるほどいい女じゃないの。きっと後悔する」

「後悔なんてしません。オレは小松さんが好きです」

　彼の言葉に気持ちが揺らいだのは、心が弱っているからなのだろうか。

「……西野くん、本当に私でいいの？」

「それは、ＯＫということでいいんですね」

　私はゆっくりと頷いた。すると西野くんは小さくガッツポーズをする。

「よかった、本当に嬉しいです」

　そんな彼がとてもかわいく思えたから、自分が選んだ答えに安堵する。




「そういえば、ずっと気になっていたんだけど」

　私は西野くんの日に焼けた鼻の頭を指でつついた。

「……これ、どうしたの？」

「ああ、これはですね」

　西野くんは日曜日、鏑木 圭が所有するクルーザーで海釣りを楽しんだ後、彼の別荘で過ごしたそうだ。音信不通だったのは、鏑木ときちんと向き合いたかったからだそうで。そんな彼の仕事に対する姿勢には頭が下がる。

「……鏑木さんって、好きになるのに性別は問わないらしくって。付き合わないかって口説かれたけど断りました。とても魅力のある人だから少し揺らぎましたけどね」

　西野くんが余りにも真面目な顔で言うから、私は戸惑ってしまった。

「揺らいだの？」

「って言っても、ほんの少しですよ？　オレが好きなのは小松さんなんですから。そう鏑木さんにも伝えたら、ため息つかれちゃいましたけどね」

　その瞬間の鏑木の顔が思い浮かんだ。

「……なんであの女なんだって思ったんじゃないかな」

「そんなことありません。だってオレは彼の心を許せる存在にはなれなかった。それでも取材を承諾してくれたのは、鏑木さんが小松さんの企画を認めた証拠でしょう」

　鏑木がそう言ったわけじゃないだろうに。西野くんは口がうまい。

「そんなに褒めても、もうご褒美はあげないよ」

「ああ、大丈夫です。小松さんはもうオレのものなので、ご褒美としてじゃなく好きな時に好きなようにさせてもらいますから」

　西野くんは私の頬に唇を寄せると、「仕事しましょうか」そう言って給湯室を出ていった。

　ひとり残された私は、おそらく真っ赤であろう頬を両手で包むように触れてみる。……熱い。鼓動もまだうるさいままだ。

　私は大きく深呼吸をして、気持ちを切り替える。それから西野くんを追うように給湯室をあとにした。

　こうしている間にも、やらなければならないことがどんどん積み重なっていく。今の会議で特集のコンテンツが決まったので、私はリーダーとしてスケジュール調整をしなくてはいけない。

　まずは、ル・シエルに正式な取材の依頼をしよう。あとはすべて西野くんに任せるつもりでいる。それが鏑木の出した取材を受ける条件だからだ。

　頭の中で優先順位を決めたら、カチカチと組み立て次々に処理していく。

　こうしていると、時間はあっという間に過ぎるもの。気がついたら時計の針は午後三時を回っていた。

「もうこんな時間だ」

　チラリと西野くんを見ると、分厚い資料と睨めっこしている。

「ねえ、西野くん。お腹すかない？」

「……はい。そう言われれば、すいたかもしれません」

　そう言いながらお腹のあたりに手を置いた。

「なにか買ってくるよ。なにがいい？」

　バッグからお財布を取り出して立ち上がると、西野くんも立ち上がる。

「オレも行きます」

　ふたりで編集部から出てエレベーターを待つ間、西野くんの右手が私の左手に触れた。

「志保子さんの手、小さい」

　そう言いながら指を絡め握ってくる。

「西野くん、手」

　嬉しいよりも恥ずかしいが優まさって、離してほしかったのに。

「いいじゃないですか、誰も見てないし」

　そう言って西野くんは、握ったままの手にそっと力を込める。

「それにオレだって、ちゃんとわきまえているつもりです。人前ではしません。付き合い始めたことだって、まだふたりの秘密にしておきたいし。ね、志保子さん」

　いきなり下の名前で呼ぶなんて反則だ。屈託のない笑顔を向けられて、思わずドキリとしてしまったじゃないか。

　甘え上手で、自分の気持ちをすぐ口にする西野くんは、聡とはまるで正反対。彼のペースに嵌はめられて、私は戸惑いを隠せない。

　それから降りてきたエレベーターに乗って一階まで下りる。

　扉が開く瞬間にいつの間にか離された手。それは、わきまえているといった彼の言葉を証明するものだった。

「行きましょうか、小松さん」

「うん」

　ビルの外に出ると、ムンとした熱気に包まれる。

　朝のニュースで『今日は蒸し暑い一日になるでしょう』と言っていたのを思い出した。滲む汗を押さえて、急いで隣のビルに入っているコンビニへ駆けこんだ。

　店内を回ってサンドイッチとフルーツゼリーを手に取ると、西野くんが私の手の中から商品をヒョイと持ち上げる。

「一緒に払いますよ」

「いいよ、悪いから」

「そんなこと言わないでください」

　西野くんは素早く会計を済ませてしまう。先輩としてなら断った方がいいけど、彼女としてなら甘えてもいいかな。

「ありがとう、西野くん」

「どういたしまして。それじゃあ、戻りましょうか」

「そうだね。やらなきゃならないことが山積み」

　編集部に戻ったら給湯室でコーヒーを淹れて、買ってもらったサンドイッチを頬張りながら、作業の続きをしよう。そう思いながらコンビニをあとにした。










知らされた真実




「小松さん、やっと戻ってきた」

　編集部のドアを開けると真田さんが私を待ち構えていた。

「もう、どこ行ってたんですか？」

「近くのコンビニだけど」

「小松さんたちがいなくなってからすぐ、受付から電話があったんです」

　私に用事があるはずなのに、彼女の視線はチラチラと西野くんに向けられている。それを西野くんが気づかないはずはないのに、素知らぬ顔で私と真田さんの間をすり抜けると、自分のデスクへと戻っていってしまった。

　そんな彼を目で追う真田さんを見て、どのタイミングで私と西野くんが付き合いだしたことを話せばいいのだろうかと考える。それはとてもデリケートかつ難しい問題で、彼女の反応を想像すると、そう簡単に伝えられる話でもなさそうに思えた。

「……それで、真田さん。電話の用件はなんだったの？」

「ああ、小松さんに会いたいっていう人が来ていて、すぐ戻ると思いますって答えたら待つって言ったらしくて。緒方さんって人です」

「緒方さん？　全然記憶にないんだけど……って、もしかして、その人、待たせたまま？」

「はい、受付からなんの連絡もないし。たぶん待ってると思います」

「多分って……」

　すみません、とニッコリほほ笑まれてしまえば、これ以上なにを言っても仕方がない気持ちになる。

「……わかった、行ってくるね」

　私は急いでエレベーターに飛び乗って一階まで下りていく。

　受付に声をかけると、ロビーの端にあるソファーに座っている女性が緒方さんだと教えられた。エレベーターの中で考えてみたが、仕事の関係者に緒方という名前はないはずだった。誰だろう、そう思って背後から近づきながら、声をかける。

「お待たせしてすみませんでした」

　するとその女性はすくっと立ち上がって振り返ると、深々と頭を下げた。

「お忙しいところ、お呼び立てして申し訳ございませんでした」

「あ……、いえ」

　肩の上で切り揃えられた黒髪。飾り気のないシンプルなパンツスーツ。凛としていながらも、清楚で可憐な雰囲気の女性。初対面のはずなのに、どこかで会った気がする。彼女が顔を上げた瞬間、私の鼓動は大きく跳ねた。

「緒方亜依と申します」

　名刺を差し出され、私も慌てて持ってきていた名刺入れを取り出し、その中の一枚を手渡した。

「小松です」

　受け取った名刺へそろりと目を落とすと、聡と同じ法律事務所の名称が印字されている。しかも名前の右上には弁護士と記されていた。

　間違いない。この人は、あの夜うちのマンションのバスルームにいた女性。そう確信した。

　なんの目的があって私に会いに来たのだろう。胸がざわついて治まらず、必死で平静を装った。

「初めまして……ではなかったですね」

　私の問いかけに、彼女はコクリと頷く。

「はい。先週の夜、高比良先生のマンションでお会いしました」

　それから彼女は時間がないので手短にと言って、立ったまま話を始めた。

「まずは、あなたの誤解を解かなければなりません。あの日、高比良先生とはなにもありませんでした」

　一瞬、自分の耳を疑った。彼女の言うことが本当なら、私はとんでもない勘違いをしてしまっていたということになる。

「そんな……嘘でしょ？」

「嘘じゃありません。私の片思いです」

　彼女と聡は、恋人同士ではなかった。……でも、じゃあどうして、彼女はバスルームなんかにいたのだろう。

「……実はですね」

　まるで私の疑問に答えるように、彼女はあの日の出来事を話し始める。

　守秘義務があるからと詳しくは話してもらえなかったけれど、彼女がどうしてマンションに連れてこられたのか、その理由は納得できるものだった。おそらく聡は彼女を放っておけなかったのだろう。

「先生に優しくされて、正直期待してしまったんです。でも、一緒に住んでいる恋人がいただなんて私、知らなくて」

　それから彼女は私に向かって頭を下げた。

「ごめんなさい。私、あなたと鉢合わせしたこと、わざと先生に話さなかったんです」

「……わざと」

「はい。もし話したら、先生は飛び出したあなたを追いかけて行ってしまうと思ったし、勘違いのまま先生との関係が拗れたらいいだなんて私……とても酷いことを考えてました」

　どうしてこんなことをしたのか。聞くまでもないと思った。緒方さんは聡のことが好きなんだ。好きで好きで、仕方がないんだろう。彼女の瞳には大粒の涙が浮かんでいる。私はソファーに座らせると、その隣に腰を下ろした。

「……本当にごめんなさい。出張中に先生が塞ぎこんでいるように見えたので、おそらく自分のしたことが原因だろうと思いました。だから話したんです。全部。もちろん、私の気持ちも」

「聡はなんて？」

「そうか、とだけ」

「……そう」

　嘘をついた緒方さんを聡は責めなかった。彼らしいと思った。自分にも責任があるからなんて考えているんだろう。

　そして私も取り返しのつかないことをしてしまった自分を責めた。後悔の念が押し寄せてくる。

　でも、もう手遅れだ。だって私は、新しい恋を始めてしまったのだから。西野くんを好きになると決めたのだから。泣いても、叫んでも、もう時間は巻き戻せない。

　だったらせめて、真実は知らせないでいてくれたらよかったのにと思う。

　けれどそれは、叶わなかった。私は小さなため息をつく。

「よくわかりましたから、もう泣かないでください。時間、大丈夫ですか？　急いでいたんですよね」

「……はい、すみません。でもどうか、先生と仲直り……してください」

　緒方さんは俯いたまま、消え入りそうな声でそう言った。

　仲直りだなんて、おそらく本心じゃないだろうに。きっと彼女は聡のためを思って、私に頭を下げているのだろう。

「大丈夫です。仲直りはするつもりだから。でも私と聡は、恋人同士じゃないです。だいぶ前に別れていたんですよ」

　私の言葉に、彼女は弾かれたように顔を上げた。

「そうだったんですか……でも先生は、あなたのことが好きなんだと思います」

　私のことが好き。嬉しいはずのその言葉は今、私を苦しめるだけだ。

　だから私は否定するように首を左右に振った。

「それはないんじゃないでしょうか。例えそうだとしても、聡と恋人同士に戻ることはありません」

　それからまるで自分に言い聞かせるように言葉を続けた。

「私にはお付き合いを始めた人がいるんです。だから、近いうちにあのマンションからも出ていきます」

「……じゃあ、私。先生のこと諦めなくてもいいんですね」

　私が投げかけられた言葉に頷くと、緒方さんは安心したような表情を浮かべた。

「小松さん、お忙しい中、お時間をいただいてありがとうございました」

　緒方さんは立ち上がると深々と頭を下げ、重たそうなバッグを手に取って歩きだす。その足取りは心なしか軽やかで、少しだけ羨ましく思った。おそらく彼女の向かう未来には、私が手放すことになった聡との幸せな日々が、待っているはずだから。










別れ




　午後十時。

　私は確認が必要な書類をプリントアウトしファイルに綴とじると、編集長のデスクに置いた。ホッとひと息つく間もなく、パソコンの電源を落とすと編集部を出る。

　実は二時間ほど前に、大崎さんから営業部との打ち合わせという名の飲み会に誘われたのだけれど、作業の手を止めたくないからと断った。すると私の代わりにと西野くんが連れていかれたのだ。

　私は駅に向かいながら、西野くんにメールを送る。

　すぐに返ってきた内容は、『みんなすでに出来上がっているので、来なくてもバレないし、むしろ来ない方がいい』というものだった。

　この飲み会には過去に何度も参加しているので、今がどんな状態かは想像がつく。

　大崎さんも営業部の面々も日頃のストレスを発散するかのようにたくさん飲む。そして、朝まで飲み明かすのだ。

　私の立場上、今からでも合流しておいた方がいいのはわかっている。でも、今日だけは勘弁してもらおう。

　再度西野くんにメールを送って地下鉄に乗りこむと、ちょうど空いていた座席に身を沈めた。今日は朝からいろんなことがあって、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。体が鉛のように重い。心もだ。




　マンションに近づくにつれて、その重さが徐々に徐々に増していくのを感じた。

　玄関の前に立ち、冷たいノブに手をかける。それをゆっくりと引くと、部屋の明かりが薄く漏れ出して廊下に光のラインを描いた。

　聡はもう帰ってきている――そう確認しただけで、さらに心が重くなる。顔を合わせたら、なにからどう話せばいいのか、まだ迷っている。

「……ただいま」

　聞こえるか聞こえないかの声でそう言うと、まるで待ち構えていたかのようにリビングのドアが開いて、部屋着姿の聡が玄関先まで出迎えに来てくれた。

「おかえり、志保子」

「聡も、おかえり。出張お疲れさま」

「ああ、うん。ただいま」

　クシャッと笑ったその顔に思わず切なさが込み上げてくる。

　大好きだった聡の笑顔。半年前に別れてからもずっと私の傍にあった。でも、もう手放さなければならない。いよいよこうなって、惜しくなるなんて。私、どうかしてる。

「聡、あのね。私……」

　新しい恋人ができたからこのマンションを出ていく。

　そう何度も心の中で繰り返した言葉が、これっぽっちも出てこない。

　ダメだ、ちゃんと言うんだ。あんな態度をとって家を飛び出したことを謝って、西野くんと付き合い始めたことを話して。

　そして、近いうちにこのマンションを出ていきたいって、言わなきゃ。

　私がなにも言えないでいると、聡が口を開いた。

「緒方が、彼女が君に会いに行ったんだって？　俺から話すから大丈夫だって言ったのに。まさかと思って驚いたよ」

「……聞いたんだ。うん、来てくれたの。すごく驚いた」

「謝って、許してもらったって言ってたよ」

「……それだけ？」

「ああ。そうだけど、どうして？」

　私に会ったことを話したのなら、新しい恋人ができたこともマンションを出ることも話してしまったのかと思ったけど。

「ううん、なんでもない」

　彼女は余計なことはなにも言わなかったらしい。

「ここは君の家でもあるのに、配慮が足りなかったと反省してる。あの日、家を飛び出したのは、なにも話さなかった俺に腹を立てたから？」

「……う、ん。そうかな」

　本当の理由はそれだけではない。けれど今はもう、伝えるべきではない。だから私はそう聞かれて、曖昧な返事をした。

「聡はなにも言ってくれないから、酷いなって思った。でも、緒方さんから理由を聞いたら、仕方なかったのかなって思えたから」

「ありがとう。こうして戻ってきてくれて、心底ほっとしてるんだ。このまま志保子が俺の傍からいなくなってしまうのかと思ってたから」

　泣いているのかと思った。それくらい聡の声が震えている。どうしていいのかもわからずに、私は聡の揺れる瞳を見つめた。

　その時だった。聡は私の体を引き寄せて、その腕の中に閉じこめる。トクトクと響く鼓動は、私のものなのか、聡のものなのかわからないくらいに混じり合って聞こえて。こんなふうに抱き合うなんていけない、そう思いながらも私はその胸に埋もれたまま、まるで惜しむように聡の体温を感じていた。

　やがて体を離した聡は私の顔を覗きこむと、右手で頬に触れて肌を撫でるように二度、親指を滑らせた。聡はキスをする時は決まってこんなふうにする。ゆっくりと聡の顔が近づいてきて、もしかしたらこのまま、キスをされてしまうかもしれない。そう思った私はとっさに顔をそむけた。

「ダメなの、聡」

「……志保子？」

「私ね、職場の人に告白されて、付き合うことになったの」

「それは、いつのこと？」

「今日……だよ」

「……今日」

　そう告げた瞬間、聡は驚いたように目を見開いて悲しそうに顔を歪めた。どうしてそんな顔をするのか、その理由を考えてしまいそうになるけれど、そんなことをしたら西野くんを選んだ自分の決心が揺らいでしまうかもしれない。私は必死に考えないようにした。

　やがて聡は力なく廊下の壁にその体を預けると、静かに目を伏せた。私はその姿に胸が押しつぶされそうになりながらも、言葉を続けた。

　もう迷わないように、後戻りできないように、前へ進めるように。

「……だから私ね、近いうちにこのマンションを出ていこうと思ってるの。いいかな？」

　聡はゆっくりと体を起こすと、大きく頷いてくれた。

「志保子がそう決めたなら、いいよ」

「でも、ローンのこととか考えると、どうしていいかわからなくなってしまって」

「じゃあ出ていかなければいい」

「……聡」

　思わず俯いた私の頭を、聡は優しく撫でた。

「冗談だ。そんな困った顔をするなよ。そんなのおいおい考える。志保子は今、幸せなんだろう？」

　私は顔を上げると聡の目をまっすぐに見つめた。

「……うん、幸せ」

「俺は、君が幸せならそれでいい。だから、ちゃんと笑ってろ」

　聡の瞳に映った自分を見つめてホッと胸を撫で下ろす。

　大丈夫、ちゃんと笑えてる。

「ありがとう、聡」

「……うん。じゃあ、もういい加減、部屋に入らないか」

「そうだね」

　私はパンプスを脱いで床に置いたままのバッグを手に取る。すると聡が言った。

「なあ、志保子。夕飯はまだだろう？」

「うん。まだだけど」

「実は、作って待ってたんだ。一緒に食べよう」

「一緒に……いいの？」

　そう聞いた私に、聡は一瞬困ったような顔をして「当たり前だろう？」と笑った。




　着替えてダイニングテーブルにつくと、白米とお味噌汁、塩で揉んだだけ胡きゅう瓜りとカブの浅漬けが並んでいて、大阪土産だと言う小ぶりの餃子は、焼き上がったばかりのようだった。

「どうぞ、召し上がれ」

「いただきます」

　ふたりで食卓についたのは久しぶりだった。いつ以来だろう。

　でも、聡の作る料理の味は相変わらず。

「おいしい」

　深夜に帰宅すると、テーブルの上にラップのかかった料理が並んでいて、私はよくそれをひとりで食べていた。申し訳ないと思いながら。

　このマンションを購入して聡と一緒に暮らし始めた時、家事は分担しようと約束をした。お互いに助け合いながらも、自分でできることは極力するようにしようって。

　けれどその約束を初めに破ったのは私。

　編集部の仕事は思っていた以上にハードで、校了前の一週間は仕事が朝方まで及ぶこともあった。初めは仕事と家事を両立させようと必死だった。どちらも大切にしたかったし、お座なりにはしたくなかったから。

　でも結局、両立は無理で、そんな私を、聡はなにも言わずに支えてくれた。私がごめんねを言うたびに、気にするな、無理だけはするなよと言って。

　いつしか聡の優しさに甘えて、相手を思いやれなくなって、すれ違いを理由に別れを切り出した。なのに、それからも聡は私の傍にいてくれたから、彼を失った実感がなかったのだと思う。

　でも、今回は違う。本当の意味での別れ。彼を失うということ。

　お味噌汁を啜ったら、大好きなお麩ふが入っているのに気がつく。

「……これ」

「うん、それ志保子好きだろ？」

　泣きそうだ。

「……なんで」

「なんでって、だって今夜は仲直りしようと思ってたから。どうせ作るなら志保子のお気に入りのものをって思うじゃないか。気に入らなかった？」

「そんな……わけないじゃない」

　思わず涙声になった私を気遣ってくれたのか、聡は急に席を立った。

「お茶でも淹れるよ」

「うん……ありがとう」

　キッチンのカウンターでお茶の準備をしながら、聡は、まるで独り言のようにつぶやく。

「……でもまさか、こんなことになるなんて。さすがに予測できなかったけどな」

　こんな時、涙を止める方法があったら教えてほしいと思う。

「ごめん……ごめんね、聡」

「なにも謝らなくていいよ、志保子」

　聡は持ってきたタオルで私の涙を拭う。そしてダイニングテーブルの向かい側に座って、私が泣き止むまでそこにいてくれた。




　その日の夜、私はベッドに入ってもなかなか眠ることはできなかった。

　体も心も疲れているはずなのに、目を閉じると聡の顔ばかりが浮かんでくる。

　それも仕方ないことなのかもしれない。だって聡は結婚まで考えた相手。もう十年以上も彼と一緒に過ごしてきたのだから。そう簡単に忘れることなんてできるはずないんだ。










喪失　――Ｓｉｄｅ聡




　今日の夕方、事務所に戻ってきた緒方は俺に深々と頭を下げた。

「初めに謝っておきます、高比良先生。私、志保子さんに会ってきました」

「志保子に？」

　驚く俺に緒方はもう一度頭を下げる。

「勝手なことをしてすみません。でもどうしても私、直接会って謝りたかったから」

　緒方は志保子の勤める出版社を訪れて、直接志保子と話をしたそうだ。あのバスルームで鉢合わせるに至るまでの状況を説明してから、自分のついた嘘を包み隠さず話したと。

「志保子はなんて？」

「許してくれるそうです。正直で優しくて、とても素敵な人でした。さすが先生が愛している人だけありますね」

　確かに志保子は、正直で優しい。その分、思ったことがすぐ顔に出るけど。そんな彼女のことをどうしようもなくかわいいと思っている。

「……そうだろ」

「妬けちゃうな」

　緒方は小さくため息をついて、まっすぐに俺を見つめる。

「それでも私、負けませんから。だから先生、今度デートしてください」

「それはできない」

　誤解が解けた今こそ、志保子ときちんと向き合うチャンスだからだ。

「すまない」

　頭を下げた俺に緒方は笑顔を向けた。

「先生には敵わないな。社交辞令でもいいから〝うん〟と言ってほしかったのに。でも、そんな先生だから、私は好きになったんですけど」




　俺は家に帰ると、志保子のことを考えながら夕飯の準備をした。仲直りがしたかった。そしてこの中途半端な関係を終わらせるために、元の関係に戻らないかと伝えるつもりだった。でもそうすることはできなかった。

　帰宅した志保子は泣きだしそうな顔で、マンションを出ていくと言った。

　新しい男ができたのだそうだ。しかも今日。

　別れてから半年、来るべき時が来たのだと自分に言い聞かせてはみたが、この気持ちの落としどころがわからないでいる。

　あの日、俺が緒方をここへ連れてこなければこんなことにはならなかったのかもしれないと後悔ばかりが浮かんだ。

　志保子の意志を尊重して、いつも笑顔でいられるのならそれでいいと言ったのは本心からだ。でも、彼女を幸せにするのは俺の役目だったはず。

　一緒に暮らそうと決めてから、いつかプロポーズしようと思っていた。彼女と家族になりたかった。子供も欲しいと思った。でも、もうそれは叶わない。

　俺は志保子のことが大切すぎて、自分の意見を伝えることを避けていた。彼女のためにと思っていたことが裏目に出たのだろう。本当に情けない。それくらい慎重になってしまうのは付き合い始めの頃からだった。

　志保子と付き合い始めてからもう十年以上。年齢を重ねて、社会に出て人生経験も積んだ。それなのに、相も変わらず恋愛下手なのだと気づかされ、つくづく自分がイヤになる。

　仕事では常に先手を打ち、攻めこむタイミングを逃がすことなどないのに。有能な弁護士だなんて言われても、ちっとも誇らしくなんかない。

　俺はあれだけ愛していたはずの女性を、幸せにしてやれなかった。無能なただの男だ。

　だから俺は、味噌汁を啜りながら泣きだした志保子の傍にいることしかできなかった。

「……ごめんね、もう大丈夫だよ。おやすみなさい、聡」

　泣きはらした目で、俺を見つめてそう言った志保子。彼女の部屋のドアが閉まった後も、俺はしばらくその場から動くことができなかった。喪失感に支配されて、まるで抜け殻のようだ。

　こんな気持ちになるのなら、彼女の気持ちを力ずくで取り戻せばよかったのかもしれない。

　そんな、できもしないことを考えて、俺はひとり笑った。







第三章










君を好きになる




　気がついたら夜が明けていた。

　瞼は腫れて重く、体はとてもだるい。

　その体を無理やり起こしてリビングに出ると、聡はまだ寝ているようだった。

　こんなすっきりしない朝はコーヒーだけで済ませたい気分だと思いながらも、私は身支度を整えて、朝食の準備を始める。

　冷蔵庫の中には聡が買い揃えた食材が行儀よく並んでいた。

　ベーコンエッグに冷凍のブロッコリーを茹でたものを添える。コンソメのスープはレトルトのものに、スライスしたオニオンを追加して火にかけた。

　その間にパンを焼くと、ベーコンエッグをのせて立ったまま頬張って、インスタントコーヒーで流しこむ。




　しばらくすると和室の引き戸が開いて、聡がパジャマのままリビングに姿を見せた。

「おはよう、志保子」

　いつもと変わらない穏やかな声で聡はそう言うから、気まずさを感じているのは私だけなのかもしれないと思ってしまう。

「……おはよう、聡」

「今日はやけに早いんだね」

　聡はまだ眠たそうに眼をこすりながら、小さくあくびをする。

　無理もない。昨日は私に付き合ってあんなに遅い時間まで起きていたのだから。せめて、今日の仕事に差し支えなければいい。そう思った。

「ご飯作っておいたから食べてね」

　私はコンロの火を止めるとソファーの上のバッグを取りにいく。

　ノースリーブのワンピースに薄手のカーディガンという格好だけど、急な打ち合わせにも対応できるようにとジャケットも一緒に持った。

「まだ七時前だけどもう行くの？」

「うん。新しい企画が通ってね、やることが山積みなんだ」

「そうか、気をつけて行ってこいよ」

　私はその言葉に頷くと、家を出て会社へ向かった。

　地下鉄の駅から地上へとつながる階段を駆け上がる。眩しい光と共に見えてくるのは四角く切り取られた空。そこに浮かぶ雲のように、私の気持ちも自然と変わっていけたらいいけれど。なかなかそう簡単にはいかないみたいだ。




　編集部のドアを開けると、壁際のソファーで寝ている西野くんがいた。

　おそらく飲み会の後、ここへ戻ってきたのだろう。その証拠に服が昨日のまんまだ。

　周りを見渡すと、他の社員はまだ出社していない様子。

「まだ早いし、もう少し寝かせてあげよう」

　私は自分の机にバッグを置くと、フリースのブランケットをデスクの一番下の引き出しから取り出して持っていき、西野くんのお腹のあたりにかけた。

　よほど疲れているのだろう。

　西野くんはゆるく口を開いたまま小さな寝息をたてていて、その無防備な寝顔には疲労の色が濃く滲んでいる。

　いくら若いとはいえ、最近は私以上にハードスケジュールをこなしている。

　もしかしたらそろそろ、彼の体も限界なのかもしれない。それをわかっていながら西野くんをあの飲み会に行かせてしまった。

「……ごめんね、西野くん」

　私は指先でそっとその頬へ触れた。

　すると西野くんは迷惑そうに眉をひそめながらゆっくりと目を開く。

「……ん、志保子さん？」

「あ、ごめん。起こしちゃった」

　寝ぼけているのだろうか。

　西野くんは目を閉じたまま私の体に腕を伸ばすと、強引に引き寄せる。

「わ、ちょ……っと、西野くん」

　なすすべもなく彼の体の上に倒れこんだ。

　驚いてとっさに体を起こそうとすると、西野くんは私の体をギュッと抱きしめて、小さくつぶやく。

「……オレ、夢を見てたんです」

「夢って、どんな？」

「志保子さんが、オレの前からいなくなる夢。どこへも……行かないですよね？」

　本来なら笑い飛ばすことができるような話。なのになぜだろう。そうすることができなかった。

「……志保子さん？」

　そう呼ばれて西野くんの胸に埋もれていた顔を上げると、不安げに揺れる瞳が私を見つめていた。

「どこにも行かないよ」

　だから私は、まるで彼を安心させるようにそう言ってから、その額へ唇を当てた。

　西野くんは一瞬だけ驚いたような表情で私を見つめて、

「……これじゃ足りないんですけど」

　と意地悪な笑みを浮かべる。

「するならちゃんと、してください」

「……ちゃんと？」

　聞き返すと、西野くんは人差し指で自分の唇を指す。

「……ダメ。誰か来ちゃうよ」

　戸惑いを見せると、西野くんは体を起こして私の顔を覗きこむ。

「じゃあ、早くしてください」

　おどけるようにそう言って、唇を尖らせながら目をつむった。

「……もう」

　西野くんには、敵わない。

　でもきっと、こうして彼との物理的な距離を縮めていくことで、心の距離も縮まっていくのだろう。

「少しだけ、だよ」

　私は、彼の頬を両手で包んで引き寄せると、ゆっくりと唇を合わせた。

　少しだけ。だからすぐに離れるつもりだったのに。西野くんは、「まだ」とか「もっと」とか甘く耳元で囁きながら何度もキスをねだる。

　そのうち舌を絡め合うような深いキスへと変わっていくと、西野くんは私の体をギュッと抱きしめる。

「……止められないかもしれません」

「ダメ、ダメだよ」

「わかってますよ。だから、今夜……。志保子さんちに、行ってもいいですか？」

「ゴメン、うちは……」

「いや、ダメならいいんです。ただ、もっと一緒にいたいなって思っただけだから」

　遠慮がちな声に私はどう答えたらいいのか迷った。

「違うの、そうじゃなくて」

　うまい理由が思いつかなかった。だからといって元カレと暮らしていることを正直に話すわけにもいかない。

「西野くんのうちじゃダメかな？　今日はなるべく早く上がって、夕ご飯食べてから帰るか、もしよかったら、食材を買ってなにか作ってもいいし、どう？」

　その提案に西野くんの不安そうな顔が徐々に笑顔に変わっていって、私は胸を撫で下ろした。

「じゃあ、志保子さんの手料理で」

「うん、わかった」

　同時に編集部のドアが開いて、私は慌てて西野くんと距離をとる。

　出社してきた社員と挨拶を交わしながら何気なく時計を見ると、いつの間にか八時を過ぎていた。

「さ、仕事しよっか、西野くん」

　今日もこなさなければならない仕事がたくさんあるから。

　机に向かい、フリースのブランケットを畳んでデスクの引き出しにしまうと、パソコンの電源を入れた。

　編集長が出社してきたのはそれから二時間ほど後、時計の針が十時を回った頃。私は待ってましたとばかりに作業の手を止めて、編集長のデスクに駆け寄り、昨日提出しておいた原稿の確認を急かす。

「……わかった、わかったから。少し時間を頂戴」

　編集長はこめかみを押さえながら顔をしかめて言う。

　おそらく二日酔いだろう。

　まったくもう、と思いながらも、自分は昨日の飲み会に参加しなかった手前、強くは出られない。

「……わかりました。よろしくお願いします」

　頭を下げて自分のデスクに戻ると、校了が迫っている朝カフェの校正作業を続ける。

　今日は効率よく終わらせて、早く退社できるだろうか。

　そう考えていたのもつかの間、私が担当していたタイアップ記事を大幅に修正してほしいと営業から連絡が入った。広告臭さを消しつつも、クライアント側の要望を取りいれなければならなくて、そのさじ加減が難しい。早速、担当したライターに連絡を入れて、修正を依頼する。




　急にバタバタとしてしまって、仕事にひと区切りついたのは午後九時。

　本当はまだまだ編集部に残ってやりたい作業もあったけれど、今日は特別。そう自分に言い聞かせると、西野くんと編集部を出て駅へと向かった。

「志保子さん、ここで降ります」

　そう促されて降りた駅は中野。学生時代から住んでいるそうだ。

「私、初めて降りたかも」

「そうなんですか。いいところですよ、住みやすくて」

　西野くんに案内されながら南口を出て、ファッションビルの地下に入っているスーパーへ立ち寄った。




「西野くんはなに食べたい？」

　ショッピングカートに買い物かごを載せると、西野くんに聞く。

「うーん、志保子さんの得意料理が食べたいです」

「それ、答えになってないけど」

　得意料理と聞かれて、思い浮かぶのは簡単なものばかりだ。

　ハンバーグにカレー、オムライスにパスタ。こうあげてみると、思いのほかレパートリーは少ない。しかも子供が喜びそうなものばかりだ。和食だったら、肉じゃがならできる。けれど、味にも見た目にも自信がない。どうしたら味が中までよくしみて、なおかつじゃが芋がホックリと仕上がるのかを、教えてもらえばよかった。……聡に。

　手の込んだ和食は、聡の専売特許だったから。

「……じゃあ、オムライスがいいです。卵がとろとろのやつ」

　そう言われてホッとした。オムライスなら作れる。

「うん、いいよ。卵はある？」

「いえ。オレ、自炊しないんで冷蔵庫の中はビールくらいしか入ってません」

「そうなんだ。じゃあ今日はいろいろ買って帰ろうか。調味料も揃えておけば次から便利だし」

「それって、これからもうちで料理してくれるってことでいいんですよね？」

　西野くんは冗談っぽく笑って言ったけれど、その目は笑っていなかった。

　もしかしたら彼は、私の心がまだ揺れていることに、気づいているのかもしれない。

　だからこうして、私の気持ちを確かめているんだ。

　ごめんね、西野くん。不安にさせて。そう心の中で詫びて、彼に笑顔を向けた。

「もちろん、そのつもりだけど」

　行こう、私はそう言ってカートを押して歩きだす。

「……あ、待ってください、志保子さん」

「西野くん、早く。まずは、野菜売り場からね」

　私たちは店内を隅から隅まで巡って、食材や調味料などをカゴいっぱいに詰めこんでいく。

　慣れない店ではどこになにが置いてあるのかがわからなくて、思った以上に時間がかかってしまったけれど、ふたりで吟味しながらの買い物はとても楽しかった。

　レジを済ませて買い物袋四つを手分けして持つと、西野くんのアパートへと向かう。

「あれです。あそこの二階です」

　五分ほど歩いて見えてきたのは、二階建てアパート。

　自転車で溢れた駐輪場を通り抜け、外階段を上がる。それから西野くんはふたつ目の部屋の前で足を止めると、そのドアを開けた。

「どうぞ、だいぶ散らかってますけど」

「おじゃまします」

　私は脱いだパンプスを揃えて隅に寄せる。

　玄関から延びた廊下の両側に、キッチンとバストイレ、奥に部屋があるタイプの１Ｋ。散らかっているというより物で溢れていると言った方がしっくりとくる。

　部屋に入ってすぐ目に飛びこんできたのは、壁に飾られた一枚の写真。

「……これ」

「ああ、これは鴇とき島しまさんの遺作です。志保子さんならご存知ですよね」

　西野くんにそう聞かれて、私はゆっくりと頷いた。

「もちろん。グローバル・モードの編集長。この業界で彼の名前を知らない人はいないもの」

　グローバル・モードはうちの出版社から発行されているモード誌だ。

　パリやミラノのコレクションの特集を組ませたら、海外の有名モード誌にも引けを取らないと業界関係者から称賛された。その一時代を築いたのが、鴇島 肇はじめだった。彼はフォトグラファーとしても有能で、数々の賞を受賞した経歴もある。

「確か、鴇島さんは去年……」

「……亡くなりました。オレの目標としている人だったのに、残念です」

　ル・シエルからの帰り道、西野くんが今後モード誌の編集にかかわりたいと言っていたのを思い出す。

「そっか、そうだったんだね。私の同期にも鴇島さんに憧れて編集者を目指したという人が何人もいたよ」

「そうですか、オレも同じだ。鴇島さんには学生時代からお世話になっていたんです。バイトで出入りしていたオレにも常に声をかけてくれて、雑誌作りのノウハウを教えてくれたりしました」

　西野くんは懐かしそうに眼を細める。

　彼は地位も名誉もある人だった。なのに、それを鼻にかけることもせず、誰に対しても変わらぬ態度で接することのできる人でもあった。

　そんな彼の才能に惚れ、人柄を慕い、西野くんのような才能のある人材がうちの出版社にはたくさん集まってきていたんだろう。

「すみません。なんかオレ、鴇島さんの話したら止まらなくなるんです。でも、いろいろ思い出したら……泣きそうです。だから、この話はこれでおしまいにします」

　そう声を詰まらせた西野くんは、今にも泣きだしそうな顔をしていた。それくらい彼にとって鴇島 肇の存在は大きなものだったのだろう。そんな彼を見ていたら私まで泣きそうになってしまって。

「……うん、わかった。じゃあ、ご飯作ろっかな」

　私はそう言って西野くんから目を逸らした。買い物袋から食材を取り出すと、早速調理の準備を始める。

「すぐできるから、待っててね」

「はい。あ、でも、オレもなにか手伝いますよ」

「ありがとう。大丈夫だから座ってていいよ」

　ひとり暮らし用の小さなキッチン。

　調理器具も限られる中で、私はまず、スープを作るための鍋に水をはって火にかけた。

　それと同時進行で、洗って小さめに分けたブロッコリーを電子レンジに入れて加熱し、スライスしたパプリカと一緒にドレッシングで和える。

　次に鶏肉と玉ねぎを刻んで炒めたら、トマトケチャップを入れて、総菜売り場で買った白いご飯を投入する。手早く煽って皿の上にドーム型に盛るとその上に半熟のオムレツを作って載せ、そろりとナイフで切れ目を入れた。

「よし、うまくいった」

　綺麗に広がったそこにケチャップをかけ、パセリを振って仕上げる。

　これで一応三品。彩りもまあまあだ。私が料理をテーブルに並べ始めると、西野くんはスプーンとフォークを小さな食器棚から出し、缶ビールと冷えたグラスを冷蔵庫から持ってきた。

「旨そうですね。早く食べたい」

　そう言いながら私の隣に座ると、缶ビールのプルタブをプシュッと持ち上げる。

「あ、志保子さんもビールでよかったですか？」

「うん、ビールでいいよ」

　私が答えると、西野くんはグラスにビールを注ぐ。琥珀色の液体に白い泡が躍ってとてもおいしそうだ。

「どうぞ、志保子さん。では、カンパイしましょうか」

「カンパイ」

　カチンとグラスを合わせる。喉が渇いていたからだろうか、いつもよりうんとおいしく感じて一気に飲み干した。するとすぐに西野くんがビールを注ぎ足してくれる。

「ありがとう」

　私はこぼれそうになった泡を啜ってからテーブルの上にグラスを置いた。

「料理も冷めないうちにどうぞ」

「はい。いただきます」

　西野くんは手を合わせるとスプーンを手に取り、オムライスを大きくすくって口に運んだ。

「うん、旨い。ほんと旨いです」

「ホントに？　よかった。たくさん食べてね」

　パクパクとおいしそうに食べてくれる西野くんを見ていると自然と笑みがこぼれて、そんなに得意じゃない料理も、また作ってあげたくなった。










初めての夜




　食事が終わる頃には、もう日付けが変わっていた。

　終電に間に合うだろうかと思いながら私は後片付けを始めた。キッチンに立って食器を洗っていると、「手伝います」と西野くんがやってきた。

「ありがとう。でもすぐに終わるから向こうで休んでていいよ」

「……でも。オレとしては少しでも一緒にいたいんですよね。せっかく志保子さんが来てくれたんだから」

　そう言いながら西野くんは、私の背後から腕を回すと腰を引き寄せるようにして抱きしめる。

「西野くん、離してよ。これじゃあ洗いづらい」

「じゃあ、洗わなくていいです。だってそれ終わったら帰っちゃうでしょ、志保子さん」

　私のうなじに顔を埋めるようにして唇を押し当てると、呟くように言う。

「……このまま泊まっていけばいいのに」

　その言葉の指し示す意味を、いい大人の私が理解できないわけじゃない。だからこそ素直にうんとは言えないのだ。だって私たちは付き合い始めたばかりで、そうなるのには少し早すぎる。

「でも、今夜は……」

　帰るね、そう言うつもりで振り返った私の唇は西野くんの唇で塞がれてしまう。

　今朝、編集部でしたものとは比べものにならない情熱的で激しいキス。息をつく暇も与えられないほど、幾度となく唇を塞がれる。

　酸欠気味になって、ハアッとゆるく唇を開くと、人差し指を差しこまれてさらに大きく開かれる。そこから熱い舌を挿入されて歯の裏側をなぞるように舐められると、ビクンと体が反応してしまった。

　やがて足に力が入らなくなってその場に崩れ落ちそうになると、西野くんは私の体を抱き上げてベッドへ向かう。

「ねえ、西野くん……待って」

「待てそうにありません」

　そう言いながらシングルベッドの上に下ろすと、西野くんは申し訳なさそうに言う。

「……すみません。余裕なくて、イヤならそう言ってください」

「ううん、そんなことない」

　ただ、セックスするのは久しぶりだったから。聡以外の人を知らない私が、彼をちゃんと満足させられるのだろうかと急に不安に襲われて、チラリと西野くんの顔を盗み見る。

　下から見上げるその顔は、いつもと違ってちゃんと男の顔をしていて、見なければよかったと後悔した。

「どうかしました？」

「……ううん、なんでもない」

「じゃあもう、焦らすのはやめてください」

　焦らすつもりはなかったのだけれど、西野くんはまるで待ちきれないとでもいうように私の腰の上に跨またがった。

　マットレスのスプリングがギシッと音をたてて軋きしむと、同時に私の鼓動も高鳴った。

　西野くんは額から瞼、唇から首筋へと唇を這わせながら片手で器用に私のカーディガンのボタンを外していく。衣服を脱がされる毎に、触れ合う肌の温度も徐々に高まっていくのを感じる。

　ドキドキが止まらない。

　ブラジャーを外されてすぐ、ショーツに指がかかった。

　気恥ずかしくて目をつむると、いつの間にか明かりが消されたのがわかる。余裕がないなんて言いながらも、ちゃんと私のことを気遣ってくれているのだと思えてとても安心することができた。同時に固く閉じていた両足の力を緩めると、西野くんは私の膝を掴んで押し広げる。

「恥ずかしいからあまり見ないで」

「大丈夫です。とても綺麗ですよ、志保子さん」

　私は羞恥心と快楽のはざまで揺れながら西野くんを受け入れた。

　一瞬だけ感じた違和感はすぐに消えて、律動を繰り返す彼の背中に腕を回して、甘い刺激に溺れる。

「……ん、西野くんっ」

「志保子さんの声、もっと聞きたい」

　そう言いながら西野くんは繋がったまま、私の体をうつ伏せにする。

　背後からさらに激しく攻め立てられた私は、駆け上がってくる快感に耐えきれず嬌声をあげた。

「イヤ、イヤっ……そんなふうにしちゃ、ダメ」

「志保子さん、オレ……もう」

　スミマセンと呟きながら、性急に昇りつめて果ててしまった彼を、私はとても愛おしく思えて。だからきっと、このまま西野くんのことをもっともっと好きになれるはず。そう自分に言い聞かせた。




　――翌朝。

　私は、西野くんの腕の中で目覚めた。

　私の腰を抱くように載せられていた腕をゆっくりと外すと、彼を起こさないようにベッドから抜け出して服を着る。

　それから昨日そのままになってしまった洗い物を片付けて、簡単な朝ご飯を作る。

　できたものをテーブルに並べ終えると、私は西野くんに声をかけた。

「おはよう、一度家に帰るね。朝ご飯作ったから、よかったら食べて」

「……ん、志保子さん」

　むくりと体を起こした西野くんは、寝ぼけ眼で私を抱き寄せる。

「家に帰るんですか？」

「うん。汗もかいたし、着替えてこようと思って」

「……じゃ、送っていきます」

「大丈夫、駅までの道はわかるから。私が出たら鍵はかけてね」

　西野くんと触れるだけのキスを交わすと、私はアパートを出て駅へと向かった。

　幸いなことに、まだ通勤ラッシュが始まる時間ではなかった。おそらくあと一時間もすれば、通勤客で溢れかえるだろう。

　私はホームに立つと、鈍く痛む腰を無意識にさすりながら電車が到着するのを待った。帰ったらまずシャワーを浴びて、出勤する時間まで眠りたい。そうでもしないと今日の仕事に支障が出そうだったから。

　何度もあくびをかみ殺しながら、電車を乗り換えて自宅マンションへと戻る。

　なにも悪いことなんてしていないのに、朝帰りすることに罪悪感を持つ。できるなら聡とは顔を合わせたくない。

　そんな私の思いとは裏腹に、リビングのドアを開けると、聡はリビングのソファーに座って新聞を読んでいた。

「……おはよう、聡」

「志保子、おはよう」

　聡は広げていた新聞を畳んでテーブルの上に置いて、私を見上げる。

「今、帰ってきたのか。また朝まで仕事？」

「あ……うん、そう」

　そう聞かれて思わず頷いた。

「そうか、あまり無理するなよ。志保子の仕事に対する姿勢は尊敬しているけど、体を壊したら元も子もないからな」

　嘘をつくつもりはなかったのだけれど、結果的にはそうなってしまって。労ねぎらいの言葉なんてかけてもらう資格なんてないのにと、胸が痛んだ。

「そんなことわかってるよ、大丈夫だって」

　そしてありがとうも言わずに、かわいげのない言葉を向けてしまう。

　これは甘えなんだと思う。どんなに憎まれ口を叩いても、ぞんざいな態度をとっても、許して受け入れてくれる彼に甘えているのだ。今だってそう。怒りもせず、私にほほ笑みかけてくれる。そんな優しさに甘えている。

「……ならいいんだ。ただ、疲れているように見えたからさ。これからもっと暑くなる時期だし体調に気をつけろよ。じゃあ俺、仕事行くから」

　聡はそう言ってソファーから立ち上がると、その背もたれにかけてあったスーツのジャケットに袖を通した。そしてカバンを手に取ってリビングのドアを開けた聡は、なにかを思い出したように立ち止まり振り返った。

「そうだ、志保子。近いうちに時間作れる？」

「……時間？　夜なら作れると思うけど」

「ああ、夜でいい。メールしてくれれば俺も予定合わせるからさ。ほら、このマンションのこと。志保子と相談して決めようと思って。いくつか案は考えてあるんだけどな」

「マンションのこと……うん、わかった。早めにメールする」

「じゃあ待ってる」

　聡はそう言って家を出て、私は彼を見送ってすぐにシャワーを浴びにバスルームへと向かった。

　汗ばんだワンピースを脱ぎ捨てて、綺麗に磨かれた浴室に入る。

　クレンジングオイルを手に取って、ほとんど取れてしまったメイクに馴染ませると、銀色のレバーを持ち上げた。

　シャワーヘッドから勢いよく注がれる熱いお湯を頭から浴びながら、全身を丁寧に洗っていく。お気に入りのボディーソープの泡に包まれながら私は、聡の言葉を思い返した。

　いくつか案を考えていると言っていたけれど、私が出て行ったら、このマンションを売りに出すのだろうか。それとも聡はここに住み続けるのだろうか。

　どちらにせよ、決めるなら早い方がいいに決まっている。私は私で、次の引っ越し先を考えなければならないのだから。

「……引っ越し先か」

　自分で決めたこととはいえ、住み慣れたこのマンションから出て、新しい生活を始めることに少々不安を感じている。

「ホント、勝手だよね……私」

　そう呟いて自嘲気味に笑った。

　シャワーを浴び終えるとタオルを巻いたまま髪を簡単に乾かすと、スマホのアラームを一時間後にセットして自分のベッドに倒れこんだ。




　目が覚めたのは九時過ぎ。

　すっかり寝すごしてしまった私は、西野くんからの電話で飛び起きたのだった。

　たしか今日の午前中は人と会う予定を入れていなかったはず。

　手帳をめくり確認した後、素早く着替えを済ませる。それからクリーニングから戻ってきていたみちるのカシュクールワンピースをブランドのショッパーに入れると、マンションを飛び出した。

　私たち編集者は、決められたコアタイムさえクリアすれば、出勤時間は特に定められていない。いわゆるフレックスタイム。

　だから今日だって別に遅刻にはならないのだ。けれど、仕事が立てこんでいるのに朝寝坊というのはなんともバツが悪い。

「おはようございます」

「おはよ、志保子」

　挨拶をして中に入ると、私に気づいたみちるが手を大きく振った。

「みちる、おはよう。これ、この間のワンピース。ありがとう」

「どういたしまして」

「お礼にランチご馳走させてよ。今日なんてどう？」

　私はみちるに借りた服を返しながら、お礼のランチに誘ってみる。

　お礼というのは実は建前で、本当は西野くんと付き合い始めたことを話すのが本来の目的。

「もちろん、行く行く」

「本当に？　よかった。それじゃあ、またお昼頃に声かけるから」

　みちるとランチの約束をした私は足早に自分の席へと向かった。

　隣のデスクには西野くんの姿はなくて、立ち上がったままのパソコンとカバンが置き去りにされている。もしかしたら、喫煙所かもしれない。

　そんなことを思いながら、私は昨日の作業の続きを始める。取材依頼や打ち合わせの準備など、やらなければならないことが山積みだ。頑張らなければと両頬をパンパンと叩くと、背後でクスクスと笑う声がする。

　振り返ると西野くんが、私を見下ろしていた。

「おはようございます、小松さん」

「……お、はよう。西野くん」

「なにひとりで百面相してるんですか？」

　西野くんはそう言いながら椅子を引いて座ると私の方に体を向けて、肘かけに肘をついて頬をのせるとジッと私を見つめてくる。

　そんなにおかしな顔をしていただろうか。

「百面相って……だって、仕事のこととかをいろいろ考えてたらつい」

「つい、ねえ。小松さんって、思ってること顔に出るタイプですよね。まあ、それがかわいいんですけど」

「なに言ってるの、西野くん」

「なにって、彼女のことをかわいいって思わない男がどこにいるんですか。思わずキス、したくなりました」

「キス!?」

「してもいいですか？」

　私が返答に困っていると、西野くんはいたずらな笑みを浮かべた。

「冗談です。そんな困った顔をしないでください」

「……もう、西野くんの意地悪。冗談なんて言ってないで仕事しよ、仕事。そういえば、ル・シエルの取材日程は決まったの？」

　私が聞くと西野くんは大きく頷いた。

「はい。そのことも含めて話をするので今日の昼過ぎに店に来るようにって、鏑木さんから言われてるんですよ。昼飯もご馳走してくれるそうです」

　ル・シエルのランチは、ディナーよりもリーズナブルな価格で楽しめるようだけど、予約がとれないのは昼も夜も同じようだ。

「そうなんだ。ル・シエルでランチだなんてうらやましい。頑張ってきてね」

「はい、もちろんです」

　それから間もなく、西野くんは編集部を出ていって、私も正午を少し回った頃にみちるとランチに出かけた。

　小さなバッグにお財布とスマホだけ入れて、向かう先はもう決めている。

「ねえ、みちる。少し歩くけど、最近オープンしたばかりの『満まん月げつ庵あん』に行こうと思ってるんだけど、どうかな？」

　私が聞くと、みちるはうん、と頷く。

「もちろん。確かあそこはお粥の専門店だったっけ。お店の感じもかわいいし、気にはなっていたんだよね」

「じゃあ、決まりね」

　満月庵を選んだ理由は、もちろんおいしいランチを食べたかったから――というのもあるけれど、お店のホームページで朝七時からオープンしていると知ったから。

　実は私は冬ごろ『朝カフェごはん』に掲載できるお店を探していて、その偵察もかねて選んだ。

　この辺りはオフイス街。日々仕事に追われているのは誰もが同じで、時間ぎりぎりまで寝ていたいと思うもの。それを承知の上で、あえてゆったりと朝ご飯を食べることを勧めたい。心に余裕もできるし、頭もさえる。美容にも健康にもいい。寒い季節に、体に優しい朝ご飯で心温かな一日をスタートする。そんなコンセプトまで浮かんでいた。




　みちるとの会話を楽しみながら歩いていると、あっという間に到着してしまった。

　雑居ビルの一階、ダークブラウンベースにレッドとゴールドをアクセントに使った外装。木製のドアを開けると、綺麗な女性の店員が迎えてくれた。奥にはもうひとり、コックコートをきた男性の姿が見える。ふたりで店を回しているのだろうか。その他の店員はいないようだ。

「いらっしゃいませ。お好きな席へどうぞ」

「はい」

　昼時ということもあって、八割方テーブルは埋まっている。私は店内を見渡して、窓際のふたりがけの席に座った。

「素敵なお店だね、志保子」

「うん、そうだね」

　内装はシノワズリ風のアンティークの家具で統一されていて、ネットで見た時よりもとても落ち着いた雰囲気がする。

「なににしようか」

　みちるはそう言いながらテーブルの上に立ててあるメニューを手に取って広げた。

　さんざん悩んで私は湯葉入り豆乳粥、みちるは海鮮粥を選んだ。

　ランチタイムには中国茶と日替わりのデザートもつくらしく、今日は杏仁豆腐だそうだ。注文した料理が届くまで、私はみちると新しい企画の話に花を咲かせていた。

「お待たせしました」

　最初に運ばれてきたのは中国茶で、白磁のティーポットから揃いの茶器に注ぐと、ジャスミンの上品な香りがふんわりと広がる。美容にいいと知られているが、その香りの成分は自律神経を緩和させ、ストレス解消や集中力を高める作用もあるという。ひと口含むとさわやかな風味で、ほのかな甘みも感じられる。仕事中、ついついコーヒーばかりに手が伸びるが、お茶というのもいいものだと改めて思う。

　給湯室に置いておいてあったらいいな、なんて考えたりして。

　お茶を飲み終えた頃、注文したお粥が目の前に置かれた。豪快に湯気の立つ器の中には、白く艶つややかな豆乳のお粥とクリーム色の湯葉。アクセントに刻んだザーサイとクコの実が乗せられていて、とてもおいしそう。

　みちるの海鮮粥も、海老や帆立、飾り切りされたイカがたっぷりと入っていて、男性でも満足できそうなボリューム。

「おいしそうだね、みちる」

「そうだね、早く食べよう」

「いただきます」

　私は用意された木製のスプーンを手に取った。それは木を繰り抜いて作られたもののようで、温かみもあって軽く、握りやすく作られている。陶器のレンゲよりも食べやすいかもしれない。そんなこだわりも私好みで、ますます取材対象として興味がわいた。

　メインを食べ終えて、デザートの杏仁豆腐をスプーンでつつきながら、私はみちるにこう切り出した。

「あのね、西野くんとのことなんだけどね」

「うんうん」

　みちるは頷いて私を見つめる。

「……付き合うことになったの。企画会議の日にね、告白されてＯＫしたんだ」

「そうだったんだ。おめでとう……でいいんだよね？」

　少し遠慮がちに尋ねられ、私は困惑しながら聞き返す。

「もちろん、どうして？」

「西野と付き合ってみたらなんて言ってたけど、本音を言うと、なんていうかね……志保子はまだ、聡さんのことを好きなんじゃないかって思ってたから」

　そう言われて、胸がズキンと痛んだ。けれど、それはもう忘れなければならない痛みのはず。

「でも、私の思いすごしだったみたい。変なこと言ってごめんね」

　だから私は、みちるにとびきりの笑顔を向けた。

「そんなことないよ、心配してくれてたんだよね、みちるは。この間も聡のことで相談に乗ってもらっていたのに、真っ先に話せなくてごめん」

　私は小さく頭を下げると、みちるはそんなことないよと笑った。

「応援してるよ、志保子」

「ありがとう。でも、編集部のみんなにはまだ内緒にしておいてね」

　人差し指を立てて唇にそっと添える。

「内緒ね、了解。それは正解かもしれないな。社内恋愛禁止なんて決まりはないけど、西野は人気があるから。おそらく嫉妬がすごいんじゃない？　そうなるとなにかと面倒だもんね」

　みちるがあまりにも感情を込めていうので、思わず苦笑いしてしまった。

　それから杏仁豆腐を平らげると、私たちは席を立った。

　会計を済ませると、女性の店員さんは店のドアを開けて見送ってくれる。

「ありがとうございました」

「ご馳走様でした、お粥もデザートもとてもおいしかったです」

　私の言葉に嬉しそうにはにかむ。その笑顔が素敵で、絶対にまた来ようと思った。

　編集部に戻った私は、早速パソコンを開いて『朝カフェごはん』のフォルダに満月庵の情報を追加した。とてもいい店だった。あとは何度か足を運んでから、企画書を書く予定。朝カフェの連載を始めてから私は取材対象の店には最低でも二度、可能であればそれ以上通ってから記事を書くことにしている。手間がかかると言えばそれまでだけど、これが私のこだわりでもあり、楽しみでもある。

「さてと」

　私は気持ちを切り替えるために、大きく伸びをしてから新着メールを次々に確認し始める。それのほとんどが午前中に送った取材依頼の返事で、思った以上に好感触な返事が多かった。私は担当者宛にメールや電話で後押しし、了承を得られた所から取材日程を組んでいく。

　思った以上にスムーズに仕事が進み、気づくともう午後四時。西野くんの帰りが遅いことに気がついてメールを送ると、まだル・シエルにいるらしい。

　今日中にル・シエルの取材日程についても確認しておきたい。私は用が済んだらすぐに戻ってくるようにとだけ返した。

　それからひと息つこうと給湯室へ向かう。手にしたインスタントコーヒーの瓶を手に取ってまた棚に戻すと、給茶機のお茶をマグカップに注いでデスクに戻った。

　そういえば今朝、聡は早く帰れる日を教えてくれと言ったけれど、これから急な取材や撮影が入るかもしれない。そう考えたら、平日の帰宅時間を予測するのは難しい。今の時点で空いているのは今週、日曜日だろうか。私はスマホを手に取ると、聡にメールを送った。




　西野くんが編集部に戻ってきたのは、午後六時過ぎ。ル・シエルでランチをご馳走になった後、料理や、店内の撮影についてなどを鏑木 圭と話し合い、大まかな撮影当日のタイムスケジュールまでも決めてきたという。

「撮影に関しても可能な限り鏑木さんの意見を優先させてもらうつもりですが、それでよかったですか？」

「もちろん。それが条件なら仕方ないもんね。あとは西野くんがどこまで鏑木をコントロールできるかにかかってるんだから、責任重大だよ」

　私は西野くんへの期待も込めてそう言った。

「それじゃあ、このまま進めさせてもらいます」

　普通ならプレッシャーを感じるはずなのに、こともなげにほほ笑んで見せる。この自信は一体どこから来るものなのだろう。私も負けてはいられない。

「さあ、頑張るよ。西野くん」

「はい。でもその前に腹ごしらえしましょうよ。牛丼でよければオレ、買ってきますけど？」

「……え、うん。テイクアウトするんでしょ？　気分転換に外に出たいから私も行こうかな」

　会社から外に出ると、ちょうど目の前の信号が赤に変わり、私たちは横断歩道の手前で足を止めた。

　西の空の夕焼けが、緩やかに重なり合う暖色のコントラストをつくり、帰路を急ぐたくさんの背中をオレンジ色に染めている。

　編集部に異動してからは、こんな時間に退社することなんてなくなってしまったな。なんて、そんなことをただぼんやりと考えたりして。

「志保子さん」

　そう声をかけられてハッと視線を戻すと、目の前の歩行者信号は、いつの間にか青へと変わっている。

「行きましょう」

　歩き始めたと同時に西野くんは私の手を握った。誰かに見られたらまずいと思ってとっさに振りほどくと、西野くんは不服そうな顔をする。

「ごめんね、でも会社の目の前だし」

「……ま、いいですけど。志保子さん、今日は何時まで仕事をしていくつもりですか？」

「えぇっと、終電までかな」

「……今日、志保子さんのマンションに行ってもいいですか？」

　西野くんは言いながら私の顔を覗きこむ。

「うちのマンションに？」

「はい。少しでも一緒にいたくて。ダメ、ですか？」

　そう聞かれて私は慌てて頭を左右に振った。

「ううん、そうじゃなくて」

　西野くんをうちに呼べない理由を話すべきなのだろうか。でも、どうやって。

「実は同居人がいてね、だから今日突然うちにくるっていうのは難しいかな」

　結局うまい言葉が見つからず、曖昧な答えでごまかした。

　そうすることにうしろめたい気持ちはあったけれど、嘘はついていない。

　今の私と聡の関係は、同居人以上の何者でもないから。

　だから、なにも知らない西野くんに対して、馬鹿正直に話す必要もないのだと自分に言い聞かせる。

「……ごめんね」

　すると西野くんは少しだけ眉を寄せ、考えるそぶりを見せるとゆっくりと口を開いた。

「……そうですか。じゃあ、オレのアパートに一緒に帰りましょう。それならいいですか？」

「うん……」

　一緒に住んでいる人間が男か女か、聞かれなかったのは幸いだった。私は密かにホッと息をつく。

　それから目的の店に到着すると食券を買い、出来立ての牛丼をふたつ持って編集部へと戻った。

　私はまた給茶機でお茶をふたつ入れると、買ってきた牛丼をレジ袋から取り出して机の上に置く。まだ七時前で夕食には少し早めの時間ではあったけれど、昼食がお粥だったこともあって無理なく完食することができた。西野くんも大盛り生卵つきの牛丼をぺろりと平らげて、お茶を一気に飲み干すと満足そうに手を合わせる。

「ご馳走様でした」

「ご馳走様。さ、仕事しようか」

「はい。小松さん」

　食べ終えると休む間もなく各々の作業に取りかかった。

　西野くんは隣のデスクで、別の企画の校正紙を見つめながらマーカーを走らせている。

　彼もまた、多忙だ。自分の担当ページを持ちながら、編集長を始め、他の部員から仕事を振られることもよくあるからだ。それをふたつ返事で引き受け、確実に仕上げていくのだからさすがとしか言いようがない。彼の自信はその仕事ぶりに裏づけされているのだと思った。




　編集部の時計の針が午後八時を指した頃、私のスマホがメールの着信を告げる。聡からだとわかったのは、彼からの電話やメールの着信音を別のものにしていたから。

　そっと指でタップしてメールを開くと私が送ったメールの返事で、話し合いは日曜日で決定しようという内容だった。

「小松さん」

　いきなり話しかけられてスマホをとっさに伏せると、西野くんは不思議そうな表情で私を見る。

「なに？　西野くん」

「……あの、オレ、少し休憩してきます」

　そう言って、タバコとライターを持つと椅子から立ち上がり編集部を出ていった。私はその背中を見送ると、聡からのメールに返信をし、すぐさま作業を再開する。

　それから数時間。ようやく仕事を切り上げる目処がたった私たちは、時間差で退社して、地下鉄の改札口で落ち合う約束をした。

「お待たせ、西野くん」

　私は券売機近くの柱に寄りかかってスマホをいじっている西野くんを見つけた。小走りで駆け寄ると、顔の前で手を合わせる。

「ごめんね、遅くなっちゃった。帰り際、大崎さんに呼び止められちゃって……」

「まあ、そんなところだろうと思ってました」

「本当に、ごめん。待ったでしょう」

　私が頭を下げると、西野くんは笑顔で首を横に振る。

「いいえ、大丈夫です。こうして待つのもなんか新鮮でよかったから。じゃあ、帰りましょうか」

「うん」

　改札を抜けると、西野くんは当たり前のように私の手を握る。

　そしてその手を口元に持ってくると、チュッと唇を当てた。

「ちょっと、ダメだよ西野くん、こんな所で」

　そう思ってやんわりと咎とがめても、西野くんは動じない。

「……じゃあ家までガマンします」

　そう言ってほほ笑まれてしまえば、もう返す言葉すら見つけられなかった。

　こんな時、どうするのが正解なのだろうか。

　思えば聡は、あまり感情を表に出さない人だった。だからよく、言葉や態度で示してくれたらと思っていたのに。決してイヤなわけではないのだけれど、西野くんのストレートな愛情表現に戸惑う。

　じゃあ、どうされたいのか。なんてことは、自分でもよくわからない。

　そんな曖昧なままじゃ、また同じ失敗や別れを繰り返してしまいそうな気がして、少し怖くなった。




「志保子さん、次で降りますよ」

「……あ、うん」

　運よく座れた席で、私はついうとうとしてしまった。フラフラと立ち上がると、西野くんに手を引かれて中野で電車を降りる。

　アパートに着いたら、シャワーを浴びてすぐにでもベッドにもぐりこみたかったのに、それは叶いそうにない。

「約束しましたよね、志保子さん」

　西野くんは私をベッドに押し倒すと、スカートの中に手を伸ばす。

「待って、西野くん。今日はそんな気持ちになれな……っん」

　西野くんは私の言葉を遮るように、少しだけ強引なキスをする。そんな彼の腕の中から抜け出すと、私はバスルームに逃げこんだ。

　西野くんは追ってはこなかった。もしかしたら怒らせてしまったのかもしれない。でもだからといって彼の求めに応じる気持ちにはどうしてもなれなかった。




　シャワーを浴びて部屋に戻ると、西野くんはベッドの隅っこで小さく丸まるようにして眠っていた。

「……寝ちゃったんだ」

　正直ホッとした。電気を消して小さな寝息をたてる彼の隣に寝転がったのだけれど。眠るタイミングを逃してしまったのだろう。体はとても疲れているのに、頭がやけに冴えてなかなか眠ることができなくて、しばらく暗がりの中で天井を見つめていた。

　それから私はベッドから下りてキッチン横にある小さな冷蔵庫を開ける。中を覗くと昨日買った食材の残りと缶ビールが数本入っていた。

「一本、いただきます」

　そう言って手を伸ばし、冷えたビールを取り出すとしゃがんだままプルタブを押し上げて口をつけた。立ち上がることすら億おっ劫くうだ。

　聡と暮らしていた頃は、自分のしたいことだけを優先することができた。そうすることが許されていたから。

　疲れて帰宅してベッドに倒れこんでしまえば、脱ぎ捨てた衣服はきちんと洗濯機の中に入れられていて、シンクにほったらかしの汚れた食器は綺麗になって棚に戻されていた。

　西野くんとの関係に同じものを求めるつもりなんてないけれど、今までの生活スタイルを変えることは大きな試練になると思う。

　込み上げてくる不安を飲みこむように、手にしていた缶ビールを一気に煽った。




「おはようございます、志保子さん」

　体をゆすられて、重い瞼を持ち上げると目の前に西野くんの顔があった。

「……おはよ。今、何時？」

　もう少し眠りたい。そんな思いで尋ねる。

「八時です」

　そのひと言で一気に目が覚めた。

　ガバッと上半身を起こすとキョロキョロと室内を見渡し、まだどこにあるのかわからない時計を探す。

「正確には八時五分ですけど」

「ええっ!?」

　ようやく見つけた時計はテレビのすぐ横にあって、懸命にその針を進め続けている。

「先に起きていたなら、起こしてくれればよかったのに」

　スマホのアラームをセットし忘れた自分を恨みつつボヤいた。

「だって、志保子さんよく寝ていたから。それに今からシャワー浴びても、九時前には編集部に着けますから、大丈夫ですよ」

　西野くんはさらりと答える。

「……そうじゃなくて」

　私は彼の背中に向かって呟く。

　シャワーは昨夜浴びたからいいとしても、着替えたかった。しかし今日は、昨日届いていなかったＦＡＸを朝一で確認するつもりでいた。

　私はマンションに戻るのを諦めて、ポーチの中のメイク道具で簡単に化粧をし、生乾きの髪をシュシュでまとめる。それから昨日と同じ服に袖を通すとバッグを持ち上げて、玄関で待っている彼に駆け寄った。

「西野くん、お待たせ」

「じゃあ、行きましょうか」

「うん、行こう」

　私たちはアパートを出ると駅までは早足で歩く。

　タイミングよくホームに滑りこんできた電車に飛び乗ると西野くんの言った通り、九時前には編集部に到着することができた。

　ふたり同時の出勤になってしまったのだけれど、これまでもたまたま一緒になることもあったので、余計な詮索をされることはないだろう。

「おはようございます、小松さん。これ、小松さん宛のＦＡＸです」

　自分のデスクにバッグを置いてパソコンを立ち上げるとすぐに、真田さんがやってきた。

「おはよう、真田さん。どうもありがとう。これ、欲しかったリストなの」

「そうでしたか。それより小松さん、すごく疲れているみたい。髪もお肌もぼろぼろだし、なんだか、かわいそう」

　真田さんは西野くんをチラリと見ながら、心配そうに私の顔を覗きこむ。そんな彼女の目が笑っているように見えたのは、そう思わせるなにかが、言葉の裏側に存在しているからに違いない。

　悲しいけれど、こんな時は一切反論しないことにしている。

　それは、二十代後半になってようやく身に着けたスキル。部下と張り合うのは仕事だけで十分だ。

　昨日と同じ服装だと指摘されなかっただけ、よかったと思うことにしよう。

「……アハハ、大丈夫じゃないかも。酷い顔だよね。歳には敵わないって感じかな」

「ですよね、本当にやばいと思いますよ」

　語尾を上げてかわいく同意する真田さんに、西野くんは明らかにムッとした表情を向けた。

　それに気づかない彼女は、西野くんにも同意を求める。

「ねえ、西野くんもそう思うでしょ？」

　西野くんは椅子に座ったまま真田さんの方に体を向けると、にっこりとほほ笑んで言う。

「いえ、全然」

　ああ、もう。西野くんの馬鹿。

　頭を抱えたくなるのを堪えて、私は彼女に言葉をかけた。

「ううん、本当にそうだよね。じゃ、それもらうね。どうもありがとう」

　受け取るつもりで手を差し出す。

　すると真田さんは、持っていたＦＡＸ用紙の束を、まるで叩きつけるように私のデスクに置いた。

　その怒りの矛先はもちろん西野くんではなく、私に向けられている。

　一見して彼女の表情は笑っているようだった。けれど、その心中は穏やかではないだろう。

「では、失礼します」

　そう言ってかすかに頭を下げるとそそくさと自分のデスクへと戻っていった。

「なんですか、あれ」

　私より先に口を開いたのは西野くんだ。

「ああいう態度はないと思いますけど。それに志保子さんも志保子さんです。どうして言われっぱなしで反論しないんですか？」

「……言われっぱなし、ね。確かにそうだけど、私が反論したらあれくらいじゃ済まなかったかもしれないよ」

　力なく笑う。すると西野くんは大きなため息をついた。

「オレはガマンできませんでした。彼女の悪口言われて平気でいられるわけがないじゃないですか。でも、志保子さんが困った顔をするからあれ以上言うのを止めたんです」

「ありがとう。西野くんがそう思ってくれただけで十分だよ。もう忘れる」

　私がそう言うと西野くんはあきれた様子で肩を竦める。

「……忘れるって、これで二回目ですよね。この間だって同じようなこと言われてましたよね」

　この間というのはおそらく、ル・シエルへ行くためにドレスアップしてきたあの日のこと。

　真田さんは私に、西野くんとは年齢的に不釣り合いだと言ったのだ。自分の方がふさわしいという意味も込められていたに違いない。

　あの時は気づいたら西野くんが背後に立っていたのだけれど、もしかしたら聞こえてないのかと思っていた。なのに、しっかり聞かれていたなんて。

「……ああ、あの時ね。聞こえてたんだ」

「はい。真田さんの気持ちもそれ以前から気づいてましたよ。でも、オレあの人に興味ないし。そもそも他人を下げて自分が上がろうって考え方が間違ってる」

　意外と手厳しい西野くんの言葉に、私はどう返答していいのかわからなくて苦笑いする。

「まあ、それはそうかもしれないけどね」

「かもしれないじゃなくて、そうなんです。こんなことが続くならオレと志保子さんが付き合ってることを真田さんに話して、これ以上侮辱するなって言いますから」

　私は声を荒げる西野くんをどうにかなだめようとする。

「ありがとう西野くん。その気持ちだけで十分だよ。私は大丈夫だから付き合っていることはまだ話さないでおきたいの」

「まだって、じゃあいつまで待てばいいんですか？」

　西野くんは不満げな表情でそう聞いてきた。

「あんなこと言われて真田さんのことをかばう理由がわかりません」

　真田さんをかばうつもりはない。けれど私はこのタイミングで付き合っていることを伝えるのはあまり得策ではないと思う。西野くんからオバサンの私と付き合っているだなんて告白されたらすごくショックを受けるだろうし、それで大人しくなるような子ではない。これ以上彼女との関係が拗れるかもしれないと考えたら……そんな勇気も出なかった。

「……そうだね、まだ決めてないけど。彼女の様子を見て、かな」

「なんですか、そのアバウトな期日」

　そう言われると返す言葉も見つからず、困った顔で西野くんを見る。

　すると彼は、

「……まあ、志保子さんがそれでいいなら仕方ないですけど」

　と、しぶしぶ納得してくれた。

「ありがとう、西野くん。さあ、仕事始めようか」

「はい、小松さん」

　小さく息を吐き出して気持ちを切り替えると、真田さんが持ってきてくれたＦＡＸに目を通す。

　それからしばらくはお互い自分の作業に没頭した。




　西野くんは昼過ぎになって編集長と一緒に青山にあるドレスショップに出かけていった。

　この間も、ウエディング特集の件でロケハンに同行していたし、編集長お気に入りの西野くんはおそらく現地での撮影にも連れていかれるだろう。

　そうなると、数日間の拘束は覚悟しなければならない。

　ル・シエルの取材日程と重ならなければいいなと願いつつ、私も打ち合わせに来たライターの長は谷せさんとランチに出かけた。

　長谷さんは女性のフリーライターで同年代。話も合うし、なんといってもかわいいと思うポイントが同じ。

　だから、例え細かな指示をしなくても、私の求める素敵な文章を書いてくれるのだ。

　そんな理由もあり、最近は長谷さんに仕事を依頼することが多い。

　お決まりのイタリアンのお店でお気に入りのボロネーゼを食べながら、すでに伝えてあった企画内容について話し合い、文章だけでは伝わらない細かなイメージを言葉に乗せて伝えた。

　あとは、取材対象のサロンやショップと直接やりとりをしてもらい、それからさらに詳しい打ち合わせをするつもりでいる。

「では、またご連絡しますね。小松さん」

「はい、お待ちしています」

　ランチを終えると長谷さんとはそこで別れ、私は編集部へと戻った。




「戻りました」

　勢いよくドアを開けると、入口付近にデスクがある真田さんと目が合ってしまった。

　気まずい。そう思ったのは彼女も同じだったようで、とっさに視線を外す。

　まあ、無理もないだろう。かわいいものだ、そう思ったのも束の間。

　私の「お疲れ様」の言葉に、小さな舌打ちが返ってきた。怒らせたいのだろうか。でも、そんなことにいちいち腹を立てるエネルギーがあるのなら、仕事に回した方がいい。だから、気付かないフリをする。例えそんな態度が余計に彼女を苛立たせることになっても。

　けれどもし、彼女が西野くんにまでそんな態度をとるというのなら、話は違ってくる。その時はハッキリと言うつもりでいる。

　私は自分のデスクの椅子を引くと、小さなため息をついて腰を下ろす。

　一瞬目を閉じて再び開くと、心の中で「よし」と気合いを入れて仕事モードにチェンジする。スリープモードのパソコンにパスワードを入力してロックを解除し、作業を再開した。




　西野くんが終始ご機嫌な様子の編集長と共に戻ってきたのは、夜になってからのこと。彼に確認したいことも、相談したいこともあるというのに、到着して早々に会議室へと連れていかれてしまった。

　編集長には敵わない。

　私は彼の背中を見送りながら、解放されるまでにはまだまだ時間がかかりそうだと覚悟する。否応なしに漏れるため息とともに、どっと疲れが噴出した。

　私はデスクに突っ伏して、乾ききった眼を休めるように瞼をそっと下ろす。するとこのまま眠ってしまいそうになる。

　そんな私の肩を叩いたのはみちるだった。

「志保子、どうした？　具合が悪いわけじゃないよね」

「ああ、みちる。うん、大丈夫。疲れただけだから、なんでもないよ。ありがとね」

「そう。ならいいんだけど。私はもう帰るよ」

「……え、帰るの？」

「うん。もう十時だからね。志保子は？」

　体を起こして時計を見ると、あと数分で午後十時になるところ。どうりで眠くもなるわけだ。

「……私はまだ帰れないな。西野くんが大崎さんに捕まってるから、置いていくわけにもいかないしね」

「そっか、志保子も大変だね」

「そんなことないけど。今夜も結局、終電ギリギリになりそうだよ」

　みちるは項垂れる私の背中を叩くと、颯さっ爽そうと編集部を出ていった。

　みちるが帰った後、編集部内に残っていた部員たちもひとり、またひとりといなくなる。

　そのたびにデスク真上の照明が消えていった。

　周囲を暗がりに囲まれると、さらなる眠りへと誘いざなわれる。

「……ダメだ、全然はかどらない」

　私は眠気覚ましにコーヒーでも飲もうと考えて、給湯室へと向かう。

　外側の壁にある照明のスイッチを押して中に入り、小さめの電気ポットに水を張ると電気コードを差しこんだ。

　夕飯を食べ損ねてお腹もすいていた私は、冷蔵庫に入れておいた十二個入りのチョコレートを一粒取り出して口に放りこむ。

「……おいしい」

　甘い誘惑に負けて、もう一度冷蔵庫を開ける。

　いつもよりおいしく感じるのは、疲れた体と脳が糖分を欲しているからだろう。食べすぎはよくないと知りつつも止められず、結局全部平らげてしまった。

　それからお湯が沸くまでの間、私はなにをするわけでもなく、壁にもたれたまま、ただぼんやりとしていた。

　やがて電気ポットの中の水が徐々に沸騰する音が聞こえてきて、私は取り出したマグカップにインスタントコーヒーを多めに入れた。

「志保子さん」

　ふいに名前を呼ばれて顔を上げると、そこには西野くんが立っていた。

「西野くん」

「大崎編集長に言われてコーヒーを淹れにきたんですけど」

　西野くんは私に歩み寄ると、フワリと抱き寄せる。

「よかった。志保子さん、もう帰っちゃったかと思って」

「まさか。まだ仕事たくさん残ってるから」

「じゃあ、オレが終わるまでは待っていてください」

　言いながら西野くんは私の首元に顔を埋めてくる。くすぐったくて身を捩ると、チュッと唇を押しつけられた。

「ちょっとダメ、くすぐったいって。いいよ、待っててあげる。でも私ね、今日は自分のマンションに帰るつもりなの」

「え、そうなんですか」

　わかりやすいくらいにトーンダウンした声。でも、今日はさすがに家に帰りたい理由があった。

「だってほら、さすがに三日同じ服っていうのはまずいでしょ？」

「……確かにそうですよね。じゃあ、明日は来てくださいよ」

　仕方ないとでも言うように西野くんは頷く。

「うん、いいよ。明日ね」

「約束ですよ」

　私は回された腕にそっと手を添えると、ゆっくりと頷いた。




　マンションのドアを開けて中に入るとひどく懐かしく感じて、すごくホッとする。今までも出張や旅行などで数日帰宅しないことはあった。それなのに今日に限ってそんな気持ちを抱いてしまうなんて。

　認めたくはないけれど、私にとってここが一番安らげる場所なのかもしれない。

　明かりの消えたリビング。聡はもう寝てしまったのだろう。部屋の電気も消えているようだ。

　物音をたてないように自分の部屋に入ると、替えの下着とパジャマを持ってバスルームへと向かった。本当はバスタブにお湯を張って、ゆっくりと浸かりたかったのだけど、後片付けをするのが億劫で、仕方なくシャワーだけ浴びることにした。

　バスタオルを棚から取り出して、浴室に入る。メイクは洗顔用のオイルで落としてから、洗顔料を泡立てて念入りに洗って、洗った髪にはトリートメントをたっぷりつけて、少しだけ長めに放置した。

「……髪も肌もボロボロでかわいそう……なんて言われちゃった」

　気にしないはずだった真田さんの言葉は、私の心に引っかかっている。

　言われてみれば確かに、最近の私は忙しさを理由にして自分磨きに手を抜いていた。西野くんは気にしていないようだけど、だからといってそのままでいいわけがない。若さを保ちたいとは思わないけれど、綺麗でいなければと思う。この決意がどれくらい続くかはわからないけれど。




　――翌朝。

　私は玄関のドアが閉まる音で目を覚ました。聡が仕事へ出かけたのだろう。

　ハッとしてベッドサイドに置いておいたスマホで時間を確かめる。

「……なんだ、まだ六時じゃない」

　目覚めてしまったことを少しだけ恨めしく思いながら、もう一度目を閉じる。

　しかし、もしこのまま二度寝してしまったら、おそらく起きられないだろう。

　せっかくなので、このまま起きて出勤し、昨日の満月庵で朝食を食べるのはどうだろうか。

　朝のメニューも客層も見ておきたいし、写真も何枚か撮りたい。

　先日行ったばかりだけれど、思いついた時に行動しないと次に予定を立てようと思ってもなかなか難しくなる。

　考え出したら徐々に頭も冴えてきて、私は勢いよくベッドから飛び起きた。

　顔を洗って身支度を整えると、小さめの旅行用バッグをクローゼットから取り出した。

　今日は西野くんのアパートへ泊まる約束をしている。そういえば、付き合い始めたばかりだというのに、ほぼ毎日彼の家に行っている。

　連泊してもいいようにと数日分の着替えと化粧品類をバッグに詰めこんだ。

　できれば靴やバッグや、身の回りのものを持っていきたいのだけれど、あくまでも〝泊まる〟ための荷物。

　聡との生活が中途半端に続いているうちは、西野くんと同棲するような状態にはなりたくなかったから。

「そろそろ行かなきゃ」

　私はバッグを肩にかけると、パソコンの入った重い通勤用のバッグを反対側の手に持った。

「……いってきます」

　玄関で靴を履き、誰もいない部屋に向かってそうつぶやくと私はマンションを出た。

　今の時間帯は、通勤ラッシュのピークには少し早い。でも、この大荷物で満員電車に揺られるのはそれなりの覚悟が必要かもしれないと思った。

　渋谷で電車を乗り換えて、会社の最寄り駅に着いた頃には、グッタリとしてしまって。思いつきで行動に出てしまった自分を少し恨んだ。

　改札を出て、階段を上がる頃にはもうすでに息が上がっている。

　ここから満月庵まではもう少し先。気合いを入れなおすと、私はまた歩きだした。

「おはようございます」

　店のドアを開けると、店員の女性が笑顔で迎えてくれた。

「おはようございます。また来てくださってありがとうございます」

　覚えていてくれたことを嬉しく思いながら、お好きな席へと言われた私は、奥の厨房が見える席を選んで座った。

「こちらが朝のメニュー表です。メインのお粥は朝も昼と変わりはないのですが、追加で作り立ての豆乳とダンピンという卵とねぎを巻いたクレープのようなものが付きます」

「……じゃあ、鶏粥と追加の二品もお願いします」

「はい、かしこまりました」

　昼時と比べると、客の入りはあまり多くはない印象だけれど、静かな店内でゆったりと朝食を食べられる。それはそれで、実はものすごく贅沢なことかもしれない。

　私が記事にすることでもし客足が伸びたとして、この雰囲気が壊れてしまうようなことがあったら残念だ。その点は前もって確認しておかなくちゃ。

　私は手帳を取り出すと、ペンを走らせた。

「お待たせしました」

　注文して五分もたたないうちに、全ての料理が運ばれてくる。

　思っていたよりもうんと早い。時間のない朝ならこのスピードは嬉しい。

「胡麻団子はサービスです」

　そう小さな声で言い、ニコリとほほ笑む。

「わ、ありがとうございます。いただきます」

　私はスマホで写真を数枚撮ると、まず豆乳に口をつけた。思ったほど青臭さもなくてさらりとした飲み口。

　メインのお粥は文句なしのおいしさで、食欲のない朝でもどんどん食べられる。

　ダンピンは、〝蛋餅〟と書くらしく台湾などでは定番の朝食メニューのようだ。

　なかに厚切りのハムが入っていて、お粥だけでは物足りないという人にはちょうどいいボリュームではないだろうか。

　あっという間に完食し、記事にする時のイメージも掴めた。

　私はタイミングを見計らって女性の店員さんへ声をかける。

「とってもおいしかったです」

「ありがとうございます。そう言って頂けると、主人も喜びます」

「ご夫婦なんですね」

　ふたりは夫婦で、日本人。中国と台湾にそれぞれ住んでいた経験があるそうだ。

　それ以上の詳しい話は聞くことができなかったが、お店を始めた理由やこだわりなども聞いてみたいと思った。

「また食べにきます」

「はい。お待ちしています」

　私は支払いを済ませると、足早に会社へと向かった。




　編集部に到着して自分のデスクに座ると、早速、満月庵で走り書きしたメモを広げ、パソコンのファイルに打ちこんでいく。

　次に店に出向く時までには、ページのイメージをラフにしておけたらいい。なんだかとてもいい記事が書けそうな気がして思わず頬がゆるむ。

「なにかいいことでもあったんですか？」

「西野くん」

　出勤してきた西野くんはニッコリと笑うと椅子を引いて自分のデスクに座った。

「おはようございます、小松さん」

「おはよう。ねえ、これ見て」

　声をかけると西野くんは、すごく近い位置からパソコンの画面を覗きこんでくる。

　私の頬をくすぐる彼のほんのり湿った髪の毛からは、シャンプーしたてのとてもいい香りがした。

「ああこれ、小松さんの担当している企画ですね。へえ、お粥か。おいしそうですね」

「そうなの。すごくおいしいんだよ、ここ」

　言いながら振り返ると、唇が触れそうなほどの至近距離に彼の顔がある。

　まずい。そう思った私はとっさに距離を置こうとした。

　なのに、西野くんは私の椅子のキャスターを足で踏んで動かないようにしている。

「残念。逃げられませんよ」

　そうささやいてそっと頬を寄せた。

　後ろの席にはまだ誰もいない。もちろん真田さんも出勤してきていない。

　でも、斜め前のデスクではほかの部員が作業をしている。

　山積みの資料でお互いの顔は見えないけれど、立ち上がってしまうと見られてしまう。

　否応なしに早まる鼓動はドクドクと大きな音を響かせるので、余計に私の気持ちを焦らせた。

「ねえ、西野くん。もういい加減に離れてよ。見られたらどうするの」

　小声で抗議する。なのに、西野くんはまったく動じない様子で答える。

「だってオレ、ひと晩志保子さんと一緒にいないだけで禁断症状に苦しんでいるんですよ？　離れるなんてできません」

　言いながらクスクスと笑った。

「馬鹿なこと言わないで。今夜は一緒にいる約束なんだからいいでしょ？　ちゃんとそのつもりで来たんだから」

　デスクの足元に押しこんだ荷物を指差しながら言う。

　すると、西野くんは私を解放してくれた。

　それから彼は自分のデスクの椅子を引いて座ると、なにもなかったかのように仕事の準備を始める。

　私は翻弄されているなと感じながらも、それを悟られないようにすました顔でさっきの作業に戻った。

　キーボードを叩きながら、まだ落ち着かない鼓動をなだめるようにゆっくりと深呼吸を繰り返す。

　チラリと西野くんの方を盗み見ると、どこかへ電話をかけていた。

　相手は鏑木 圭のようだ。

　難攻不落のはずだった取材対象の彼と楽しげに話をする関係になれるなんて、ほんの数週間前までは想像すらできなかった。

　電話を切ると西野くんは大きなため息をつく。

「……今夜店に来るようにって」

「ル・シエルに？」

「はい。でもなんで今夜なんだろう。志保子さんと一緒に過ごそうと思ってたのに」

「行かないとダメだよ。それ、仕事だもの」

　私はきっぱりと言うと、西野くんは「ですよね」と笑う。

「それならいっしょに行きましょうよ。志保子さんも連れて行っていいですかって鏑木さんに聞いてみます」

　私の返事も聞かず、西野くんは受話器を上げるとリダイヤルボタンを押した。




「お待ちしておりました。西野様、小松様」

　ル・シエルに到着した私たちを、小宮山さんはにこやかに出迎えてくれた。

「こんばんは、小宮山さん」

「そうぞ、こちらへ。ご案内いたします」

「どうも」

　西野くんは慣れた様子で小宮山さんに続いて中に入っていく。

「どうしました、志保子さん。行きますよ」

　入口で立ち尽くす私に、西野くんは振り返って声をかける。

「西野くん、私、本当についてきてよかったの？」

「なにを今更。鏑木さんにはちゃんと許可をもらいましたよ。何度も言わせないでください」

　正直私は、鏑木 圭に会うのが怖い。

　うるさい女と言われたあの夜から、ル・シエルには一度も足を運んでいない。

　もちろん、メールでは取材を受けていただいたお礼と、正式な取材依頼は私の名前で送らせてもらった。

　しかしどちらも事務的なやり取りのみで終了し、後のすべては西野くんに任せることにしている。そもそも、鏑木 圭は相手が西野くんだったから取材を許可したのだ。事実、私の出番はない。

「……やっぱり帰ろうかな。ここの取材は西野くんに一任してるわけだし。それに、私がいない方がうまく進むんじゃない？」

　私が煮えきらない態度を示すと、西野くんはわかりましたと頷く。

「じゃあ、志保子さんだけ先に帰って下さい。実は今日、撮影に使う料理の試作品を見せてくれるそうなので、遅くなると思います」

「……え、試作品？」

「ほら気になる」

　してやったり、といった表情で私に笑顔を向けた。

「だから一緒に行きましょう。志保子さんに意見をもらえたら、すごく助かるし」

　西野くんはそう言って私の手を握ると、少し強引に引き寄せた。

「だからもう、帰るなんて言わせませんよ」

　撮影用の料理が見られると知ってしまったら、帰るわけがない。

　西野くんもそれをわかっているくせに、私の腕をしっかりと拘束するように掴んで離さないのは、私が照れて困るのを楽しんでいるからなのかもしれない。

「……もう、わかったってば。だから少し、離れてよ」

「いいじゃないですか。恋人同士なんだし」

「それはそうなんだけど、ダメよ。仕事で来たんでしょ？」

　ぴしゃりと言ってのければ、西野くんもそれ以上は絡んではこない。

　そうでした、と言わんばかりにパッと手を離す。

　そんな私たちのやり取りを、なにも言わずに見つめていた小宮山さんにお待たせしましたと頭を下げると、バーカウンターまで案内してくれた。

「どうぞ、こちらへ。準備が整いましたらお迎えに上がります」

　高さのあるスツールにふたり並んで座ると、カウンターの向こうにいるバーテンダーは丁寧に頭を下げる。

「なにかお作りしましょうか？」

　その言葉に甘えて、ゲストでもないのにと少々恐縮しながらも、私たちはお任せでノンアルコールのカクテルをお願いした。

　私は甘めのもの。西野くんは甘くないもの。

　どんな仕上がりになるのだろうと、目の前で優雅に振られるシェイカーを見つめながら、とてもワクワクとした気持ちになる。

「お待たせいたしました。どうぞ」

　スッと差し出されたグラス。クラッシュドアイスを詰めたオールドファッショングラスに、パイナップルとレッドチェリーが飾ってあってとてもかわいらしい。

「こちらはバージン・チチでございます。ココナッツミルクとパイナップルジュースでお作りしてます」

　西野くんにはサラトガ・クーラー。琥珀色の泡がスタイリッシュなグラスの中で踊っていた。

「ありがとうございます。いただきます」

　そっと口をつけると、甘くトロピカルな香りが口の中に広がって幸せな気持ちにさせてくれる。

「……わ、おいし」

　思わず声を漏らすと、バーテンダーは満足そうな笑みを浮かべた。

　立ち居振る舞いや醸し出す雰囲気から無機質で冷たい印象を持っていたけれど、笑うととても優しい顔になるようだ。

　そんな彼をもう一度チラリと見る。すると途端に目が合って思わずドキリとした。

「お気に召しましたか？」

「ええ、とっても。カクテルのことはあまり詳しくないんですけど、チチってこんなにおいしかったかなって、ビックリしちゃいました」

「オレも、そう思います。お上手なんですね」

「ありがとうございます。おかわりなさいますか？　仰っていただければ、別のカクテルもお作りいたしますよ」

　そう言ってもらえたら、もっとたくさん飲んでみたくなるのだけれど。

「いえ、もう十分です。次は、プライベートで飲みに来ますので。その時はまたお勧めのカクテルを作ってください」

「承知いたしました」

　ノンアルコールを飲んでいるのに頬が熱くなるのは、彼の魅力に酔わされたからなのだろうか。改めて思うのは、ル・シエルには上質なスタッフが揃えられているのだということ。

　本当に、素敵な店だ。

「西野様、小松様。準備が整いましたので、ご案内いたします」

　カクテルを飲み終えたタイミングで、声をかけてきたのは、以前ここに来た時にお世話になった男性のウエイターだった。

　私たちは、バーテンダーにお礼を言って彼のあとについていく。

　通されたのは、厨房と隣り合わせの十畳ほどの個室。

　白い壁に囲まれたシンプルで上品な落ち着いた雰囲気の部屋の真ん中には大きめのテーブルが置かれていて、深みのあるボルドーのテーブルクロスがかけられている。ブリッジランナーは金糸の織りこまれたシルクで、そこはかとなく高級感を醸し出していた。

　ル・シエルともなれば、専属のテーブルコーディネーターがいるのだろうか。

　そう思った時、西野くんが唸るように言った。

「さすが鏑木さん、いいセンスしてる」

「これを彼が？」

「あ、はい。以前の打ち合わせの時にそう言ってましたから」

「信じられない……まるでプロの仕事だよね」

　テーブルフラワーやキャンドルは個性的なデザインだが、上手に調和させているのはさすがだ。ここに、どんな料理が乗るのだろうか。

　私の期待が最高潮に達した時、鏑木 圭が姿を現した。

　額に滲む汗をまくり上げたコックコートの袖で拭きながら西野くんに笑いかける。

「待たせて悪かったね」

「いえ、お忙しいのに時間を作ってくださってありがとうございます」

「ありがとうございます」

　私も西野くんに便乗して頭を下げる。

　鏑木はチラリと私を見てすぐ、西野くんに視線を戻した。

「こういうことはあまり後回しにしたくなくてね。それに君も早い方がいいって言っていただろう？」

「言いました。でもまさか、本当に応えてくれるとは思っていませんでしたけどね。テーブルコーディネートもいい感じだし、料理も期待してますよ」

「西野くん、そんな言い方したらダメだよ」

　あまりにも砕けたものの言い方に、私は慌てて注意する。

　しかし、鏑木はまったく気にしていない様子で頷いて、自信たっぷりに言う。

「もちろん、期待を裏切るようなことはしないさ」

　鏑木が厨房に向かって指示を出すと、あっという間に料理が並べられた。

　西野くんが撮影用に依頼した、前菜とメイン、それとデザートの三品。そのあまりの美しさに思わず息を飲む。

「……素敵」

　上質で落ち着いた存在感があり、それでいてとても繊細で女性的。おそらく、女性誌に掲載されることを意識しているのだろう。今回用意してもらったこのメニューは、ラルゴ九月号の発売に合わせて期間限定で提供する予定だそうだ。

　頑なに自分のスタイルを押し通すのではなく、求めに応じて柔軟な対応ができるのは真の意味でのプロ。

「どうですか、志保子さん」

「どうって……うまく言葉にできないくらい、いい」

　鏑木は、私のお粗末すぎるコメントにクツクツと喉の奥を鳴らして笑った。

「そりゃ、どうも。初秋から年末までの期間限定メニューということで、前菜からデザートへと季節の移り変わりを表現したんですよ」

　恥ずかしいというより、情けない。

　曲がりなりにも私は編集者だ。鏑木の前で緊張しているからといって、どうしてもっとこう、気の利いたコメントができなかったのだろう。

　思わず俯いた私をかばうように、西野くんは言葉を重ねた。

「実はオレも、うまく言葉にできないくらい、いいなって思いました。文句なしです。さすが鏑木さんですね。ああでも、記事にする時はちゃんとした言葉で書きますから安心してください」

「ああ、わかっているよ。心配なんてしてないさ」

　ライターは使わず、西野くんが取材し記事を書く。これが取材を承諾する際に鏑木が出した条件のひとつだ。その他にもいろいろと彼なりのこだわりがあるらしく、そこは西野くんがうまく調整してくれているようだ。

「よかった。そしたらこれ、食べてもいいですか？」

「もちろんだよ。あんたも、どうぞ」

　そう付け加えられて、私は恐縮しながら頭を下げる。

「ありがとうございます」

「今、ワインを用意させるからゆっくりしていくといい」

「やった！　ありがとうございます、鏑木さん」

　西野くんを見つめる鏑木の目が優しい。

　そこにはやはり、特別な感情があるのではないかと疑いたくなる。それが愛情だとは限らないのだけれど。例えば惹かれあうポイントが互いの才能だとしたら、彼らは相思相愛なのだろう。そこに私の入りこむ隙はない。少し、妬ける。

「どうしたんですか、志保子さん」

「ううん、なんでもない。西野くん、カメラ持ってきたよね」

「はい。持ってきました」

　今回の料理は〝試作品〟と言っていたけれど、これ以上望むものはない。西野くんも同じ思いだろう。これで決まり。そんな出来だ。

　ワインが注がれた時点でシャッターを切る。その後、並んだ料理のメモを取りながらその味を堪能した。

　前菜は秋野菜のゼリー寄せ。色鮮やかな野菜が琥珀色の結晶に閉じこめられているよう。見た目もさることながら味もよく、口の中に入れるとゼラチンがコクのあるスープに変わり野菜の甘みが穏やかに広がる。中に詰められた野菜は、触感がそれぞれ異なっていながらも上手に調和していた。

「旨いですね、これ」

「うん。すごくおいしいよね」

「こういうのあまり好きじゃなかったけど、これならいくらでも食べられます」

　西野くんは数口で平らげると、メインのローストビーフに手をつける。真っ赤なソースと金粉がかかったやわらかそうな肉は目にも鮮やか。付け合わせにもボリュームがあって、豊かな秋の実りを表現しているようだ。赤ワインとの相性も最高で、その味を堪能しながら、仕事中であることも忘れてグラスを空けてしまった。

　デザートはモンブラン。たっぷりとかけられた淡雪のようなクリーム、雪の結晶のようなホワイトチョコレートとアラザンが冬の訪れを感じさせる。

　鏑木は季節の移り変わりを表現したと言っていた。まるで物語のような料理。そのエピローグであるデザートを食べてしまうのが惜しい。

　そう思いながらも、ゆっくりと口に運んだ。

　おいしい。もう、それ以上の言葉は見つからない。ふと西野くんの皿を見ると、手つかずのまま。

「食べないの？」

「はい、できれば志保子さんが食べて感想を聞かせてください」

　西野くんは甘えた口調で言いながらケーキの皿を私に差し出した。

「それはいいけど。でも毎回誰かに食べてもらうわけにもいかないでしょ？」

　私と一緒に行動しているうちはいいけれど、これからひとりで取材に出かけた時に困るのは西野くんだろう。

「そうですね。このままラルゴで仕事を続けていくなら困ると思います」

「このままラルゴで……か」

　西野くんはモード誌の編集者を目指している。だからといって今ここにある仕事をおざなりにしていいはずはない。けれど、なぜだろう。その言葉は近い未来を見据えているように聞こえた。

　だから私はそれ以上なにも言わずに西野くんから皿を受け取った。

「……今回が最後だからね」

「ありがとうございます」




　料理をすべて食べ終えると、鏑木に見送られて店の出入口に向かう。

　その途中西野くんがトイレへ行き、私は鏑木とふたりきりになってしまった。

　すでに閉店した店内には客の姿はなく、数名のスタッフがフロアーの後片付けをしているだけだ。ふたりの間に会話はなく、気まずい沈黙が続く。西野くんに早く戻ってきてほしいと祈ったのだけれど。

「あんたさ」

　鏑木は唐突に言葉を発した。

　ビクリと肩を震わせると、怪訝そうな顔をする。

「そんなに驚くことはないだろう」

「……すみません」

　私が頭を下げようとすると鏑木は手でそれを制止する。

「別に謝らなくていい。だからひとつだけ、いいだろうか」

「……なんですか？」

「彼のこと、もて余すようなら早めに手放すことだ」

　まるで諭すような口調でそう言って、私をまっすぐに見た。

「……それは仕事とプライベート、どちらのことを仰っているんですか？」

「どちらもだ。彼のことを欲しがる人間は沢山いる」

　失礼な男だと思った。仕事のことならまだしも、プライベートなことまで言われる筋合いはない。

「欲しがるって……彼はモノじゃない。あなたが心配しなくてもちゃんと自分の将来を考えていますよ」

「なんだ、よくわかっているじゃないか」

　その時、ちょうどいいタイミングで西野くんがトイレを済ませて戻ってくる。

「お待たせしました……なにか、ありました？」

　不穏な空気を察したのか、西野くんは私と鏑木を交互に見る。

「なにもないよ」

　仕事相手でなかったら、もっと反論していただろう。グッと言葉を飲みこむと西野くんの腕を掴んで鏑木から目を逸らした。

「今日はありがとうございました。撮影の日程についてはまた後日ご連絡いたします」

　小宮山さんと鏑木に見送られてル・シエルを出ると、西野くんのアパートへと向かった。




　週末ということもあり大勢の人で賑わう恵比寿駅から混雑している山手線に乗りこんだ。

　新宿で中央線に乗り換えると中野で電車を降りる。

　閉店間際のスーパーに立ち寄ると食料品を買った。会計が済んだ商品を袋に詰めながら、西野くんは私に問いかける。

「志保子さん、週末はずっとうちにいてくれるんですか」

「うん。そのつもりだけど」

　西野くんのアパートでも仕事ができるようにと、ただでさえ多い荷物に加えて、分厚い原稿や書類をバッグに詰めこんできた。

「……あ。でも、何日も部屋を空けられないから日曜の夕方には帰るね」

　日曜日に聡との約束があることはもちろん伏せた。すると西野くんは大げさに肩を落として見せる。

「え、そうなんですか？　週明けまで一緒にいられると思っていたからすごく残念」

「ごめんね、西野くん」

「まあ、仕方ないですよね。帰りましょうか、志保子さん」

「うん、帰ろ」

　アパートに着くと、玄関にたくさんの荷物を下ろして靴を脱ぐ。

　するとすぐ、西野くんの腕が私の体を抱き寄せた。

「ちょっと待って、西野くん」

「待てませんよ」

　西野くんは私の耳たぶを軽く食むとそのまま耳元で囁く。

「やっぱり食べたくなっちゃったんですから。食後のデザート。それと、もういい加減オレのこと名前で呼んでくれませんか？」

「……ゆ、祐人」

「はい。よくできました」

　西野くんは私の体を冷たい鉄のドアに壁に押しつけると、足の間に自分の片方の足を割りこませて固定する。まるで今夜は逃がさないとでもいうように。

「ねえ志保子さん、もっと楽にして、力抜いてください」

　そう言いながら完全に身動きがとれなくなった私の顎を左手で掴む。何度もキスを繰り返しながらカットソーの中に手を入れてブラジャーのホックを外した。私の気持ちは置いてけぼりのままで、どんどん先へ進もうとする西野くん。

　こんな求め方をされても、なにも感じない。ただ、苦痛なだけだ。

　私は西野くんの胸に両手をついて思いきり押し返した。

「どうしたんですか、志保子さん」

　西野くんは首を傾げながら私の顔を覗きこむ。そして戸惑いを浮かべながら聞いてくる。

「……ベッドに行きます？」

「そういうことじゃなくて……」

「じゃあ、どういうことですか。まさかまた、したくないとかはなしですよ」

　その声が明らかに苛立っているのがわかった。二度も拒んだのだから、当然のことなのかもしれない。でも、応えられなかった。

「……ごめんなさい」

　私が静かに頭を下げると、西野くんはなにも言わずに背を向ける。本気で怒らせてしまったのかもしれない。

「待って……」

　そのまま廊下をずんずんと進んでいく背中に、私は手を伸ばすことができなかった。

　目覚めたのは昼近く。

　喉の渇きを感じた私は、気怠さの残る体を無理やり起こした。結局あのまま床で寝てしまった西野くんのずれたブランケットをかけなおすと、玄関先まで歩いていく。置きっぱなしになっていた買い物袋からミネラルウォーターのペットボトルを探して、渇いた喉を潤した。空になったペットボトルは流し台の上に置いて、買ってきた食料品を仕分けしながら冷蔵庫の中にしまう。

　それから私は自分のバッグに手を伸ばすと、ノートパソコンを取り出した。廊下にしゃがんだままインターネットに接続すると、早速メールの確認を始める。

　見ておいてよかった。

　私は返答待ちをしていたカメラマンからのメールに早速返事を送る。このタイミングを逃したら、彼のスケジュールを押さえられなかったかもしれない。ホッと胸を撫で下ろしながら、そのほかのメールに目を通していく。

「志保子さん」

「きゃっ……」

　突然背後から声をかけられて、私は小さな悲鳴をあげた。

「そんなに驚かなくてもいいじゃないですか」

「だって、いきなりなんだもん……」

　言葉は返したものの気まずくて振り返ることができない。そんな私のうしろにしゃがみこんだ様子の西野くんはゆっくりと話し始めた。

「昨日は、すみませんでした。なんか、やりたいだけみたいになっちゃって、志保子さんの気持ちとか考えてなかったなって反省してます。許してくれますか？」

　私がコクリと頷くと、西野くんは私をうしろから抱きしめる。

「反省してるんじゃなかったの？」

「このくらいはいいじゃないですか」

「いいけど、今は放してよ。あと一件、返信したいメールがあるの」

　最後まで言い終わらないうちに、西野くんは私のノートパソコンをパタンと閉じてしまった。

「ちょっと。なにするの、西野くん」

「祐人です」

　呼び間違いを、すぐさま訂正される。

「……祐人」

「だって、今日は休日でオレは志保子さんをひとり占めしたいのに、志保子さんは仕事優先で。正直面白くないんです」

「困らせないでよ。仕事だもん、仕方ないじゃない」

「困らせるつもりはありませんよ。オレだって志保子さんほどじゃないけどやらなきゃならない仕事はありますし、大切だって思ってます。でも、ふたりでいる時は、仕事なんてしないで下さい」

　西野くんの目は真剣だった。冗談で言っているんじゃないことくらいはわかる。でも、今の私にそんな余裕なんてない。

「……そんなこと」

「できませんよね。今の志保子さんには無理だと思います」

　言い合いになってしまった。そうなるとわかっていても止められなかった。相手が聡だったら、こうはならない。いつも聡が先に折れて、引っこみのつかなくなった私をなだめてくれたから。

「風呂、入ってきます」

　西野くんはおもむろに立ち上がりバスルームに入っていってしまった。

　ひとり廊下に残された私は、閉じられたままのパソコンをバッグに押しこんで彼のあとを追った。そしてドア越しに声をかける。今の私たちの関係では、先に折れてなだめるのは私の役目だろうから。

「ごめんね、祐人。オンオフの切り替えが下手なのは、自分でもよくわかっている。今度は私が反省する番だね」

　するとしばらくして、小さな声が返ってくる。

「……志保子さん」

「うん」

「オレ、あなたが好きだからどうしてもワガママになってしまうんです」

「わかってる……」

　彼と付き合っていくためには、きっともっとたくさん変わっていかなければならないんだ。










失ってから気づくこと




　日曜の夕方。

　金曜の夜から西野くんの家で過ごした私は自宅マンションへと戻った。

　これから、ここをどうするのか、聡と話し合いをするために。

　住み始めて三年。長いようであっという間だった時間。今でもこの部屋を初めて見に訪れた日のことは鮮明に覚えている。

　その当時、賃貸マンションを探していた私たちは、そこの担当者に田舎暮らしを始めるため、部屋を売却したいという老夫婦を紹介された。築三十年を超えたマンションは外観こそ時代を感じたが、中身はしっかりとした造りで、水回りなどの簡単なリフォームを行えば住むにはなにも問題はなかった。それとなによりも好立地であること、ローンを組んだ場合月々の支払いが、賃貸マンションに住む家賃よりもだいぶ抑えられるということもあって、三日悩んで決めた。

　あの頃の私たちは、自分たちの未来にこんな結末が待ち受けているだなんて考えもしなかったのだけれど。

「おかえり志保子」

　聡に迎えられて部屋の中に入り、荷物は自分の部屋に置いて、リビングのソファーに座った。

「コーヒーでも飲む？」

「じゃあ、私が淹れてくるね」

　立ち上がろうとすると「いいから、座ってて」そう言って聡はキッチンの方まで歩いていった。

　やがてマグカップをふたつ持って戻ってきた聡からその片方を受け取ると、いい香りのするコーヒーを啜る。

「……ん、おいしい」

「そう、よかった」

　やっぱり聡の淹れたコーヒーはおいしい。普通に売っているブレンドコーヒーだけど、これが一番ほっとできる味だ。

　聡は私の向かい側に座ってコーヒーをひと口だけ飲むと、話をこう切り出した。

「このマンション、売ることにしたよ」

　聡がそう決めたなら、なにもいうことはない。私はただ、ゆっくりと頷く。

「じゃあ、早々に引っ越し先を探さないといけないね」

「ああ、そうだな。知り合いに声をかけたら欲しいって人が何人かいてね。思ったよりも早く売れるかもしれない」

「そっか。聡も忙しいのに、任せっきりでごめんね。よろしくお願いします」

　そう言って深々と頭を下げると、聡は笑った。

「ずいぶん他人行儀なんだな」

「……だって」

「まぁ仕方ないか。なにか決まったことがあればその都度メールする」

「うん、わかった」

　話を終えた後、夕食は外へ食べに行こうという話になった。

　ふたりで外食するのは久しぶりで、最後がいつだったのか思い出せない。おそらく私が編集部に異動してからはなかったんじゃないかな。

「なあ、志保子はなにか食べたいものはあるか？」

　マンションのエントランスを出ると、聡が聞いてきた。

「うーん、そうだな。蕎そ麦ばが食べたいな」

「蕎麦？　志保子がそんなこと言うなんて珍しいな。俺に気を遣わなくても、志保子の好きなものでいいのに」

　別に聡に気を遣ったわけではなかった。ただ、ふと思い浮かんだから。

「そんなことないよ、食べたいと思ったからそう言ったの。ほら、ずいぶん前だけど聡と一緒に行ったことあるでしょ、わりと遅くまでやってるお店」

「……ああ、あそこか。結構歩くけど、行ってみるか」

「うん」

　目的地が決まると私たちは歩いて細い路地を抜け、大きな通りへ出る。いつもは若い人で賑わっている駅前も、普段より人通りが少ない。日曜日の夜だからだろうか。多くの会社員は明日、仕事だ。もちろん、聡も私も。

「ねえ聡、明日は早いの？」

「いや、いつも通りだけど。志保子は？」

「私は月曜日だからいつもよりは早めに出るつもり。だからあんまり飲まない方がいいんだけど……。あそこの蕎麦焼酎がおいしかったんだよね。あと、出し巻き卵も」

「おいおい、志保子。肝心の蕎麦はどうしたんだよ」

「もちろん、ちゃんと食べるよ。当たり前じゃない」

　拗ねたようにそう言うと、聡はそうかそうかと私をなだめる。

「あ、また。私のこと子供扱いして」

「そんなことないって。ほら、早く来い。置いてくぞ」

　背の高い聡を見上げて話しながら歩くと、ついつい歩くのが遅れてしまう。

「……あ、待ってよ、聡」

　私の様子に気づいた聡は、何気なく歩調を合わせてくれる。ありがとう。そう心の中で呟くと、彼の隣に並んだ。

　こうして並んで歩くと、すれ違う女の子たちの視線が聡に向けられるのがよくわかる。

「カッコいいね」

　そんな声が聞こえてきても、聡は気にする素振りすら見せない。

　付き合い始めの頃は私の方が気になって仕方なくて、聡に帽子をかぶせたのを思い出した。今となっては懐かしい思い出。




　店に着くと、暖簾をくぐって中へ入る。

　お洒落な店内は照明が薄暗い感じに落とされていて、カフェやバーのような雰囲気だ。オフィス街とは異なる客層で、お洒落な服装の若者の姿も目立つ。ちょうど満席だったため、席が空くのを待った。

　ふたりがけの席に通されると、まずは蕎麦焼酎と卵焼きを注文して、それを食べながらお酒を楽しむ。

　ほろ酔い気分になった頃、蕎麦を注文する。食べ終えると蕎麦湯を飲みながら、聡は私にデザートを勧める。

「今日もデザートは抹茶のムースだってさ。食べるか？」

「うん、食べたい」

　運ばれてきたムースにほくほくしながらスプーンを差し入れる。若干固めに感じたけれど、口に入れるとすぐにとけてなくなった。甘さも控えめで、抹茶の風味がとてもいい。

「これ、すごくおいしい」

「じゃあ、ひと口くれよ」

　そのひと言があまりにも自然だったから、私は何も考えずにいつものようにスプーンで少しすくって聡の口元に差し出した。すると聡は、パクリと口に含む。

「……うーん、甘いな。でも旨いよ」

　そう言いながら苦笑いする聡はあの頃のまま、なにも変わらない。私と同じものを食べて、同じ時間を過ごして、笑い合って。そんな今がとても楽しくて幸せで、このままこうしていたいと思ってしまったのは、お酒を飲み過ぎたせいなのかもしれない。




「ご馳走様でした。おいしかったね、大満足」

　デザートを平らげると、膨れたお腹をゆっくりと摩った。

「ああ、旨かったな。じゃあ、そろそろ帰るか」

「そうだね」

「ここは俺が」

　聡はそう言って当たり前のように伝票に手を伸ばす。

　今までならそれでよかったけれど、いつまでも甘えているわけにはいかない。

「いいよ聡、割り勘にしよ。私、結構飲み食いしたもん」

「いいから。黙って奢らせなさい」

「……でも」

　結局支払いは聡がした。私は店を出るともう一度お礼を言う。

「ごちそうさまでした。ありがとう、聡」

「どういたしまして……って、酔ってるの？　志保子、だいぶフラフラしてるけど」

　聡はそう言いながら私に手を差し出した。

「さあ、行こう。ほら」

「……うん」

「ちゃんと歩けよ」

　そして、足元のおぼつかない私の手を引くと、マンションへ向かって歩きだす。たまには私もこんな風に甘えたい。でも、西野くんといる時はいつも年上の女として振る舞ってしまう自分がいる。ちゃんとしなければと思うあまり、最近ではお酒を飲むことも控えていた。だから今日は久しぶりに飲んで、とても酔ってしまったのかもしれない。

　交通量の多い国道二四六号線。そこを吹き抜ける重く湿った風は心なしか冷たくて、いつの間にか私の酔いを醒ましていった。

　クリアになった思考は、繋がれた手をどうするのかと私に問いかける。けれど、その答えを出せぬまま、気づいたらマンションの目の前まで来てしまっていた。

「……聡、手。もう大丈夫、ありがとう」

　片手でポケットの中の鍵を探る聡を見て、ようやくこう切り出すことができた私。

　それからすぐにどちらからともなく放された手。

　おそらくもう二度とその温もりを感じることはないのだろうと思いながら、徐々に冷えていく指先をそっと自分の頬に押し当ててみた。




　部屋に着くと私が先にシャワーを浴びさせてもらって、聡と交代した。

　私は聡がバスルームから出てくるのを待ちながら、リビングでノートパソコンを開く。いつものようにメールをチェックして、それぞれに返信をしてから中途半端になっていたロケの進行表を作り始める。

「――志保子」

　名前を呼ばれて顔を上げると、ペリエの瓶を二本手にした聡が立っていた。

「仕事してたんだ」

　そう言いながら一本を私の目の前に置くと、テーブルを挟んだ向かい側のラグの上に腰を下ろす。

「ごめん、もう終わるね」

　反射的にパソコンを閉じようとしたのは、西野くんとの約束があったから。そんな私の様子を見て、聡は少し驚いたような顔をした。

「どうしたんだ、急に。いつものようにここで仕事をすればいいじゃないか」

「……いいの？」

「いいのって、今更なに言ってるんだよ。俺が仕事するなって言ったことある？」

「……ない」

「そりゃ、かまってもらえなくて寂しい思いはしてきたけど、今でも俺は志保子の理解者であり、協力者でいたいから」

　思いがけない言葉に私は目を丸くした。

　どうしてそう言ってくれるのが、西野くんじゃなくて聡なんだろう。

「相変わらず忙しいんだろ？　仕事。頑張れよ。でも無理だけはするなよ」

「ありがとう、聡」

　ありがとうだなんて言ったのは、これが初めてかもしれない。聡は自室から読みかけの本を持ってくると、またラグに座って静かにページをめくりはじめた。

　リビングには私のキーボードを叩く音だけが忙しく鳴り響いている。

　すぐ傍にいるのに、交わす言葉はない。

　今までの私は、こんな風に過ごす時間が嫌で仕方なかった。

　恋人同士でいる意味を、この沈黙の中で何度考えただろう。聡はもう私に、興味がなくなってしまったのだと思っていたから。でも、そうじゃなかった。

　この時間は、彼の優しさそのものだったんだ。




　翌朝、ふと目を覚ますと自分のベッドの中にいた。

　昨日の疲れからか、なかなか起き上がることができない。何度も寝返りを繰り返していると、ある疑問が浮かぶ。

「……そういえば、私」

　仕事をしながらうとうととしていたところまでは覚えているが、自分でベッドへもぐりこんだ記憶はなかった。

　もしかしたら、聡がここまで運んでくれたのだろうか。

　気まずさと気恥ずかしさが込み上げて思わず叫びたくなった。私はそれを堪えるように、ボスっと枕に顔を押しつける。

　しばらくそのままの体勢でいたが、いつまでもこうしていても仕方がないとベッドから出ることにした。

　ペタペタとフローリングの上を歩いていってクローゼットを開け、そこから白いシャツとベージュのストレッチパンツを選んで取り出す。そこにポイントに夏用のストールを合わせて着替えを済ませる。

　顔を洗ってメイクを終えると、もうすでに出勤時間が迫っていた。

　見ればリビングのテーブルには広げたままのノートパソコンと資料。床にまで置かれた資料を慌ててかき集めると使い古した自社の封筒に押しこむ。




　ちょうどその時、和室の引き戸が開いて聡が顔をのぞかせる。

　ボタンが全部留められていないワイシャツ姿で、腕にはネクタイとジャケットをかけている。履いているスーツのズボンにはセンタープレスがしっかりとかけられているのが彼らしい。

「おはよう、志保子」

　チラリと胸元が見えたとき、まるで条件反射のようにドキリとしてしまって、私は慌てて視線を逸らした。

「どうかした？」

「ううん、なんでもない。おはよう。なんか私、昨日の夜、仕事しながら寝ちゃったみたいで……聡が部屋まで運んでくれたんだよね？」

「ああ、起こしたんだけど起きなかったから、風邪でも引いたらまずいと思って部屋まで運んだ」

　聡はそう言ってから、それでと言葉を続けた。その微妙な間に、イヤな予感がしたのだけど。

「志保子が俺のシャツの裾を離さないから。悪いと思ったけど、しばらく傍にいたんだ」

「う、嘘……」

　運んでもらっただけでも申し訳ないと思うのに、それ以上の迷惑をかけていたなんて。まともに聡の顔が見られない。

「ほんとごめんね……私、仕事行ってくるわ」

「ああ。気をつけて行ってこいよ」

　封筒とバッグを手に取ると、まるで逃げるようにマンションを出て駅へと向かう。

　玄関を出る間際に名前を呼ばれたような気がしたが、急いでいたこともあって私はそれに気づかないフリをした。










新しい生活




「おはようございます」

　編集部のドアを開けるや否や編集長は私を見つけて手招きする。

「おはよう小松、ちょうどいいタイミング。ちょっといいかしら？」

「はい、今行きます」

　自分のデスクにバッグを置いてすぐ、早足で編集長の元へと向かった。

「これ、お願いね」

　編集長は分厚いファイルを三冊、私に手渡すと営業部へ返却してきてほしいと言う。

「部長によろしく伝えて。定例の飲み会、そろそろ新しい店を開拓しましょうって。それと、次は私も行きますからってちゃんと言うのよ？」

「……はい、わかりました。伝えます」

　営業部と良好な関係を保つことは売り上げを伸ばすためにも重要な要素でもある。私も営業部にいたのでよくわかるのだけど、かかわりのある編集部の出版物はつい気にかけてしまうもの。編集長は、営業経験がないはずなのに、ずいぶんその辺の心理を理解しているものなのだなと感心してしまう。

　ファイルを抱えてエレベーターに乗りこんで、営業部のある二階で降りる。

　近くにいた社員に声をかけてから、所定の位置にファイルを戻し、編集長の言付けを伝えに部長の姿を探した。




「戻りました」

　部長の話が長すぎて、結構時間がかかってしまった。私は足早に自分のデスクへと向かう。

　するとその途中で、真田さんが私を呼び止める。

「小松さん、やっと戻ってきたんですね。これ、なんでしょう？」

　見覚えのあるパソコンケース。真田さんはそれを胸の高さまで持ち上げると、意味ありげな笑みを浮かべた。

「ついさっき、受付から電話が来たんですよ。面会というか、届け物を持ってきた人がいるって。でもチーフは席を外されていたみたいなので、私が取りに行ってきました」

　そう言われて初めて、自分のノートパソコンをリビングのテーブルに置き忘れてきたことに気づいた。それが今ここにあって、よりによって真田さんが持っているなんて。

　私は慌ててスマホを確認する。すると聡からの着信履歴が数件あった。

　届けたのは聡だ。彼女は聡に会ったんだ。その事実に、軽い眩暈を覚える。

　……もう最悪だ。でも、わざわざ届けてくれた聡を責める気持ちにはなれない。だからせめて真田さんには、これ以上余計なことを口にしないでほしい。すぐそこにいる西野くんに聞こえてしまうから。

「そうだったんだ。わざわざありがとね」

　私はお礼を言ってパソコンを受け取ろうと手を差し出す。けれど真田さんは、パソコンを渡そうとはせず話を続けた。

「素敵な人ですね、彼氏さん。背が高くて、スーツが似合う大人の男って感じで。それに、忘れ物をわざわざ届けてくれるなんて優しいじゃないですか。愛されてますね、小松さん」

「真田さん、あのね。あの人は彼氏じゃないんだよ」

　聡との関係性についてはきちんと否定しておきたかった。しかし今の彼女には、私の話を聞き入れるつもりなどなさそうだ。

「そんなはずないですよね。リビングのテーブルの上に置き忘れてあったって言ってましたよ。一緒に住んでるんですね。同棲してるなんて羨ましいです」

　もしかしたら彼女には、聡が私の恋人かどうかなんて、どうでもいいことなのかもしれない。

　ただ、この事実を西野くんに知らしめたいだけ。

「……これ、どうぞ」

　言いたいことはこれで全てだろうか。真田さんは、ようやくパソコンを差しだした。

「……あ、りがとう」

　それを受け取ろうとした瞬間。

「男いるくせに西野くんにもいい顔するなんて、本当に許せないんですけど」

　彼女はそう呟いて、いきなりパッと手を離した。

　――落ちる！

　そう思ってとっさに手を伸ばしたけれど間に合わず、私の大切なパソコンはゴトリと音をたてて床の上に落下した。

「真田さん!!」

　なんてことをしてくれたのだろう。私は目を見開いて、声にならない叫び声をあげた。

「あーあ、もう。ちゃんと受け取らないからですよ」

　彼女は、まるで自分はなにも悪くないとでも言うように私を見据えて、クスクスと笑っている。

「パソコン大丈夫だといいですね、小松さん。早く拾ってくださいよ」

　足元に落ちたパソコン。私よりも先にそれを拾い上げたのは、他でもない西野くんだった。

「あ、ありが……」

「小松さん、今ちょっといいですか？」

　そう言うや否や西野くんはもう片方の手で私の腕を掴んで、編集部の外に連れ出した。

　ぐいぐいと私を引っ張って廊下の端まで来ると、西野くんは非常階段の扉を開ける。

「出て下さい」

　言いながら先に私の体を押し出した後、うしろ手でその扉を閉めた。それから西野くんは上がった息を整えると、ゆっくりと掴んでいた手の力を緩めた。

　高い鉄柵に囲まれた無機質な場所。灰色の空がやけに近く感じて、さらに上を飛んでいく飛行機の音がとても大きく聞こえる。

「……パソコン、壊れてないといいですけど」

　西野くんは私にそれを手渡すと、大きなため息をついた。

　それから訪れた沈黙。

　聡との関係をどう説明したらちゃんと伝わるのか。私は、それだけをずっと考えていた。

「……オレが志保子さんちに行っちゃいけない理由って、そういうことだったんですね。本当に男と暮らしてるんですか？」

　先に口を開いたのは西野くんだった。

「黙っててごめんね」

「ごめんねって……じゃあ、パソコンを届けた人って、本当に志保子さんの彼氏なんだ」

　そう言われて、私は慌てて否定する。

「ううん、それは違う。もう、彼氏じゃない。半年も前に別れたの」

「……そうですか、それは信じたいですけど、どうしてまだ一緒に住んでるんですか？」

　西野くんの疑問はもっともだと思った。私だってそう思う。けれど、今までずるずるときてしまった。それは紛れもない事実。

「それはいろいろあって……でも、彼とは今、なんの関係もないし、それにもうすぐあそこを出るつもりでいるから」

「もうすぐっていつですか？　そんなあやふやな答えじゃイヤなんですよ」

　西野くんは語調を強めてそう言うと、私の体を引き寄せて力いっぱい抱きしめる。

「……だからもう、あのマンションには帰らないでください。どんな理由があるにしても、志保子さんがオレ以外の男と一緒にいるなんてありえません」

　愛想をつかされて、別れ話でもされるのだと覚悟を決めたのだけれど、そうではなかった。

　私は彼の胸に埋もれた顔を押し上げて、ようやく息をつく。

「……祐人」

「志保子さん、オレのアパートへ来てください。それでオレへの気持ちを証明してください」

　本当にそれでいいのか悩んだ。でも、頷くことしか答えは残されていない気がして。

　私がコクンと頷くと、西野くんは私を抱く腕にさらに力を込める。シャツを隔てて感じる彼の鼓動は、私のものよりずっと早かった。

　その日、私は、仕事を早めに切り上げて西野くんと一緒にマンションへ向かった。

　今日から西野くんのアパートで暮らすために必要な荷物を取りに行きましょうと彼が言ったから。

　聡が帰宅していなかったのは幸いだった。スーツケースにクローゼットの衣類を詰めこんで、化粧品や愛用の日用品は大きめのボストンバッグに入れた。靴は紙のショッパーに数足だけ。あとは、諦めた。

　家電や家具などは聡と一緒に購入したものもあるので、勝手に判断できないし、今すぐどうこうできるものでもない。どのみちまた、ここに来なければならないだろう。

「お待たせ、祐人」

　玄関先で待っていた西野くんは、私のボストンバッグに手を伸ばす。

「重い荷物はオレが持ちますから。じゃあ、行きましょう」

「うん」

　マンションの外へ出ると、呼んであったタクシーに乗りこむ。走行中の車内で、私は聡にメールを送った。

　こんなタイミングでマンションを出ることになるとは思わなかった。突然のことで、まったく実感がわかない。だからだろうか、これから始まる彼との生活に心躍るというような気持ちにはどうしてもなれなかった。




「……なるほどね。それで、西野と暮らし始めたわけか」

　翌朝。私は社内の化粧室で、みちるに西野くんのアパートに住み始めたことを話した。

「聡さんと暮らしていたことに関してはお咎めなしだったんでしょ？」

「うん、そう」

「よかったじゃない。すべて丸く収まって。西野は志保子にベタ惚れだからね」

　みちるはシャネルのポーチからリップグロスを取り出して、その唇にたっぷりとのせる。それからゆっくりと唇を合わせると、くるくるとグロスのキャップを閉めた。

　これから打ち合わせがあるというわけでもないのに、メイク直しに余念がない。一方、私のメイクポーチはバッグの中に入ったままだ。

　他人のこういう姿を見てハッとする。綺麗でいようと思ったのにもかかわらず、最近は仕事が立てこんでいる上に、西野くんと付き合い始めてからというもの、自分のことを構う余裕がない。

「愛されているって実感はあるんだけどね……、本当にこれで良かったのかなって思って」

「けどなに？」

「うん、まあ一緒にいるといろいろ求められることが多くて。なんて言うか……」

　言いよどむ私に、みちるはワザとらしくにやりと笑って見せる。

「あらそう。それはどうもご馳走様」

「もう。そういうことじゃなくて。ノロケたつもりは全然ないの。なんて言うか、どこにいても自由がない感じがして息が詰まるの」

　小さなため息をつく。するとみちるは困った顔で私を見つめた。

「聡さんは志保子を自由にさせておけるだけの余裕があったからね。でもだからって、それを西野に求めるのはかわいそうだよ」

「……そうだね。みちるの言う通りだよ」

　そう頭でわかっていても、西野くんに聡と同じものを求めてしまう。それじゃいけないと何度自分に言い聞かせただろうか。




　ある日の夕方、私は撮影のためにスタジオに向かう準備をしていた。

「西野くん。私これから撮影があるから、そのまま直帰するね」

「了解です。いってらっしゃい」

　西野くんは頷いて、早く帰ってきてくださいね、と付け加える。

「じゃあ、いってきます」

　会社を出ると地下鉄に乗りこんだ。すると、ちょうど帰宅ラッシュに巻きこまれてしまって、それから到着するまでの間、ずっと重いバッグを抱えたまま立っていた。

「もう、限界。お腹もすいたし」

　ひとりごちてため息をつく。

　考えてみれば今日は昼ご飯を食べていない。今日に限らず、このところ昼抜きのことが多い。家で仕事ができない分、昼食を食べる時間を削って作業しているからだ。

　実は私が連載を担当している朝カフェご飯をムック本として出版する話がきている。

　編集長は私以外の部員に本の編集を担当させるつもりでいたのだけれど、私がそれを阻止した。思い入れが半端ではない私の企画。それに第三者が手を加えるなんて絶対にイヤだったから。

　こなせる限界ギリギリの仕事量。でも、どうにか消化できている。

　ラグジュアリーナイトの方はほぼ順調に進んでいて、ライターの長谷さんは事前取材した内容を思い通りの文章にしてくれた。そしてもうすぐ撮影に入る予定だ。

　息つく暇もない。こんなふうに忙しさにあえぎながらも、楽しみで仕方がない自分がいる。

　ポケットを探ると飴がふたつ入っていて、私はそのひとつを口の中に放りこんだ。




　スタジオに着くとモデルを迎える準備をして到着を待った。

　しかし、予定時間になっても姿を現さない。おそらく前のスケジュールが押しているのだろう。担当マネージャーから連絡が入り、撮影は三十分遅れで開始したものの、スタジオの使用を延長する羽目になり、カメラマンからもスタイリストからも小言を言われてしまった。私はひたすら謝ることしかできない。

　ただ、ヘアメイクさんだけは「あの子はいつも遅れるの。だから大丈夫よ」と笑ってくれた。

　そしてもうひとつ救われたことと言えば、とてもいい写真が撮れたということだろうか。

　編集長がＯＫを出すかどうかは、確認してもらうまではわからないけど。私はとても満足して撮影を終えることができたから。これで今日の苦労はすべてチャラにできる。

　後片付けを終えると、私は持ってきた荷物を置きに編集部まで戻る。

　たまたま居残っていた同僚に食事でもどうかと声をかけられたのだが、西野くんが待っていると思い断った。




　アパートに帰ったのは午後十一時過ぎ。インターフォンを押すと西野くんが出迎えてくれる。

「志保子さん、おかえりなさい。ずいぶん遅かったですね」

「ただいま、祐人。遅くなってごめんね」

　そのままベッドに倒れこみたいと思うほどの疲労感。しかし、そういうわけにはいかない。

「志保子さん。早くご飯作ってくださいよ。オレ、お腹ペコペコです」

　まるで子犬のような顔で催促されてしまうと、さすがに「だったら先に食べていてもよかったんだよ」とは口が裂けてもいえない。

「わかった、今作るね。なんでもいい？」

「はい、なんでも」

　私は手を洗ってエプロンを付けると、早速冷蔵庫を開ける。そしてがっくりと肩を落とした。

「……祐人、なにも入ってないよ」

「そうなんですか？」

　まるで他人事みたいに言う西野くんにほんの少し腹が立った。

　聡だったら夕食を作って待っていてくれるのに。そこまで考えて慌ててかき消した。

　今朝、買い物に行かなければと思っていたのに忘れたのは私だ。だから、私が悪い、それなのに西野くんを責めてしまった。

「……ごめん、買いに行ってくる」

　バッグから財布を取り出そうとすると、西野くんが私の腕を掴む。

「もう遅いし、わざわざ行かなくてもいいですよ」

　西野くんはそう言って、食器棚の下からカップ麺をふたつ取り出すと鍋でお湯を沸かし始める。やがて沸いたお湯をカップに注ぎ三分後。

「じゃあ、食べましょうか」

「うん、いただきます」

　空腹を満たすだけの味気ない夕食。ラーメンを食べ終えると、私たちは交代でシャワーを浴びた。

「お待たせ、祐人。次どうぞ」

　西野くんがお風呂場に向かったのを確認して、私はバッグからパソコンを取りだす。数分でできる作業なんてたかが知れている。けれど、やらないよりは随分ましだ。電源を入れて立ち上がるとすぐに、作業を開始した。

　ふと気がつくと、シャワーの音がやんでいる。

「……タイムアウト」

　私はパタンとパソコンを閉じてバッグの中に押しこんだ。

　ため息交じりに呟くとベッドの上に寝転がる。

「明日早起きしてやろうかな」

　大きく伸びをした時、カーテンレールに吊してあった洗濯物が目に入った。

「もう乾いてるよね」

　けれど、それを畳む気力はもうない。

「……祐人。先に寝ちゃうよ」

　ドライヤーの音を聞きながら、お風呂場のドアを見つめた。なにもしないでじっとしていると、自然に瞼が降りてくる。もう限界だ。




　ハッと気づいて目を開けると、カーテンの隙間から薄明かりが漏れていた。そろそろ夜が明けるのだろう。

　今起きれば作業時間にあてられる、しかし私の弱い意志は、まどろみに興じることを選んでしまったのだった。




　それから目を覚ましたのは、スマホのアラームがセットしてある朝の七時。無機質に鳴り響く耳障りな音を止めると、ゆっくりと上半身だけ起こした。

「……やっぱり早起きなんてできなかった」

　わかりきったことだった。そもそも夜型の自分にそんなことができるはずがないのに。自嘲気味に笑ってため息をつくと、隣で静かに寝息をたてている西野くんを揺すり起こした。

「おはよう、祐人」

「……ん、志保子さん」

「ねえ、起きて。今朝は少し早めに家を出て、どこかでなにか食べてから出社しようよ」

「オレ、まだ眠いんですけど。それに、どうせ食べるなら志保子さんがいいな」

　西野くんはそう言うと、私の腕を掴んで引いた。

「ちょっと、放してってば。寝ぼけてないで起きて」

　バランスを崩してベッドへ倒れこむと、西野くんに組み敷かれてしまう。

「なんか、ムラムラする」

「なに言ってるの、いいから起きてちょうだい」

「……イヤですってば」

「だけど朝ごはん……」

「だから食べるなら志保子さんがいい」

　私を困らせようとしているみたいに駄々をこねる。

　押し問答を続けた後、私は逃げるようにベッドから抜け出して着替えを始めた。

「なんで逃げるんですか」

　そんな私を見て拗ねる西野くんをなだめるために頬にそっとキスをする。それから急いで出勤準備を整えるとアパートを飛び出した。




　結局いつもと変わらない時間になってしまって、駅前のカフェでベーグルとコーヒーをテイクアウトして出社した。それを片手に本日の予定をスケジュール帳で確認する。十時からスタイリストとの打ち合わせ。これは長丁場になるはずだ。

　お弁当の用意をするとの注意書きを見つけて、その注文を真田さんに依頼する。

「いつものランチボックス注文しておいてくれる？　十二時に三名分よろしくね」

「……はい」

　真田さんとはあれから仕事以外に口をきいていない。おそらく彼女は、私のことを男好きの最低女と思っているだろう。もしかしたら、西野くんとの関係に気づいているのかもしれないけれど、それは定かではない。

　西野くんはあの一件から彼女の行動がエスカレートするのではないかと言って、私たちが付き合っていることを話すことを望んだ。私もそうするべきだと思って話をするきっかけを見つけ出そうとしているのだが、なかなかタイミングが掴めないでいる。とてもデリケートな問題だから。

　私は小さくため息をつくと、スケジュール帳のチェックボックスにレ点を書きこんで、それ以降の予定にも目を通す。スタイリストとの打ち合わせが終わったら、夜から打ち合わせがもう一件予定されている。

　行き先は、青山交差点付近のヘアサロン。ここはよく、ラルゴのヘア特集などでもお世話になっている人気のお店で、今回はラグジュアリーナイトでの撮影協力を依頼した。ヘア、メイク、ネイルの各担当者に企画について確認の意味も込めて直接説明を行い、当日のタイムスケジュールを組み立てていく予定。

　営業時間終了後にアポイントをとったので、時間までは山積になっている仕事を片付けなければいけない。もちろん朝カフェのムック本の企画もそのうちのひとつ。

　でも、思うように作業が進んでいないのが現状。

　せめて、自宅で作業ができたらと思うのだけれど、やはりそれは叶わない。西野くんにそれとなく伝えてはみたけれど、まったく取り合ってもらえなかった。

　毎日があっという間で、時間がいくらあっても足りない。スケジュール帳を眺めただけでどうしたらいいのだろうと思って、泣きたくなるほどに。

　それでも好きで始めた仕事だ。投げ出したいとは思わない。頑張ろう。頑張れる。そう自分にエールを送りながら、私はすっかり冷めてしまったコーヒーを飲み干した。




「お疲れ様でした。では月曜日の撮影、よろしくお願いします」

　サロンのスタッフに見送られて店を出たのは午後十時過ぎ。

　思った以上に時間がかかってしまった。このまま帰宅したかったのだけれど、夕方届く予定の原稿がある。

　私はそれを確認するために帰社することに決めた。

「お疲れ様です。戻りました」

　編集部に到着すると数名の部員が作業をしていたが、西野くんの姿はない。

　個人のメールボックスから送られてきた原稿の封筒を取り出すと、それを持って自分のデスクへと向かった。

　ふと見ると、私のデスクの上には缶コーヒーとメモ用紙が置かれている。

「西野くんからだ」

　私はバッグを肩にかけたままそれを広げて読む。

　どうやら彼は今、ル・シエルにいるようだ。鏑木は余程西野くんのことを気に入ったのだろう。結構な頻度で呼び出しているように思える。

「まあ、これで取材が上手くいくんだからよしとするか」

　私は重いバッグをデスクにどさりと置くと、椅子を引いて座った。

　終電までにできる作業は限られてる。こまごました作業の片付けを終えると、終電ギリギリの時間。私はバッグを手に取ると急いで駅に向かった。




　私がアパートに戻ると西野くんは既に帰宅していた。

　ベッドに寄りかかって雑誌を読んでいた彼は、私が帰ってきたことに気づくと顔を上げてほほ笑む。

「おかえりなさい、志保子さん」

「ただいま」

　疲れきった視線は西野くんの笑顔よりも、干されたままの洗濯物に注いでしまった。そのまま足元に目をやれば、出し忘れたゴミがリビングまでの廊下を占拠している。

　自分なりに努力はしているけれど、それだけでは足りなくて生活そのものが破綻しそうだ。

　先に帰っていたのなら、西野くんがやっておいてくれればいいと思うのに、それを伝えることもできない私がいる。

　それは彼への遠慮なのか、女としてのプライドなのか自分でもわからないのだけれど。

　私はバッグだけ下ろすと、ゴミステーションに明日回収予定の燃えるゴミを出しに行った。

　戻って手を洗うと今度は洗濯物を畳み始める。私が忙しそうに動き回っていても、西野くんは手伝おうともしてくれない。

　今になってようやく、仕事で疲れて夕ご飯も食べる気力もなく帰宅した後に、家事に追われる大変さを思い知る。編集部に異動して聡と同棲を始めてからは仕事のことしか考えてこなかったし、実際に仕事しかしてこなかった。

　それでも人並み以上の生活ができていたのは聡がいてくれたから。

　西野くんと生活することになって、自分でも簡単にできると思っていたことがまったくできていないと気づいた。私は大きなため息をつく。

「志保子さん」

　西野くんは甘えるようにすり寄ってきて抱きしめる。

「……祐人、止めて。畳めないじゃない」

「そんなのあとでいいじゃないですか」

「ダメ、しわになっちゃうから」

　キスをせがむ西野くんの顔を両手で押し返すと、それ以上求められることはなかった。







第四章










重大なミス




　翌週の月曜日。

　私は朝から撮影の準備に追われていた。

　ラグジュアリーナイトは夜間の撮影になるため、集合時間は午後の三時に設定した。私はスタイリストと一緒にロケ用のバスに衣装や必要な機材を積みこんだりしている。お茶やお菓子はモデルの好みに合わせたものを用意して準備に余念がない。

　とにかく進行表通りに進めるのが私の最大の使命だ。関係者に向けて再度、集合時間のメールを送信すると、ようやくひと息つくことができた。

　今朝から何度も確認した天気予報。今夜、雨は降らないらしい。

　バスから降りて空を見上げる。

「いい天気でよかった」

　空がやけに高い。澄みきった青空に柔らかそうな雲が浮かんでいた。

「志保子さんお茶どうぞ」

　西野くんはそう言ってペットボトルのお茶を私に手渡してくれる。

「ありがとう」

　彼も朝からよく動いてくれている。

　昨日の夜も遅くまで起きていたというのに、どうしてあんなに元気なのだろうか。




　早目の昼ご飯を食べ終えて編集部に戻ってから返信されてくるメールを確認していると、数日前の日付の未開封のメールに気がつく。

「……え、なにこれ」

　件名を見た私は、震える指先でそのメールを開いた。

　それは間違いなく、カメラマンからのもの。

　取材で訪れたドバイでトラブルに巻きこまれて、帰国の目途が立たないとの内容だった。撮影日の延期、もしくは別のカメラマンに依頼して欲しいとの用件のみが書き綴られている。

「……そんな、それじゃ今日の撮影には来られないってこと」

　どうしてもっと早く気がつかなかったのだろう。最後にメールを確認したのは金曜の夜。それから月曜の朝までは西野くんとの約束で仕事のメール確認も最小限にとどめていた。

　だから、気づけなかった。もし気がついていたら、土日で代役を探せたかもしれない。

「……ううん、そうじゃない。私のせいだ」

「志保子さん、どうしたんですか？」

「……大変なことになっちゃった」

　カメラマンが海外にいて、その帰国予定日が昨日だと知りながらスケジュール調整をしたのは私だ。こうなることも考えられたはずなのに。

　これは、完全に私のミスだ。全身に冷たい汗が噴き出す。

　どうしたらいいの？　〝延期〟の二文字が頭を過るが、スケジュール的にはかなり難しくなる。となるとやはり、代役を探さなければならない。しかし、私自身が任せてもいいと思えるようなプロのカメラマンがすぐに捕まるとも思えない。

　けれど、今となっては背に腹は代えられない。

「志保子さん、大変なことって……」

「ごめん西野くん。大至急三時の撮影に入れるカメラマンを探して」

「今からですか？　それはさすがに無理だと思いますけど」

　焦っているのは私だけ。西野くんはいたって冷静だ。そんな彼の態度に、私は苛立ちを感じずにはいられなかった。

「それはわかってるけど、どうにかしないといけないの。まずは編集長に報告しなくちゃ」

　私はおもむろに立ち上がると、編集長のデスクへ向かった。




「困ったことになったわね」

　私の報告を受けた編集長はデスクに両肘を付けた状態で頭を抱えた。

「申し訳ありません。すべて私のミスです」

　私は頭を下げると、奥歯を噛みしめて両方の拳をきつく握った。

「それで、小松はどうするつもりなの？」

　編集長はゆっくりと顔を上げるとため息交じりにそう聞いた。

「はい。延期は避けたいので、今から代わりのカメラマンを探すつもりです」

「……そう。あなたがそう判断したならやってみるといいわ。西野もフォローしなさい」

「はい」

　編集長に報告を終えてすぐ、私は書棚からカメラマンのプロフィールと連絡先が書かれたファイルを二冊取り出した。

　会議室に場所を移すと、まずは以前に何度か仕事をしたカメラマンを数名ピックアップして電話をかける。

「志保子さん、ダメです」

「……そう。じゃあ、フリーランスのカメラマンにあたってみようか」

「はい、わかりました」

　それを何度も繰り返した。でも、依頼を受けてくれるカメラマンを見つけることはできなかった。




　やがて集合時間が迫ってくると、西野くんはこう切り出した。

「……志保子さん、今日の撮影は中止しましょう」

「どうして？　諦めるのはまだ早いよ」

　私は西野くんに自分の腕時計を示す。わずかだけどまだ、時間は残されているのだから。

　それでも、彼は首を横に振った。

「鏑木さんにはオレから伝えます。志保子さんは他の関係者へ連絡をしてください。こういうことは早目に判断するのがいいと思いますから」

「勝手に決めないでくれる。私の企画なんだから」

　言ってから慌てて口を噤んでも、もう手遅れだ。

「……ごめん」

「……いえ。出すぎた真似をしてすみませんでした」

　西野くんは力なく笑うと、静かに目を伏せた。




　結局、本日の撮影は中止し、次週以降に延期することになった。

　落ちこむ暇もなく方々への謝罪の連絡を入れ、ヘアサロンとモデル事務所へは編集長と共に直接出向いて頭を下げた。

　たくさんの人に迷惑をかけ、余計な経費をかけることになってしまった。

　みちるは私を心配してくれていたようだったけれど、話をする余裕すらなくて。

「志保子さん、帰れそうですか？」

　西野くんは私の背後から遠慮がちに声をかけた。時計の針は十時を回っている。

「……ううん、まだ帰れそうにないんだ」

「なにか手伝わせてください。ふたりの方が早いし」

「ううん、大丈夫。あとは全部自分の仕事だから」

　西野くんを拒絶したつもりはなかった。でも、そう聞こえてしまったのかもしれない。彼は長い睫を伏せたまま小さく息を吐いた。

「……そうですか、オレは必要ないってことですね。じゃあ、お先に失礼します」

　追いかけて、なんでもいいから声をかければよかったのかもしれない。でも、今の私に彼を思いやる余裕なんてこれっぽっちもない。

　編集部に人がいなくなると、空調の音がやけに大きく聞こえる。

「……少し冷えるな」

　誰に言うでもなくぽつりと呟くと机の引き出しからブランケットを取り出して肩にかける。そして腕をさすりながらまた作業を続けた。




　終電間際になって、私はパソコンの電源を落とした。

「……帰らなきゃ、電車なくなっちゃう」

　これだけ遅くまで残業していたのにもかかわらず作業が進まなかったのは、日中のミスが尾を引いていたからだ。

　ふとした瞬間に思い返しては、後悔ばかりを繰り返している。

　こんなふうに心が沈んでいると、体まで重く感じるのかもしれない。

　重い足取りで駅まで向かい地下鉄に乗りこむ。ドア付近に立って、軽く目を閉じるとそのまま体を預けた。

　やがて下車駅になり、私は押し流されるように電車を降りた。

　下を向いたまま階段を上り、混雑する改札を抜ける。

　そこで私は、ようやく自分の間違いに気がついた。

「ここ、中野じゃない」

　私が降りたのは、使い慣れた三軒茶屋の駅だった。

「……ぼんやりしてたからだ。なにやってるんだろう、私。ホント、ダメだ」

　その場に立ち尽くしたまま、自嘲気味に笑う。

　そんな私を改札から吐き出される人の流れが勢いよく追い越していく。

　ある人は迷惑そうに顔をしかめながら。またある人は肩にぶつかりながら。

　その時、最終電車を知らせるアナウンスが流れた。

　これを逃したら、帰る電車はない。

　早くホームへ戻らなきゃと思うのに、疲れた体はいうことを聞いてくれなかった。

　どうせ、もう間に合わない。そう諦めた時、誰かが私の名前を呼んだ。

「――志保子？」

　その声に振り向くと、そこには聡が立っている。

　こんな時に会ってしまうなんて、なんてタイミングが悪いのだろう。

「……聡」

「志保子。やっぱりそうだ」

　駆け寄ってきた聡に腕を掴まれた私は、そのまま端の方まで連れていかれた。

「どうしたんだ」

「……ああ、うん。ついうっかりしてて、気がついたら三茶の駅だったの」

「ついうっかり？」

「うん、そう」

　聡は訝しげに眉を寄せる。

「なんだか志保子らしくないな。仕事でなにかあったのか？　それに顔色も悪い気がするけど」

　図星をつかれてしまった。私は迷わず嘘をつく。

「ううん。聡が思うようなことなんてないよ。仕事は順調そのもの。だからね、心配しないで」

「そうか、それならいいけど」

　聡はほほ笑んで、私をまっすぐに見る。

　そんな彼の瞳は、私の陳腐な嘘なんて簡単に見破ってしまいそうな気がして。

　堪らずに目を逸らした。

「……それじゃあ、私帰るね」

「帰るって。もう終電は終わってしまったし、どうやって帰るつもりだ」

「え……と。仕方がないから渋谷あたりまで歩いて、そこからタクシーでも拾うよ」

　言いながら歩き出そうとすると、突然目の前の視界がぐにゃりと歪んだ。

　フラフラとよろめきながら数歩前へは出たが、ひとりでは立っていられなくなってしまった。

　倒れこんだ私を抱きとめたのは、聡だったのだろうか？　ひどく気分が悪くて目を開けることができない。

　ただ、感じることができるのは、泣きたくなるくらい優しい体温。

　心地よい温もりに包まれて私は、薄れゆく意識を手放した。










決意




　大学構内の学習室で、私はいつもと同じ席に座っていた。

「……あの、すみません。小松、志保子さんですよね」

　いきなり声をかけてきて、しかも私の名前まで知っているなんて。もしかしてストーカーかもしれない。そう考えたら少し怖くなってギュッと身を縮めた。

「……は、はい」

　俯いたまま小さく返事をすると、その人は私の目の前に見覚えのあるＵＳＢを差し出した。

「これ、君のだと思うんだ」

　それは私が使っているものと同じ形のもの。

「確かに私が使っているものと同じですけど、私のはここに……」

　私はバッグからＵＳＢを取り出してその人に見せた。

「ああ、やっぱりそっちが俺の。昨日ここで取り違えたんだよ。なんとなく自分のじゃない気がして中を見てみたらやっぱりそうだったんだ」

　するとその人は、ふたりのＵＳＢを並べるように近づける。

「ほら、比べるとわかるだろ」

「……本当だ」

　言われた通り見比べてみると、確かにちがうのがわかる。

「すみませんでした。これお返しします」

「どうも」

　その時かすかに指先が触れて私はとっさに手を引っこめた。

「俺は高比良聡。法学部の四年生」

「私は、小松志保子です」

「隣、座ってもいい？」

　柔らかな笑みを浮かべる彼。よく見るととても端正な顔立ちをしていて、同じ学年の先輩たちよりも落ち着いた雰囲気を纏っていた。だからなんとなく頷いてしまった。

「……はい、どうぞ」

「ありがとう」

　彼は静かに椅子を引いて腰を下ろす。そして、コホンと軽く咳払いすると少し言いにくそうに口を開いた。

「それと。このレポート、全文読ませてもらったんだ」

「他人のレポートを勝手に読んだんですか？」

　思わず声を張り上げると、周囲の視線が一斉に集まる。

　私はハッとして口を噤んだ。

「ごめん。面白そうなテーマだったからつい」

「面白そうだからついって、そんな理由がまかり通るとでも思ってるんですか？」

「思ってないさ。だからごめんって謝ってるだろう」

「それ、謝る態度に見えません」

　終始笑顔の彼を睨んでフイ、と顔をそむける。

　するとしばらくして、私の肩を人差し指でトントンと叩いた。

「じゃあ、お詫びにいいことを教えてあげる」

「……それって、本当にいいことなんですか？」

「そう、いいこと。だから機嫌を直して、こっちを向いてくれないかな」

　私はそろりと彼の方を見る。すると彼は少しだけ真剣な表情で話し始めた。

「実はこのレポート、このまま提出しても合格点はもらえないんだ」

「どうしてですか？」

　そう断定する彼の言葉に私は首をかしげる。

「この教授、フェミニズムをテーマにしたものをことごとく落としてる。結構有名な話なんだけどな」

「嘘、そんなの知らなかったです。実はこれ、再提出用に書き直したものなんですよ。単位落としたら大変なことになっちゃう……どうしたらいいんだろう」

　自分なりに結構いいできだと思っていた。だからあとは読み返して誤字脱字を修正すればいいや、なんて高をくくっていた。

　提出日は明日。本気で泣きたくなった。

「おい、そんな顔するなよ。大丈夫、書き直すなら今からでも十分間に合うだろ」

「間に合うわけありません」

「間に合わないだなんて、自信たっぷりに言うなよ」

　そんな私を余程見かねたのだろう。俺が手伝ってやるから。彼はそう言って、レポート作成に付き合ってくれた。

　おかげで単位を落とさずに済んで、それをきっかけに私たちは付き合うようになった。




　私にとって、初めての恋人。

　思い返せば出会った瞬間から私は、聡に世話になりっぱなしだった。そしてそれは今も同じ。




　重い瞼を押し上げると、点滴のボトルが目に映った。

「……志保子」

　声のする方に顔だけ向けると、ベッドサイドの椅子に座って心配そうに私を見つめる聡がいた。

「……聡、ここは？」

　どこだろう。そう思ったのは一瞬で、徐々にクリアになっていく思考は自分の置かれている状況をハッキリと認識することができた。

「……病院？」

「ああ。救急外来の処置室だ」

　病院独特の消毒薬の匂い。カーテンで仕切られただけの空間。私はそこに置かれたベッドの上で点滴に繋がれて、横になっている。

　耳をすませば大勢の人たちの話し声と足音。それと、焦燥感を掻き立てられるような救急車のサイレンが引っ切り無しに聞こえてくる。

　おそらく駅で意識を失った私を、誰かがここまで運んできてくれたのだ。その誰かは、聡の他にあるはずもないのだけれど。

「……ずっとついていてくれたんだよね。ごめんね、迷惑かけて」

「なに言ってるんだよ、迷惑だなんて思うわけないだろう。あの時、志保子が突然倒れて、その場に居合わせた親切な人がタクシーを呼んでくれた。それで近くの救急病院まで運んでもらったんだ」

「……そうだったんだ」

　そう言われて記憶の糸を辿ってみたけれど、ハッキリと覚えているのは駅で聡と交わした会話の内容までで、それから先はなにも覚えていなかった。

「気分はどう？」

「うん、もう大丈夫だと思う」

「志保子が余りにも目を覚まそうとしないから、このままだったらどうしようって」

　聡は半分真面目な顔でそう言った。

「そんな。大げさだよ、聡は」

　眉尻を下げ、力なく笑う。すると聡は首を左右に振りながら、語気を強めた。

「大げさなんかじゃない。診察してくれた医者は、極度の疲労が重なって倒れたんじゃないかって言ってた。なあ志保子、俺と暮らしてるときはそんなことなかったじゃないか。今、どんな生活をしているんだ」

「……どんなって」

　私は思わず返答に詰まった。すると聡は私の手を取ると、両手でそっと包む。

「かわいそうに。俺なら志保子を、こんな目にあわせたりしない」

「聡、それは違うの。こうなったのは私のせい。原因は私にあるんだから」

　すぐさま否定する私に、聡は困惑したような表情を浮かべる。

「それはどういう意味？」

「そうじゃない。私、マンションを出て別の人と暮らし始めて、自分がどれほど聡に甘えていたか気がついた。それに、自分がどれだけダメな女なのかも」

　そう言って笑ったはずの私。でも、聡の瞳の中では泣きだしそうな顔をしていた。それでも話を続けたのは、聡に聞いてほしかったからなのかもしれない。

「……今日ね、仕事で大きなミスをしたの。その時、私は彼を責めてしまった。彼が生活に仕事を持ちこんでほしくないっていうから大事なメールを見逃した。だから起きたミスだって。本当は違うのに。私のせいなのに。もしかしたら彼とはもう……ダメかもしれない」

　言葉にして、西野くんとの未来が見えた気がした。

「だったらまた、俺と一緒に暮らせばいいじゃないか。俺は志保子に負担をかけたりしない」

「聡……」

「本当は、誰にも渡したくなんかなかったんだ……だから、戻ってこい、志保子」

　どうしてこのタイミングで、そんなことをいうんだろう。私が心のどこかで、求め続けているその言葉を。

　ずるいと思った。でも嬉しかった。けれど私は首を左右に振った。このまま戻ったら、以前と同じことを繰り返してしまうから。

「……どうして？　君を幸せにできるのは俺しかいないよ」

「そんなこと言わないで。また、聡に甘えたくなるから」

「甘えればいいじゃないか。俺は構わない」

　まっすぐに見つめられてそんなことを言われたら、心が揺らいでしまいそうになる。だから私は、自分の思いを聡に伝えなければと思った。

「……それじゃダメなの。たぶん私には、自分自身と向き合う時間が必要なんだと思う」

　誰かに甘えることもなく、誰かのせいにもできない、そんな環境に身を置いて、ひとりで自分と向き合う。そんな時間が。

「向き合って、どうするんだ」

「そうだな、仕事も生活も両立できるような自立した女性になろうと思う」

　自分で言って思わず苦笑いした。三十にもなって今更なに言ってるんだろうって。

　でも、聡は笑わなかった。少し驚いたような顔をして、ゆっくりと頷いてくれた。

「わかったよ。俺は志保子が言う自立した女になるまで待ってるから。そうしたらまた、一緒に暮らそう」

「……約束はできないよ」

「ああ。その間、俺もアメリカで自分を磨いてくるよ」

「アメリカ？」

「留学しないかって勧められてたんだ。これでやっと踏ん切りがついた」

　ちょうどその時、カーテンの向こうから声がかけられた。

「小松さん、入りますよ」

「あ、はい」

　姿を現したのは、えんじ色のオペ着に白衣を羽織った小柄な女の人だった。

「よかった、目を覚まされたんですね。点滴の針はもう、抜きましょう」

　にこりとほほ笑むその顔は、とてもかわいらしくて。

「先生」

　聡がそう呼ばなかったら、おそらくその人を医師だとわからなかったかもしれない。

「採血の結果が出ましたよ。特に異常はなったけど、少しヘモグロビンの数値が低いの」

「ヘモグロビンが低い？」

　すると医師は採血結果がプリントされた用紙を私に見せてくれる。

「そう。小松さんはこの数値が十だから貧血ってことよ。あと、一応妊娠も疑ってみたんだけど、結果はマイナスでしたから今日はこれでお帰り頂いて大丈夫です」

　聡の目の前で妊娠の二文字を出されて気まずくなった私は、小さな返事をする。

「……はい」

「それと、旦那さん。しばらくは、奥さんに無理させないようにしてください」

　突然、医師が聡に向かってそう言った。

　驚いて聡の顔を見ると、一切否定することもせず頭を下げる。

「わかりました。ありがとうございます」

「お大事に」

　戸惑う私に聡はそっと手を差し出す。

「起きれる？」

「……うん」

「じゃあ行こう」




　病院を出る頃には、午前三時を回っていた。

　ひとりで中野まで帰るつもりでいたのだけれど、立ち上がるとまだ眩暈がして、ふらふらと体が揺れる。

「ひとりじゃ帰れないだろう。今日は、このままマンションに泊まったらいい」

　確かにひとりで帰るのは危ういと思う。しかし、泊まるのは気が引けた。

「……でも」

「でもじゃない、こんな状況で帰せるわけがない。俺に甘えるのはこれで最後、それならいいだろ」

「……ありがとう、聡。そうさせてもらうね」

　聡は私の体を支えながら、タクシーを呼んだ。

　マンションに着くと、聡は部屋のベッドまで私を連れて行ってくれる。

「大丈夫？」

「うん。ありがとう」

　ベッドに横になると聡は布団をそっとかける。

「じゃあ、なにかあったらすぐに呼ぶんだぞ」

「わかった。おやすみ」

「おやすみ」

　目を閉じた私の髪をそっと撫でて、聡は部屋から出ていった。










約束　――Ｓｉｄｅ聡




　志保子をベッドに寝かせて俺は部屋を出た。

　本当はひと晩中傍にいて、もっと彼女に触れていたかったのだが……さすがに体調の悪い彼女に手を出すようなばかな男にはなりたくなかったから。だからまだ理性が保たれている間に彼女から手を離した。

　喉の乾きを覚えて水を一杯だけ飲む。それから俺は少しでも志保子の近くにいようと思いリビングのソファーに横になると、ブランケットをかけて目を閉じた。

　体はひどく疲れているのにまるで眠気を感じない。

　微かに志保子の寝息が聞こえる暗いリビングで、さっきの病院での彼女とのやり取りを思い返していた。




　志保子は、本人が言うほどダメな女じゃない。ただ、俺との生活に慣れてしまっていた彼女が新しい生活に適応できていないだけ。本来ならフォローするべき相手の男に余裕がなかったのかもしれない。それで志保子自身に負担がかかり、タイミング悪く仕事上のミスが重なった。それだけのことだろう。

　今のままでも十分だよと伝えても、志保子は認めないと思う。意外と頑固だから。

　だから彼女が言う自立した女になるまでは、待っていようと思った。

　俺は相当諦めが悪いらしい。




　アメリカ行きは、もうだいぶ前から準備を進めていた。費用はすべて事務所の負担だ。ひと月後の九月にはアメリカでの生活をスタートさせる。カリフォルニアにある大学のロースクールで学び、米国司法試験の受験資格を得る。それから提携している現地の法律事務所にインターンとして受け入れてもらう予定だ。期限は二年。もしかしたらそれ以上に延びる可能性もある。

　だから約束はできないままでよかったんだと思う。志保子を縛るようなことして、困らせたくはないから。




　でも俺は密かに心に決めていた。そう遠くない未来に必ず志保子と再会しようと。そして自分の想いを伝えて、もう一度彼女をこの腕で抱きしめる。その時にもし、彼女が誰かのものであっても俺は絶対に。










離れゆく気持ち




　翌朝。

　私は聡に起こされて目を覚ました。

「志保子、おはよう。一応起こしにきたけど、どうする？　起きれるか？」

「……うん、今何時？」

　目を閉じたまま、聡に問いかける。

「七時になる。仕事、休めるのなら休んだ方がいいぞ」

「ありがとう。起きるね」

　ゆっくりと体を起こす。すると聡は私の肩に手を添えてくれた。

「ありがとう。大丈夫だから」

「そんなふうには見えないけど」

　聡は心配そうに私の顔を覗きこむ。

「でも今日はどうしても休むわけにはいかないから」

　ベッドから立ち上がると、おぼつかない足取りでリビングへと向かった。

　するとうしろから聡が声をかける。

「志保子、朝飯作ったから食べて行けよ」

「うん、ありがとう。顔洗って着替えてくるね」

　バスルームの鏡に映ったその顔は、まるで人形のような土気色をしていた。

「酷い顔してる」

　いつもより厚めにファンデーションを塗り、チークをしっかりと入れる。

　髪をまとめてから服を着替えると、私はダイニングテーブルの椅子に座った。

　ランチョンマットの上に置かれた陶器のお碗からはゆらゆらと湯気が立ち上っている。私は中をおもむろに覗きこむ。

「……素そう麺めんだ」

「ああ、そうだよ。これなら食べられるだろうと思って」

　鰹だしのとてもいい匂いがして、食欲を誘う。

「いただきます」

「どうぞ、召し上がれ」

　私は手を合わせて箸を手に取った。おそらくこれが聡と食べる最後の朝食になるのだろう。そう考えるとどうやっても寂しい気持ちから逃れることができない。

「どうした、志保子」

「……おいしいね、これ」

「そうか、よかった」

　この味も、聡の笑顔も一緒に覚えていよう。




　空っぽのお腹が満たされると、心なしか元気になれた気がした。

「ご馳走様。もうそろそろ行かなきゃ」

「大丈夫なのか？」

「うん、大丈夫。いろいろありがとね、聡。じゃあ、いってきます」

　見送る聡に笑顔を向けて、私はマンションを出る。

　結局西野くんには連絡を入れず仕舞いだった。きっと心配しているだろう。

　エレベーターの中でスマホをバッグから取り出すと、充電が切れていたことに気づいた。最近バッテリーの持ちがあまり良くなかったから。

　生憎、替えの電池パックは持ち合わせていない。パソコンに繋げば充電可能だが、そんなことをするくらいなら早く出社した方がいいと思った。

　私はスマホをバッグにしまうと、エントランスを抜けて歩きだす。

　その時だった。

「志保子さん」

　名前を呼ばれて顔を上げると、そこには西野くんが立っていた。目が合って、息が止まるかと思った。私はそれくらい驚いてそして狼狽うろたえている。

「祐人、どうしてここに居るの？」

「それはオレのセリフですよ。志保子さんはどうしてここにいるんですか？」

　そう言って西野くんは、落胆にも似たため息をつく。

「携帯は繋がらない、編集部にかけても出ない。丹羽さんにメールしたら一緒じゃないといわれました。昨日の昼間、あんなことがあって志保子さん落ちこんでるのを知ってたから。もしかしたらって……オレが、どれだけ心配したかわかりますか？」

　問いかける目はとても悲しげに揺れている。なにから話したらこの事実がちゃんと彼に伝わるのだろうか。私はそればかりを考えていた。

「……ごめん。昨日は色々なことがあってね」

「言い訳は聞きたくありません。どんな理由があっても、ここに泊まったことは事実ですから」

「それはそうかもしれないけど」

「最低ですよ、元カレと今も関係があるなんて」

「それはちが……」

「あなたのこと信じていたのに。ううん、それよりも悲しいのは、あなたが辛い時に傍にいたいと思ったのがオレじゃなかったってことです」

　私の言葉を遮って突き放すようにそう言うと、西野くんは背を向けて歩き出した。

　すぐ追いかければ届くはずの彼との距離が、とてつもなく遠く感じて。やがて涙に滲んで見えなくなってしまった。泣いたのは西野くんに誤解されて悲しかったからじゃない。彼を傷つけることしかできない自分があまりにも情けなくて、でもどうすることもできなくて、なんて最低なんだろう。そう思ったら勝手に溢れて止められなかった。




　今日は時間が過ぎるのが、酷くゆっくりだ。

　毎日せわしなく動いているはずの時計も、まるで進んではくれない。それと同じように、仕事もほとんど手につかず、まったく進む気配はない。

　キーボードを叩きながら何度ため息をついただろう。そのたびに、隣に座っている西野くんはタバコを手にして席を立った。

　西野くんがいなくなるとみちるは自分のデスクから小走りでやってきて、彼の椅子に座る。

「志保子、昨日どこにいたの？　西野からあんなメールが届いたから本気で心配したんだから」

「……心配させてごめんね。駅で倒れて、病院にいたの」

「嘘でしょ!?　もう大丈夫なの志保子？」

　みちるは驚いたように私の顔を覗きこむ。

「うん、平気。でも、西野くんとはもうダメかもしれない」

「どういうこと？」

　私は昨日の夜から今朝までの出来事をみちるに話して聞かせた。

「どうして話さないのよ。マンションに泊まった理由がわかれば西野だって志保子を責めたりなんてしないよ」

「そうだね。そうだと思う。でももういいの」

「もういいって……もしかして志保子、西野と別れるつもり？」

　私は静かに頷いて、みちるはそれ以上なにも言わなかった。

　ただ「なにかあったら力になるから」そう言って仕事に戻っていった。

　午後九時を過ぎた頃、西野くんは私の机の上にアパートの鍵をのせた。

「今日からオレ、しばらく編集部に泊まります。……だからアパートには帰りません」

「それはダメ、西野くんにそんなことさせられないよ。私がここに泊まる」

　その鍵を西野くんに差し出して、自分の思いを伝えようと思った。

　付き合い始めてからずっと、私は彼の気持ちに応えられないばかりか、何度も傷つけてしまっている。だからもう、彼と一緒にいてはいけない。身勝手な言い分だということは、重々承知している。それでも私はひとりになって、自分と向き合うって決めたから。

「あのね、西野くん。聞いて欲し……」

「志保子さん！　しばらく頭を冷やす時間をください」

　私の言葉を遮ると、西野くんは鍵を突き返す。

「これはいいんです、オレがしたくてすることですから」

　そして私の話をこれ以上受け付けないとでもいうように、パソコンの画面に視線を移した。




　翌週の月曜。

　ラグジュアリーナイトの撮影の日を迎えた。

　二度の失敗は許されないと、関係者のスケジュール調整は完璧に行った。

「ラルゴの小松です。本日は、よろしくお願いします」

　私は進行表通りに撮影が進むように裏方作業に徹した。モデルへのお茶出しから、撮影の補助。息つく暇もない。

「西野くん、少しだけ時間押してるから、ル・シエルへの連絡お願いね」

「はい、わかりました」

　西野くんは、あの夜から本当に編集部に寝泊まりしている。表向きは仕事のため。それを怪しむ人は誰もいない。たまに着替えを取りにアパートへ戻ってはくるものの、私とは仕事以外で言葉を交わすことはなかった。

　このままでいいはずがない。

　しかし、彼にそんな態度を取らせてしまっている原因を作ったのは私自身だ。だから私は、頭を冷やすといった彼ときちんと向き合える時がくるのを、黙って待つしかないのだと思った。

　全ての撮影が終了する頃には、日付けが変わっていた。

　西野くんはそのままル・シエルに残ることになって、私はモデルをタクシーに乗せると会社まで戻る。それからスタイリストと一緒に衣装や機材を編集部へ運びこむと、後片付けを明日に残して解散することにした。

　私はそのまま編集部で、編集作業を進めるつもりでいる。

　給湯室でコーヒーを入れ、デスクに戻るとバッグからパソコンを取り出す。それが立ち上がるまで私は、スマホのメールを確認した。

　するとその中に、聡からのメールがあった。

　開いてみると、マンションの購入者が決定したと書かれている。立ち退きは早い方がいいらしく、今月中には部屋に残っている荷物を片付けて持っているマスターキーを持っていかなければならないそうだ。

　私はデスクの上に置いてある卓上カレンダーをめくってみた。聡はもうすぐアメリカへ発つ。のんびりはしていられない。

　大切だったものが次々に目の前からなくなっていく。ひとりになると決めたのに、どうしようもなく胸が震えた。




　撮影翌日からは、デスクにかじりついての作業。

　校了まではおそらく徹夜必至の忙しい毎日となるだろう。今回は、撮影が延期になったこともあり、それが大きく影響している。これはもう、自業自得としか言いようがないのだけれど。




　それは十二時を少し回った時だった。

「小松。少し、いいかしら？」

　編集長が神妙な顔つきで私を呼んだ。

　できればあとにしてもらえたらありがたい。

　そんな思いを口にすることもできずに、即座に立ち上がる。

「はい。なんでしょう」

　編集長が私を連れてきたのはいつもの会議室だった。

　こんなところに呼び出すということは、とてもいい知らせか悪い知らせのどちらかだろう。

　私としては前者であってほしいが、編集長の表情を見ていればそうではないことくらい察しがつく。

「小松、単刀直入に言うわ。朝カフェのムック本。メイン担当を、真田にしようと思うの」

「それはどういうことですか」

　私は思わずテーブルを叩いて立ち上がった。

　朝カフェのムック本は私がどうしても手がけたかった。

　他人に譲るなんて考えられない。それだけでも天地がひっくり返るほどの衝撃なのに、担当が真田さんだなんて。

「落ち着きなさい。気持ちはわかるわ。でも、決めたの」

「そんなあの企画は、私のモノです!!　私が考えて温めて形にした。だから担当から外すなんてしないでください」

　必死で頭を下げた。そんな私に編集長は諭すように語りかける。

「小松、私はあなたを外すなんて言ってないわ。真田のサポートとして関わってほしいの」

「……サポートですか」

「そうよ。あなたばかりが仕事をこなせても、編集部全体のレベルが上がらない。結局偏りが出て、自分の首が締まるのよ。これからは下の子たちをどんどん育てていく立場になってもらわないとね」

「どんどん育てる……ですか。それはわかりますが、朝カフェのムック担当を真田さんにすることはないじゃないですか」

　それでも首を縦に振らない私に、編集長は口調を強める。

「編集長命令よ。真田には近いうちに私から話すから。そうしたら、引き継ぎをよろしくね。あの子、実績を作りたいそうなの。やる気があるっていいじゃない、私は好きよ」

「……そんな」

　編集長は立ち上がり私の肩を叩くと、会議室を出て行った。ひとり残された私は、椅子に腰を落として頭を抱える。

　熱意と勢いだけで仕事をしていれば評価されるという立場ではなくなったということだろう。チーフという冠が初めて重いと思った。

　このまま編集者として生きていくためには、受け入れなければならないこともたくさんあるだろう。

　はたして、私にそれができるのだろうか。

　いや、やらなければならない。立ち止まっている時間はないのだから。

　私は立ち上がると、会議室を飛び出した。




　一週間後。

　上がってきた校正紙に編集長のチェックが入る。ラルゴ九月号は最後の確認も済ませようやく校了することができた。

「お疲れ様でした、小松さん」

　力尽きデスクに突っ伏した私に向かって、西野くんは労いの声をかけてくれる。

「お疲れ様。今回の企画は、西野くんがいてくれなかったらできなかったと思うから、本当に感謝してる」

　私はきちんと椅子に座りなおすと、丁寧に頭を下げた。

「感謝だなんて、大げさですよ。オレは自分にできることをしただけですから」

　西野くんは少し照れたように笑ったかと思うと、急に真面目な顔でこういった。

「あの、オレに少しだけ時間をください。話したいことがあるので」

　もしかしたら彼は、このタイミングをずっと待っていたのだろうか。私のために。

「……うん、わかった。じゃあ、外に出ようか」

　財布だけ持って編集部を出た。

　隣のビルのコンビニでコーヒーを買うと、沿道にある植え込みの石の上に並んで腰を下ろした。

　深夜の東京。見上げた空には今日も小粒のダイヤモンドがわずかな光を放っている。

　話があると言った西野くんは、なかなか話を切り出そうとはしない。

　私はコーヒーを啜ると、気まずさを一緒に飲みこんだ。

　どれくらいこうしていただろう。

　長いようで本当は短い時間だったのかもしれない。

「別れましょう」

　西野くんにそう言わせたのは、私だ。彼はきちんと私を好きでいてくれたのに、応えてあげることができなかったから。

「これであなたはもう自由です」

「……祐人、ごめんね」

「そんな困った顔、しないでくださいよ」

「そんなの無理だよ」

　私がさらに困った顔で答えると西野くんは苦笑いを浮かべる。

　それから彼は、改まった様子で口を開いた。

「……実はオレ、会社を辞めることにしたんです」

「それ、本気で言ってるの？」

　私は驚いた拍子に、手にしていたコーヒーを落としてしまった。

　西野くんは転がるカップを拾い上げると、ゴミ箱に放り投げる。それから笑顔で私の目の前に立った。

「もちろん本気ですよ。編集長にはもう話しました。オレ、フランスに行きます」

「フランスへ？」

「はい。鏑木さんがフランスで働いていた頃からの顧客に、モード誌の編集長をしている人がいるんですけどね」

　西野くんは鏑木からの紹介で、その編集長に直接会ったそうだ。その人は、フランス語を話せる日本人の編集者を探していた。経験も浅い西野くんは正式採用というわけにはいかなかったようだが、鏑木の推薦もあって期限付きでの雇用が決まったということだった。西野くんの退職日は二カ月後。

「そんな急に……」

「オレ的には、絶妙すぎるタイミングでしたけど」

　西野くんは言いながら右手を差し出した。

「今まで、ありがとうございました」

「私こそ、ありがとう」

　握手するつもりで彼の手を握ると、そのまま手を引かれて抱き寄せられてしまった。

「ちょっと、なに？」

「最後に、ハグさせてください」

「……うん、わかったよ」

　私はごめんねとありがとうの気持ちを込めて西野くんの背中に手を回した。










さよならは言わずに




「そうか。志保子がフラれたのか。よしよし」

　聡はそう言うと、まるで子供をなだめるように私の頭を撫でた。

　本来ならアメリカへ発っているはずの聡は、マンションの引き渡し手続きのために出発を一日延ばした。

「ねえ、聡。アメリカ生活に不安はないの？」

「ないと言ったら嘘になるけど、期待の方が大きいかな。志保子も来る？　海が近くてキレイな街だよ」

　聡の言葉に心が揺らがないはずはない。

　けれど、今の自分のままで、目標も夢も投げ捨ててついていくようなことはできない。

「……ううん、行かない」

「だよな。そう言うと思った」

　聡は言いながら頷いている。

「もう。わかってるなら、そんなこといわないでよ。はい、鍵」

「ああ、ありがとう」

　聡が差し出した手のひらにマスターキーを載せる。

　家具のなくなったリビングはとても広くて、初めてこの部屋を見た時、ずっと欲しかったソファーが置けるとはしゃいだのを思い出した。そのソファーは今、私が借りたアパートの部屋の大半を占めてしまっている。

　不釣り合いな家具。でも、処分することができなかった。

「そろそろ行かなきゃ」

　私は床に置いたバッグを拾い上げる。

「志保子」

　歩き出した瞬間聡は私の腕を掴んで、そして真っ直ぐに私を見つめた。

「元気でな、志保子。またいつか、会おう」

「うん。聡も元気でね……じゃあ」

　するりとほどけた聡の手。その間際にそっと絡められた指は、再会の約束を交わしたようだった。だから私はさよならを言わずに、マンションをあとにした。




　外に出ると心地よい風が私の頬をかすめ、秋色に染まり始めた街路樹を揺らした。

　私はバッグを肩にかけると、足早に駅へと向かう。

　時計は午後三時を回った所。これからまた、編集部に戻らなければ。

「小松さんやっと戻ってきたんですね。帰社時間が未定だと困るんですから」

　編集部のドアを開けるとすぐ、迷惑そうな表情を浮かべた真田さんが私の元へ駆け寄ってきた。

「ごめんね、遅くなって」

「あの、これなんですけど……湘南のカフェの写真。取り直そうかと思ってるんですけど、どう思います？」

　コンタクトシートを差し出すと私に意見を求める。

「真田さんに任せるよ。必要だと思うなら、追加取材してきたらどうだろう。その方が自分の納得したモノを作れるから、ね」

　朝カフェのムック本は、真田さんがメインで作業を進めている。

「わかりました。ありがとうございます」

　私は編集長の指示通り彼女のアドバイザー的な立場でいるのだけれど、あまりいい関係とは言えない。しかし、仕事をする上で不便は感じない。

　友達になる必要はないのだからこれでいい。そう自分に言い聞かせている。




　そんな毎日はあっという間に過ぎていき、やがて、西野くんが編集部を去る日がやってきた。

「短い間でしたが、お世話になりました」

　カラリとした挨拶に、私は彼らしいなと思った。デスクに戻ると、荷物の整理をしながら西野くんは言う。

「オレのこと恋しくなったら、いつでもフランスまで会いに来てくださいね」

「……そうね、恋しくなったらね」

　その日の夜、彼の送別会はル・シエルで行われた。

　西野くんが退職するきっかけを作ってしまった鏑木 圭からのお詫びの気持ちだそうだ。部員たちは大喜びで、めったに味わえないフレンチのフルコースを堪能した。もちろん私も。




　数日後。社内会議から戻った編集長は上機嫌で私の肩を叩く。

「小松、やったわね。ラグジュアリーナイトの反響、思った以上よ」

「本当ですか、よかった。西野くんにもメールで知らせてあげないと」

　発売されてからの売れ行きは好調で、中でもラグジュアリーナイトは出版業界の関係者からも評価が高いらしい。

　当初の目的通り、鏑木 圭のインタビューが大きな誘引力になったといえるだろう。

　肝心の西野くんはすでにフランスに旅立ってしまった。讃えられるべきは彼なのに。

　私はキレイに片付けられたデスクに視線を落とした。

　真田さんは西野くんがいなくなってからしばらくは落ちこんでいるようだったけれど、今は仕事に燃えているようだ。




　朝カフェのムック本が発売され、真田さんに本誌連載の朝カフェ企画を完全に引き継いだのは、翌年の四月。

　それと同時に私は新しい連載を始めた。

〝LEGAL ADVICE〟法律相談というタイトルの通り、読者の悩みに法律の専門家がアドバイスをするというもの。

『法律は自分を守る武器』それが私の打ち出したコンセプト。実はこれ、聡がいつも言っていた言葉に私なりのアレンジを加えた。本当は武器ではなく盾と表現していたのだけれど、働く三十代は守りより攻めだと考えたから。第一回は王道ともいえる恋愛がテーマだ。可能な限り噛み砕いた表現にして、読者と共に私も学んでいくつもりだ。

　そうすることで聡と肩を並べられるだなんて思ったわけではない。ただ、彼が突き詰めようとしている世界を覗いてみたくて。そしてほんの少しだけでも、繋がっていたいと思って。




　ある日の正午。

　私はみちるに誘われて、オープンエアーのカフェにやってきた。

「今年は梅雨入りが早いんだって。もう、やんなっちゃうよね」

　そんな他愛のない話をしながら、ランチプレートをつつく。

　そのときふとみちるの薬指に目が留まった。一石のダイヤが組みこまれたプラチナのリングが光っている。

　その視線に気がついたのか、みちるは改まった様子で口を開く。

「これね……実は私、結婚するんだ」

「わ。じゃあそれ、エンゲージリング!?」

「うん」

　みちるの頬が柔らかな朱色に染まった。そんな彼女を見ていると、私まで幸せな気持ちになれる。

「おめでとう、みちる」

「ありがとう、志保子。今日は話すつもりでランチ誘ったの。実はまだ編集長には話してないんだけど、仕事は辞めようと思ってる」

「続ければいいのに。辞めるのはもったいないよ、みちるなら両立できると思うけど」

　みちるは小さく頷いて、それからまるで自分に言い聞かせるようにいった。

「かもしれない。でも、彼と話し合って決めたの。だから、後悔はないかな」

　みちるの決断を、少しだけ羨ましいと思った。

「……そっか。幸せにね」

　カフェでみちると別れた私は長谷さんと合流して予定していた取材先に向かった。




　取材を終えて編集部に戻ると、若い部員たちが数人集まっている。私はその集団を後ろから覗いて声をかけた。

「みんなでなにしてるの？」

「小松さん、おかえりなさい。今、ウエディング特集のバックナンバー探してるんですけど……全部見つけられなくて困ってるんです」

「ああ、それなら去年の十月号とおととしの六月号、それと三年前の六月号にもあったはずだけど」

　私は書棚から思い当たるバックナンバーを引き出して渡した。

「ありがとうございます、見てみます。ついでにアドバイスいただきたいことがあるんですけど」

「うん、いいよ。あ、でもアドバイスだけしたら私は帰るからね」

「わかってます」

　もうすぐ企画会議だ。締め切りの近い仕事を抱えながらプレゼン準備を始めている部員も多い。

　そんな彼女たちについついつられて朝まで。なんてことになってしまいそうになるのだが、今日はやめておいた。

　今までの私は忙しいことが当たり前で、めいっぱい仕事を抱えていないと不安だった。残って仕事をしていると安心できたし、誰よりも頑張っているような気がしていた。本当はそうじゃないということくらいわかっていたのに。

　こうしてひとりになって私は、やっと重い腰を上げた。

　西野くんみたいに、仕事と生活とを上手に分けることにした。

　メールも打ち合わせも本当に必要なもの以外は、平日の日中にできるようにコントロールする。すると聡のように、家事をする時間を作ることができた。

　気づけばすべてが上手く回りだし、当たり前の生活ができるようになってきている。

　仕事も生活も両立できるような自立した女になる。

　私は聡にそう言ったけど、少しは近づくことができているだろうか。







終章










２ＬＤＫの恋人




　二年後。

　私は大崎さんの推薦を受けてラルゴの編集長に就任し、忙しくも充実した毎日を送っている。編集長ともなると、休日返上で仕事をしなければならないこともあり、忙しさは今までと比べものにならない。

　だからといって、仕事ばかりの生活に戻ってしまったわけではない。部員を上手に動かしてみんなが休めるように工夫している。

　最近趣味と実益を兼ねて、料理教室に通い出した。出席率はまあ……いいとは言えないけど。

　前編集長の大崎さんは、最近創刊した雑誌の編集長としてその手腕を揮っている。この間はみちるを誘って三人でル・シエルのディナーへ行った。みちるは妊娠中でようやく安定期に入ったところだそう。膨らみ始めたお腹を触らせてもらったら、私の母性が疼いた。

　しかし、恋はしばらくご無沙汰。

　夏が終わりに近づくと、聡と別れたあの日を思い出す。

　あれから聡とは一度も連絡を取っていない。だから今、彼がどこにいてなにをしているのかわからなかった。でもなぜか、必ず彼と再会できる。そんな気がしていた。




　ある土曜の午後。

「……こんにちは」

　私は駅のホームで声をかけられた。

　振り返って見ると、そこには見覚えのある女性がいて、私に向かって静かに頭を下げる。すると長い黒髪がサラリと流れた。

「お久しぶりです。覚えてらっしゃいますか？　私、高比良先生と同じ弁護士事務所だった緒方です」

「ええ、もちろん覚えてます。お久しぶりですね」

　聡のことを聞こうと思った。けれど、どうやらそれは叶わないらしい。彼女はさっき、同じ事務所だった……そう言った。

「今は別の事務所に？」

「はい。少し前に独立した先生に誘われて、今は彼の事務所にいるんです。小さな事務所でのんびりと仕事させてもらってます」

　そう言って、顔を綻ばせる。

　彼女はそれ以上、なにも語らなかったけれど、その人は特別な存在なのだろう。そんな気がした。

　彼女と別れて、ホームに滑りこんできた電車に乗りこんだ。

　最寄り駅で電車を降りると、駅前の不動産屋の前で足を止める。

「……あれ、このマンション」

　店のウインドウに貼られている物件情報に思わず目を奪われた。

「あの、すみません。表に貼ってあるマンションなんですけど」

　私は店の中に入り、カウンターの中にいる男性に声をかける。

「いらっしゃいませ。こちらの物件でございますね」

「そうです、これです」

　買いたいと思った。このままもし、ひとりで生きていくことになったら住む家は必要だし、たくさんの思い出が詰まったこの部屋なら寂しくないような気がして。

「売りに出されたばかりですが、値段の割に古い物件ですのであまりお勧めはできませんよ」

　店の人は別の物件を勧めてくる。でも私はそれをすべて断った。

「古くてもいいんです。部屋の中を見せてもらうことはできますか？」

「できますが、ここは今、担当者が別のお客様をご案内しているところです。アメリカから帰国したばかりだとかで、お部屋をお探しのようでした。この物件にとても興味を持たれていましたので、もしかしたらもう決めてしまったかもしれませんよ」

　アメリカと聞いてまさかと思った。でも、違うだろうと自分自身に言い聞かせる。それでも、もしかしたら……そう考えずにはいられない。

「今すぐ連れて行ってください、お願いします」

　頭を下げる私に店の人は渋々車を出してくれた。

　車窓から流れる街並みに懐かしさを感じる。マンションの前に立つと聡と別れたあの日が、まるで昨日のことのように思い出された。

　オートロックを解除してもらい、エレベーターで部屋のある階まで上る。鍵の開いたドアを開けると、玄関の白いタイルには靴がふたつ並んでいた。その片方の革靴は几帳面に揃えられて、あの頃と同じ場所に置かれている。

　だから私には、靴の主が誰なのかわかった気がして。おもむろにパンプスを脱ぎ捨てると、担当者の制止も聞かずに廊下を駆け抜けてリビングのドアを開けた。

　窓際に立つスーツ姿の男性は、突然入ってきた私に驚きながらも優しくほほ笑む。少しこけた頬には、彼らしくない無精ひげ。アメリカでどんな暮らしをしていたのだろう。そしていつ日本に戻ってきて、どうしてここにいるのだろう。聞きたいことは山ほどあるのにまったく言葉にならない。

　そしてただその場に立ち尽くす私だけの名前を、愛おしむように呼ぶ懐かしい声。

「志保子」

「……聡」

「ただいま」

　互いに顔を見合わせている担当者に聡は声をかける。

「すみませんが、少し席を外してもらえますか」

　どちらがここを借りるか、ふたりで話し合いたい。そう言って人払いをすると、２ＬＤＫの部屋はふたりだけの空間となった。

「おいで、志保子」

　聡は両手を広げた。

　すぐにでもそこへ飛びこみたい衝動に駆られながらも、自分の過ごしてきた二年間を振り返る。私は自立した女性になれたのだろうか。

　その答えが出せずにいると、しびれを切らしたように聡が言う。

「どうした、ラルゴ編集長、小松志保子」

「……私が編集長になったこと、どうして知ってるの？」

　私はあえて知らせることをしなかった。

「毎月取り寄せて読んでいたから」

　聡は、少し照れたように笑う。

　一緒にいた時は私が持ち帰ってきたものを興味なさそうに眺めるだけだったのに。ちゃんと見守っていてくれたんだと知って、とても嬉しかった。

「そうだったんだ。ありがとう、聡」

「仕事、頑張ってるじゃないか。それに、今はちゃんと家事もしてるんだろう？　その手を見ればわかるよ」

　聡は、短く切り揃えられた私の指先を見つめる。

　きちんと手入れはしているけど、以前のようにもう長くはない。なんでも自分でするようになって不便だと感じたから切ったのだ。それに気づくなんて、さすが聡。

「志保子は、もう十分自立した女だと思うよ。違うの？」

「……違わない」

「うん。だからおいで、志保子」

　私は泣きだしそうになるのを堪えて、彼の腕の中へ足を踏み出した。

　懐かしい匂いと、心地よい体温。離したくなくて、離れたくなくて、私は彼の広い背中に手を伸ばす。

「またここで暮らそう。ふたりで」

　私がコクリと頷くと聡は私を抱き上げてくるくると回った。

　それからすとんと私を床に下ろすと、聡はそっと唇を合わせる。私はゆっくりと瞼を閉じて心の中でこう願った。

　この人とずっと一緒にいられますように。




　マンションの内覧を終えた私たちは購入する意思を伝え不動産屋に戻った。

　今日必要な書類にサインをして、後日正式な契約を結ぶ予定。住めるようになるのはまだ先になるだろう。

　不動産屋から出るとだいぶ日が傾いているのに気がついた。

　このままさよならするのだろうか。二年ぶりに会って、話したいこともたくさんある。ワガママだなって笑われるかもしれないけれど、もう少しだけでいい。傍にいたい。そう思いながら、隣にいる聡の横顔をこっそりと見上げた。

「なあ志保子。もし予定がなかったら、これから食事でもどう？」

　思いが通じたのだろうか。私はふたつ返事で承諾した。それなのに、まるでタイミングを見計らったように聡のポケットの中で鳴り出した電話。

「悪い、事務所からだ。少し待ってて」

　聡は携帯電話を取り出すと、通話ボタンを押した。

「はい、高比良です。ええ、今は外にいます」

　電話はなかなか切れなかった。

　事務所に戻る戻らない、そんな会話を聞いているとこれから食事に行くことは無理なのかもしれないなと思う。半分諦めかけた時、聡は「今日くらいプライベートを優先させてください」と、一方的に電話を切った。

「仕事なら行ってよかったのに。私なら構わないから」

「志保子は気を遣わなくていい。週明けの対応でなんら問題ないことなんだ。それなのに、見つけてしまったら、すぐやらなければ気が済まない人だから……困ったものだよ」

　上司のことを言っているのだろうか、聡は小さくため息をつくと、携帯電話の電源を落としてしまった。

「そんなことしていいの？」

「さあ、どうだろう。急用ならプライベートの電話へかけてくるだろうから、おそらく大丈夫だと思うよ。じゃあ、行こうか」

　タクシーに乗って向かったのは、新宿にある大きなホテル。そこには有名なレストランがいくつも入っていて、最上階には東京の夜景を一望できるお洒落なバーがある。何度も訪れたがどれも仕事がらみ。プライベートでは今回が初めてだ。わかっていたら、もう少しお洒落をしてきたのに。

　到着すると聡は慣れた様子で中に入った。

「実は今、ここに泊まってるんだ」

「そうなの？」

「ああ」

　聡が帰国したのは、二週間前。本当は事務所が借り上げているマンションに入居する予定だったのに、管理会社のミスで住めなくなってしまったらしい。

「すごく快適だし、セキュリティーも万全だ。でも、ずっとホテル暮らしというわけにはいかないだろう。だから今日、午前中だけ仕事をして部屋探しに出かけた。それであのマンションが売りに出されているのを知ったんだよ」

「そうだったんだ。もし管理会社のミスがなかったら、私は聡と会えなかったかもしれないんだね」

　私がそう答えると聡は首を左右に振った。

「それはないさ。帰国後の手続きや仕事の処理でバタついて、なかなかプライベートの時間が持てなかったんだ。全て済ませたらすぐにでも志保子に会いに行くつもりでいたんだから」

　聡の言葉がいちいち心をくすぐる。思えば、この人はこんなにお喋りだっただろうか。こんなに自分の思っていることを口にする人だっただろうか。

　もしかしたら、離れて暮らした二年間の間に、聡も変わろうとしてくれていたのかもしれない。

　それは私にとって、とても嬉しい変化だ。

「志保子。部屋にカバンを置いてくるから、ここで待っていて欲しい」

　聡はロビーのソファーに座るように促すと、エレベーターホールへと向かった。




「お待たせ。さあ、行こう」

「うん」

　戻ってきた聡はスッと手を差し出して、私はその手に掴まって立ち上がる。

「志保子はなにが食べたい？」

　ロビーからレストランのある別館に移動しながら聡は私に聞く。

「うーん。どこもおいしそうで決められないな」

　和洋中の名立たる名店が勢ぞろいしている。どこがいいかと聞かれると、さすがに迷ってしまう。

「だよな。せっかくだし贅沢しようか」

　聡に連れられてきたのは、少し奥まった所にある鉄板焼きのお店。本店は確か銀座にあって、政財界のＶＩＰ御用達の店だったはず。

　暖簾をくぐって入ると、黒を基調としたシックな内装で高級感が漂っている。

「いらっしゃいませ。二名様でございますね」

　迎えてくれたのは、まるで小宮山さんのような黒いスーツを着た男性だった。

「はい。予約はしていないのですが、個室は空いてますか？」

「はい、空いておりますのでご案内いたします」

　比較的カジュアルな鉄板焼きのお店には何度も入ったことがあるけれど、個室なんて初めて。大きな鉄板を取り囲んでいるカウンターは五席分。私たちは真ん中に座るとコースとお肉を選んで、食前酒にはシャンパンを注文した。

　なんて贅沢なんだろう。ついついお財布の中身を心配してしまう自分がいる。




「失礼いたします」

　目の前に華奢なシャンパングラスが置かれて、コルクが抜かれると淡いゴールドの液体で満たされる。

「乾杯しようか、志保子」

　聡はそっとグラスを傾ける。

「うん、ふたりの再会に」

「……乾杯」

　チン、と透き通った音が鳴り、キラキラと細かな泡が躍った。

　それからしばらくしてカウンターの向こう側から高いコック帽を被ったシェフが現れる。

「本日は当店へお越しいただきありがとうございました」

　挨拶が済むと、さっそくみずみずしい野菜が鉄板の上に並べられた。

　シェフは野菜の産地やおいしい食べ方など興味の惹かれる話題を提供しながら絶妙なタイミングでサーブする。よりおいしく感じさせるテクニックはさすがだな、なんて感心させられる。

　それらをじっくりと味わいながら、待ちに待ったメインのお肉を堪能した。ついついワインが進む中、聡は色々な話を聞かせてくれる。アメリカでの生活。ロースクールでの話。そして、私のこと。

「……嘘」

「嘘じゃないさ。この二年間、志保子のことを考えない日はなかったよ。何度電話やメールをしようと思ったことか。それに、俺がいない間に志保子が他の男に奪われたらどうしようなんて情けないことも考えた」

　聡は照れもなくそう言うので、私の方が恥ずかしくなってしまう。

「聡、酔ってるでしょう」

「全然」

　聡は首を左右に振りながらニコリと笑ってみせる。

　そういえば食前酒のシャンパンのあとは、ワインを一杯飲んだだけ。しかもそのワインはまだグラスの中に残っている。

　聡もワインは好きなはず。酔いたくない理由でもあるんだろうか。不思議に思っていると、シェフが退室し、デザートとコーヒーが運ばれてくる。

　チェックをテーブルで済ませると、優雅な音楽が流れる空間はふたりだけのものになった。聡はそのタイミングを見計らっていたかのように上着のポケットからなにかを取り出した。

「本当はもっとずっと前に渡そうと思っていたんだ」

　目の前にコトリと置かれたのは、リボンがかけられた青い小さな箱。

「あけてごらん」

　私は胸の高鳴りを覚えながら、リボンをほどいてその箱のふたを開ける。

　するとそこにはエタニティーリングが収められていて、まるで星屑のような光を放っていた。

「……これ」

　聡は覚えていてくれたのだろうか。

　いつだったか、ジュエリーショップのカタログを見ながら、婚約指輪にはエタニティーリングがいいと言った私の言葉を。

「……綺麗」

　そう呟いてすぐ、私の視界は涙で滲んだ。

「志保子、泣くの早すぎるだろう。まだなにも言ってない」

　聡は困ったように笑いながら、大きな手で私の頭をくしゃくしゃにする。

「だってだって」

　泣くまい。そう思ってもこぼれ落ちてくる涙。私はそれをどう止めればいいのかわからない。

　聡は頬に伝わる涙を指で拭うと、優しい笑みを浮かべた。

「結婚しよう、志保子」

　プロポーズの答えはもう決まっているのに、まるで言葉にならない。すると聡は私の左手の薬指にキラキラと輝くダイヤモンドのリングをはめて、その指に口づける。

「部屋に行こうか」

　私が頷くのを待って席を立つと聡は私の手をしっかりと握った。




　部屋の前につくと聡はカードキーを取り出しドアを開ける。

「どうぞ、入って」

　聡に促されて私は遠慮がちに部屋の中に入った。

　聡の宿泊している部屋は広めのシングルルーム。大きめの机の上には書類の束が山のように積まれていて、帰国後の聡がどんな生活をしていてどれほど忙しいものだったのかを想像することができる。

「志保子、こっちにおいで」

　聡は私を手招きすると、窓にかかるカーテンをゆっくりと開ける。するとそこに広がっていたのは幾重にも連なる高層ビルの光が作り上げた美しい夜景。

「……綺麗！」

　思わず感嘆の声を上げ聡の方を見た。もちろん聡もその夜景を見つめているのだと思って。

　でも、違っていた。聡の瞳は私のことをじっと見つめている。

　お互いの視線が絡み合った途端、私の心臓は一気にその鼓動を速めていく。

「志保子の方が何倍も綺麗だ」

　聡は私の乾き始めた涙のあとをそっと指先でなぞると、そのまま私の顎を引き上げて唇を重ねた。

「……んっ」

　少し離れて今度は深く合わせる。

　差し入れた舌を絡ませながら、まるで味わうような甘いキスをされる。すると、私の全身はとろけてしまったかのように力が抜けていく。

「……ん、はあっ」

　短く息をつくと自分の背中を冷たい窓ガラスに預け、聡の熱い体に腕を伸ばした。もう立っているのもやっと。

　聡はそんな私をすくい上げるように抱きかかえると、ベッドへと運ぶ。

「このまま志保子を抱きたい。いいよね」

「うん……」

　聡は私の服を脱がせながら、敏感な場所へと舌を這わせ甘く食む。そのたびに私はぞくぞくと駆け上がる快感の波にのまれてしまいそうになる。意識が白くかすんだ。

「あ……んんっ」

　勝手に声が漏れてしまうのが恥ずかしくて、私は聡に訴える。

「そこはダメなの。止めて……お願い」

　懇願する私に、聡は余裕の笑みを浮かべた。

「もちろん知ってる。だから止めない。もっと感じて」

「意地悪」

「どうとでも」

　聡は服を脱ぐと、私を包みこむように抱きしめる。穏やかに伝わる聡の体温。懐かしい匂い。それを私の体はしっかりと記憶していた。

　そして求めていた。ずっと。

「志保子、好きだよ」

　シーツに沈んだ私を見下ろすようにして聡は言った。

「私も聡のことが好き」

　私は頷いて彼の首に腕を回す。もう受け入れる準備はできている。

「入れるよ」

「う……んっ」

　ゆっくりと私の中に入ってきた聡。体も心も彼に満たされて感じるのは幸せと愛情。

「……もっと」

「なに？」

「もっと、聡を感じたい」

　彼のことを好きで好きで仕方がない。私には聡しかいないって心からそう思う。

　回り道をしてようやくそのことに気がつくことができたけど、西野くんのことを傷つけてしまった。だからもう二度と、同じ過ちを繰り返すことは許されないだろう。私は心に誓った。もう迷わない。聡だけを愛し続けるって。







特別書き下ろし番外編










家族　――Ｓｉｄｅ聡




　プロポーズから二カ月後。互いの両親への挨拶を済ませ、入籍した俺たちは、引っ越しの荷物が届くのをマンションのリビングで待ち構えていた。

　志保子との生活がまた始まろうとしている。

「あのソファーはここに置くんだろ？」

「うん、そうだよ」

「ダイニングテーブルは新しくしたいよな」

「ほんとに？　じゃあ、もう少し大きいのが欲しいな」

　喜ぶ志保子が愛おしくて仕方ない。彼女のうしろから手を伸ばして抱きしめると、首筋に唇を這わせた。すると志保子は少し困惑したような顔をする。

「いきなりどうしたの、聡」

「志保子のことが好きだからキスしたんだけど、ダメだった？」

　結局どんなに相手のことを想っていても、口にしたり、態度に示さないと伝わらない。それに気づきながら変わろうとしなかったせいで、とても回り道をしたような気がする。

　だからこれからは、自分の気持ちを素直に伝えようと思う。もしそれが志保子の意に反するようなものだったとしたら、納得のいくまで話し合えばいい。

　俺たちは夫婦なのだから。




「なあ、志保子。和室はふたりの寝室にしない？」

「あっちの部屋は使わないの？」

　志保子は不思議そうに今まで使っていた洋室を指さした。

「そっちは、空けておく。だって、必要だろう？　子供部屋。俺はここで君と家族を作りたい」

「……うん。私もそう思ってるよ」

　どうしてそんなに照れるのか。かわいい反応をされるとついつい志保子を苛めたくなる。

「そうだろう。志保子が仕事の調整をしてくれれば、すぐにでも欲しいんだけど」

「…………」

　なにか言いたげなその唇を塞いで、真っ白な壁に押しつける。

　本当はもっと志保子とこうしていたかったのに。タイミングよく鳴ったインターフォンが俺の邪魔をする。

「早いな。まだ、十分も前だ」

　引っ越し業者が到着して家具が運びこまれると、見慣れた部屋がそこにできあがった。さすがに荷物が多くて、子供部屋にと思っていた洋室も使わざるを得なかったけれど寝室はひとつだけだ。

「セミダブルベッドを二つ置いたらさすがに狭いね」

　八畳の和室を占拠するふたつのセミダブルベッド。机やチェストをパズルのように配置したら部屋が完全に埋まってしまった。

「そうだな。両方処分してダブルベッドを買おうか。そうしたら少しは余裕ができるだろう」

「うん、そうだね。それがいいかも」

「そうと決まれば早速明日にでもインテリアショップに行ってみるか。ダイニングテーブルとベッド、あとは志保子が欲しいものを見て回ろう」

「やったあ。じゃあ、今日中にある程度は片づけておかないと」

　俺たちは手分けをして山積みの段ボール箱を次々と片付けていく。日が暮れるころには大方のものが片付いて、隣近所への挨拶も済ませた。




　夕食はデリバリーで少し楽をして、志保子と順番で風呂に入る。

　俺が風呂から上がると志保子はリビングのテーブルでノートパソコンとにらめっこしていた。

「仕事してるの？」

「ううん。明日どこに行こうかなって思って……あ、ねえ聡。ここのお店は？」

「どれ。なんていう店？」

　俺は志保子をうしろから抱きしめる様にしてその肩に顔を乗せた。薄手のパジャマ生地は、互いの体温を直ぐに伝えてしまうし、志保子の鼓動もダイレクトに伝わってくる。だから俺はわざと頬を密着させて、マウスを握るその指に光るエタニティーリングをそっとなぞる。すると志保子の体がピクンと反応して、さらに鼓動が走り出すのがわかった。

「……かわいいな」

「そうだね、すごくシンプルだけど丸みがあってかわいい」

「違うよ。俺は志保子のことをかわいいって言ったんだ」

　俺は志保子をキツク抱きしめると、彼女の頬に唇を押し当てる。

「やめて聡、くすぐったいから」

「そんな素直な反応されたら、やめられないな」

　すぐにでも子供が欲しいだなんて言ったけど、本音を言えばもう少しだけ志保子とふたりきりの時間を過ごしたい。

　こんなふうに好きなときに好きなだけキスをして、君を困らせてみたいんだ。










愛おしい命




「ズバリ、特集はBIRTHです」

　次号の特集を決める企画会議で満場一致で決まったテーマはBIRTH。出産にまつわるあれこれを三十代の女性視点で考えてみようというもの。

　結婚、出産、子育て。そして仕事。それを自分の人生にどう組みこむか。

　結婚適齢期と呼ばれる女性なら多かれ少なかれ考えたことはあるだろう。そんな私たちにとってはデリケートかつ切実な問題。

　それをラルゴで取り上げるのはいかがなものかと物議を醸し出しそうだったが、蓋を開けてみた結果がこれだ。編集部みんなが気になることは、おそらく読者も気になるはず。そう考えての決断。

　発案者は真田さん。彼女は今、ラルゴになくてはならない存在だ。

「編集長。いろいろ調べてきましたよ私。もうほんと、大変だったんですから」

　だからちゃんと褒めてくださいよ、と言わんばかりに資料の束を私のデスクに置いた。

　私はそれらをめくりながら真田さんに労いの言葉をかける。

「それはどうもご苦労様。早速読ませてもらうね」

「はい。ちゃんと読んでくださいよ。これとか、産婦人科のお医者様に取材してきたんですから」

　そう言って真田さんは数枚綴りになった一冊の資料を私に差し出した。それは妊娠から出産までの流れがイラスト入りでまとめられていて、彼女のかわいらしい文字でたくさんの書きこみがされている。

「そのお医者様が言ってたんですけどね、生理不順の人って妊娠に気がつかないことが多いんですって」

「へ、へえ……そう」

「しかも、つわりが比較的軽かったりすると三、四カ月を過ぎてからようやく妊娠に気がついて、大慌てで受診するケースがあるらしいんですけど。でもそんなのってあり得ないですよね」

「…………」

「編集長、聞いてます？」

「……あ、うん。聞いてたよ」

　真田さんは怪訝な顔をすると、「ちゃんと読んでおいてくださいよ」と釘を刺す。




　まるで他人事とは思えない内容だった。私は真田さんがいなくなってからその資料の隅々まで目を通す。

　――まさか、自分が。

　そんな疑念がわいて、必死でかき消す。

　でも、その可能性を否定できないのは思い当たる節がありすぎるから。

　最後の生理はいつだったろう。結婚式が終わってからあったっけ。

　ぜんぜん記憶にない。常に胃がむかむかとするのはもしかして、つわり？




　私は昼休みにドラッグストアに駆けこんで妊娠検査薬を購入した。

　茶色の紙袋に入れられたそれを会社に持って帰る。それをトイレで試すつもりで個室にこもった。

　でも使う勇気がない。真実を知るのが少しだけ怖い。もし妊娠していたらどうしたらいい？　百パーセント産む。それは間違いない。でも、産んだら仕事はどうなるんだろう。

　ギリギリまで働いて、速攻で復帰するとなるとどれくらい休むことになるのか。もし、育児休暇を取得した場合、職場復帰後、今のポジションに戻れる可能性はあるのか。……ぜんぜんわからない。そんなこと今まで考えたこともなかったから。

　私は恐る恐る妊娠検査薬の箱を開けた。

　説明書を読んでみると、思ったよりも使い方は簡単だった。試してみると、あっという間に判定が出る。小さな小窓に現れた青いライン。

「……私、妊娠してる」

　ということは私、母親になるんだ。聡は父親に。なんだか信じられない。お腹の子は女の子だろうか、男の子だろうか。

　聡はどっちが欲しいんだろう。でもきっとどちらが生まれてもかわいいに違いない。だって、私たちの子供だもの。これが母性というものなのだろうか。まだ見ぬ我が子が愛しくて仕方ない。




　帰宅した私は、夕食の支度をすませると、リビングのソファーに横になった。妊娠の事実を目の当たりにしたら、急につわりがひどくなった気がして。

「ただいま志保子」

　ソファーに寝転んでいた私を見つけた聡は心配そうに傍に座った。

「おかえり、聡」

「どうしたんだ、具合でも悪いのか？」

「ううん、なんともない……ちょっと吐き気がして。でも大丈夫、病気じゃないから」

　私はゆっくりと起き上がると、心配そうな顔で私を見つめる聡に抱きついた。

「……あのね、聡。赤ちゃんができたみたい」

　そう口に出した途端に涙がこぼれた。どうして泣いているのか自分でもわからなかったけど、おそらく妊娠するとホルモンの関係で感情の変化が起こりやすくなるらしい。そう真田さんの資料に書いてあった。だからきっとそのせいに違いない。

「そうか、すごく嬉しいよ。このまま志保子を抱き上げて飛び跳ねて、駆け回りたいくらい。でもそれはできないな。お腹の子になにかあったら大変だ」

　聡は私を優しく抱きしめる。それから泣いている私の背中をトントンと叩きながら、落ち着くまで傍にいてくれた。

「落ち着いた？」

「……うん、もう大丈夫。明日病院に行ってくるね」

「俺も一緒に行くよ」

「でも……」

「行きたいんだ、一緒に」

　聡はそう言って笑うと、私のお腹にそっと手を当てる。

　そして、愛おしそうに眼を細める聡を見てしまったら、「仕事はいいの？」なんて言えなくなってしまった。

　私も聡も親バカだ。こんなんじゃ、先が思いやられる。

　でもそれくらいでちょうどいい。それが親になるということかもしれないから。

　今はまだ小さなこの命を大切に育んで、いつか巣立つその日まで、抱えきれないくらいの愛情をこの子に注ごうと思う。

　聡とふたりで。





おわり












あとがき




『２ＬＤＫの元!?カレ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　志保子と聡のラブストーリーを楽しんでいただけたなら幸いです。

　志保子の生き方は百点満点とは言いがたく、彼女もそれに気がついているのか、いつも後悔ばかりをしています。そんな女性を主人公に据えたのは、志保子を通して自分自身をみつめ直してみたかったからなのかもしれません。

　皆さんは、当たり前のように傍にいてくれる人の存在に、感謝していますか？　大切にしていますか？　失ってから気づいても取り戻すことは容易ではありませんよね。

　自分にとってなにが一番大切なのかを見失わないように生きていきたい。そう私は思います。

　この作品では、ワークライフバランスもテーマにしていますが、これも私は落第点なんですよね。サイトでの連載作品の更新がいつも遅いのは、そのせいだと反省しています。それでも続きを楽しみに待っていてくださる読者様がいることを忘れてはいませんよ。

　素敵な作品をお届けできるように、もっともっと頑張りたいと思います。




　前回同様あとがきではとことんネガティブな私ですが、今回の書籍化にあたり、たくさんの皆様のお力添えを頂きました。この場をお借りして、御礼申し上げます。

　編集部の長井様、渡辺様。私のワガママを存分に受け止めてくださった堀口様。とても素敵な表紙を描いてくださった椎名様。同じ目線で的確なアドバイスをくれるお友達の作家さん、いつも応援してくださる読者の皆様。

　どうもありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いいたします。




　私は今後もベリーズカフェにて執筆を続けていきます。いくつかの作品はその舞台や登場人物が少しずつリンクしていたりするので、読み比べてみるのもお勧めです。

　それでは、またお会いできることを願って。





水羽 凛
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